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序章　戦の終わりと、始まりの誓い







「我わがグラウスタンディア皇こう国こくは、今日を以もつてリジア宗しゆ旨うし国家からの停戦の申し入れを受け入れた！　９年にも及およぶ長きに渡り、皇国に尽つくした勇者たちよ、全すべては皆みなの奮ふん迅じんあってこその勝利である!!」

「「「「おおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉっ!!」」」」

　戦場を駆かけ抜ぬけた一報は、傷を負い、疲ひ弊へいし、それでも剣けんを取った兵たちに歓かん喜きの声を上げさせた。乾かん燥そうした空気が兵たちの轟とどろく声にビリビリと揺ゆれた。

　岩石と砂さ塵じんの戦場の方々には、緑を基調としたグラウスタンディア皇国の国こつ旗きが掲かかげられる。それは兵たちの故郷の色である。高い山々を染める新緑の色、それがグラウスタンディア皇国を象しよう徴ちようする色なのだ。岩石砂さ漠ばくの中に、まるで芽吹いた木々かのように立てられた旗は風に靡なびいた。長い戦いを経へた兵たちは、その国旗の群れに思わず里心がついたかのように涙なみだぐみ、そして喜びに酔よいしれた。

　大だい飢き饉きんに端たんを発するこの戦争は、後に『第一次リジア戦せん役えき』と呼ばれるようになる。

「さあ、今こ宵よいは勝利の盃さかずきを高らかに上げるのだ！」

　この軍勢を率ひきいていたグラウスタンディア皇国皇こう太たい子しダカット・クセルクセスは騎き士しや兵たちに酒を振ふる舞まい、その夜は遅おそくまで祭りのような騒さわぎが続いた。




　そんな駐ちゆう屯とん地ちの中に、お祭り騒ぎの喧けん騒そうから隔かく絶ぜつされたような一角があった。

　満点の星空の下、小さな焚たき火びを囲む者たち。その中心は、幼いと言っても過言ではない少女であった。少女の周りには７人の顔ぶれが居並ぶ。それぞれ、ある者は会話に興じ、ある者は酒に舌した鼓つづみを打ち、ある者は読書に耽ふけっていた。

　中心にいる少女の名をユースティナ・クセルクセスという。

　御おん歳とし11歳さいになるグラウスタンディア皇国、第二皇おう女じよである。こんな幼い子供が戦地の真ん中に居るだけでもおかしな光景である。だが、それに輪をかけて周りにいる者たちの様よう相そうも変わっていた。ある者は町人のような服装、ある者は学者のようなローブ、ある者は舞ぶ台たい衣装のような煌きらびやかな装束。中には革の胸当てをした傭よう兵へい風ふうの男や、軍服に身を包つつむ老人もいるが、それは少数派と言ってもいい。

　そんな中の一人である軍服に身を包んだ老人が、周りの者に語り掛ける。

「皆みながこうして全員で顔を突つき合あわせるのは、これで最後になるかもしれんな。イリヤ、おまえさんは、これからどうするのだ？」

　老人に話を振られたのは、派手な衣装に身を包んだイリヤという女性。彼かの女じよは徐おもむろに笑え顔がおを浮うかべた。

「そうね、一度グラウスタンディアへ戻もどって一座を引き連れて、また巡じゆん業ぎようの旅でしょうね。そうだ、ファウラ。あなたも一いつ緒しよに来ない？　あなた手先器用だから」

　ファウラと呼ばれた少女はイヒヒと笑って返す。

「そうだねえ、またスリの常習犯で捕つかまるのはやだしね。イリヤに付いてこっかな。でも何の仕事させてくれんの？」

「そんなのあたしの付き人に決まってるでしょ」

「うへぇ、せめて小道具作りとか衣装作りとか、そういうのにしてよ」

　それを傍かたわらで笑いながら聞いていた軍服の老人が、今度は学者のような男に語り掛ける。

「ロブ、おまえさんはワシのところで此こ度たびの戦いくさの資料作りだぞ」

　するとロブと呼ばれた男は頭を掻かきながら苦笑いをする。

「ですよね。リジア宗旨国家の地質調査の資料も纏まとめないといけませんしね」

「そうじゃ。地図の修正も必要になってきたからの」

「カウフマンさんには敵かなわないなあ……」

　そんなロブの言葉に鷹おう揚ように笑い返し、次に軍服の老人は革の胸当てをした傭兵のような男に顔を向けた。

「ガジェル、おまえはどうするんじゃ？　何なら今回の功こう績せきで城の兵として召めし抱かかえてもらえるかもしれんぞ」

　すると話を振られた痩そう身しんの二十代くらいの男はあからさまに嫌いやそうな顔をする。

「ええ、やだよじっちゃん、そういう面めん倒どうなのは。俺おれ、傭兵のままでいいし」

「まあ、無む理り強じいはせんよ。しかしどうするんだ、これで職なしになってしまうぞ」

「まあしばらくはブラブラして、それからまた傭兵稼か業ぎようをやるよ。今日明日に傭兵がいらなくなるような世の中でもないでしょ」

「ふむ、褒ほめられた世の中じゃないが、まあ一理あるのう。……してウル、おまえさんはやはり地元で鍛か冶じ屋やの仕事に戻るのかのう？」

　そう老人に問われた筋骨隆りゆう々りゆうの中年男性は相そう好ごうを崩くずし答えた。

「ええ、田舎いなかに戻りやす。あっちにゃ自分の工こう房ぼうもありやすからね。それにガキどもに仕事を教えなきゃなんねえですから」

「そうか、お主なら皇都で店を構えても十分にやっていけるのにのう」

「褒ほめちゃあいけませんぜ、カウフマンの旦だん那な。あっしには、あっしの分ぶってもんがあります。それにあそこはいい鉄も木材も取れる。なによりカカアも待ってますしね」

「そうかそうか。それならそれもよかろう」

　そんな会話の中、依い然ぜんとして読書を続けている少年の姿があった。年としの頃は15、６といったところだろうか。大人というにはまだ幼い顔立ち。子供というには理知的な眼光。そんな不思議な空気感を纏まとった少年は、焚たき火びを明かりにして書しよ籍せきのページを捲めくり続ける。

「…………………」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで活字を追う少年に、皇女ユースティナがチラチラと視線を投げる。しかし彼かれがそれに気が付く様子はない。痺しびれを切らした姫ひめ君ぎみはすっくと立ち上がると、少年の前にやってくる。

「クロムよ」

「…………ん、なんですか皇女？」

　クロムと呼ばれた少年は皇女に話しかけられ、漸ようやく活字から目を離はなす。

　ユースティナ皇女は小さな手をモジモジとさせながらクロムに問いかけた。

「クロムはどうするのだ？　その……あれか？　以前と変わらずカウフマンの所に下宿するのか？」

　クロムがどんな返答を寄よ越こすのか気にするように、ユースティナはチラッと横目で窺うかがう。

　しかしクロムの反応は存ぞん外がい鈍にぶい。ぼんやりと考えるでもなく中空を見つめている。

　すると、痺しびれをきらしたようにユースティナは再び口を開いた。

「もしあれなら皇おう宮きゆうでの士官もできるし、何ならまた私の教育係ということでも…………ど、どうなのだクロム？」

「これからですか……そうですね。元を正せば僕ぼくは山の民たみなので、また山に戻ろうかと思ってます」

「山へ………帰ってしまうのか？」

「ええ、里……と言いますか、皇都や方々で見聞きし知ったことを改めて纏まとめ、考える時間が必要かと思っています。今回の戦いでカウフマンさんの後について戦場にも行きましたし、皇宮にも出入りさせてもらいました。その中で、僕なりに少し考えるべきことが出てきましたので」

　さらりとそう言う彼に、ユースティナはグッと詰つめ寄よった。

「そ、それは何だ？」

　するとクロムは少し難しそうな顔をする。

「今ユースティナ様にご説明しても、たぶん混乱するだけですよ。何より僕の中でも整理がついていない事ですから。それを纏まとめるための時間が必要かと思っているんです」

「そ、そうなのか………でも、また皇都に戻って来るのか？」

「……必要あらば…………でも、でき得うることなら、もう我々や兵たちが集まる必要のない世の中となってくれれば、それに越こしたことはないのですが………今の世界を見ているとそうも言っていられないでしょうしね」

　クロムのいう事の意味を理解したのか、ユースティナの表情が引ひき締しまった。

　リジア宗旨国家との長い戦が終結したとはいえ、本当の意味で世界から戦が消えたわけではない。何い時つ、どの国がグラウスタンディア皇国へ戦せん禍かを運び入れても不思議なことなど一つもない。それが今の世界情勢であった。

「………………そうか」

　呟つぶやくようにそう言ったユースティナは、ぼんやりと焚たき火びを見つめた。

　この皇女ユースティナを中心とした何とも軍人らしからぬ７人を、人は幽霊プネブマと呼んだ。それを最初に口にしたのはユースティナの兄のダカット皇おう子じである。コソコソと何かをしているユースティナの家臣たちに、冗じよう談だんのようにつけられたあだ名であった。

　しかしこの出しゆつ自じの違ちがう７人はそれぞれの適性を遺い憾かんなく発揮し、密みつ偵ていを配し、敵てき陣じんに罠わなを掛け、敵国へ渡る情報を操作し、巧たくみに相手を惑まどわせた。それはこれまでの兵力に頼たよった戦いとは一線を画かくすものであった。

　彼らの活かつ躍やくにより、長きに渡って繰くり広ひろげられた両国の戦いくさが大きく変わった事は疑いようもない。それ故ゆえに、リジア宗旨国家からの和平交こう渉しようという形をもって終戦を迎むかえることが出来たと言える。

　後のちに、このリジア戦役に於おいて辣らつ腕わんを振るった７人を、騎士や兵たちは敬意を込め『皇こう国こく七しち聖せい』と呼んだ。しかしその皇国七聖が如い何かなる人物たちの集団であったか、公おおやけに多くは明かされていない。

　皇女はしばらく焚たき火びを見つめていた。そして突とつ然ぜんすっくと立ち上がると皇国七聖の面々に顔を向けた。それまで話や酒に興きようじていた皇国七聖の者たちの視線が、幼い皇女の下に集まる。

「此こ度たびの戦に於おける皆みなの働き、皇族として感謝してもしきれない程ほどである。だが、リジア宗旨国家を始め、西のラトルグ国、南のスクルタビア連合国、そして内海のクルモ民族、そのどれもがネイレシア大陸の覇は権けんを争あらそう国々だ」

　その言葉は、彼女の幼さを感じさせない程ほどに堂々としていた。ユースティナは、その場にいる７人の顔をしっかりと見つめる。

「もし………いずれ、またこのような戦せん禍かに見み舞まわれ、民が苦しむような事があるのなら、どうか再び我に力を貸してはくれぬだろうか？」

　幼い皇女の言葉に皇国七聖たちは皆姿勢を正し傅かしずいた。そして口々に皇女への忠誠と、再び戦禍がこの国を覆おおう時は、皇女の下へと駆けつけることを誓い合った。

　ただ一人を除のぞいて……。

　他ほかでもない、クロムであった。彼はユースティナ皇女に対しこう言い放ったのだ。

「我々がユースティナ様に誓うだけでは、聊いささか片手落ちですよ」

「……む、クロム。なんだ？」

　彼は皇女ユースティナを前にしても一いつ切さい臆おくする様子も見せず、滔とう々とうと語りだした。

「ユースティナ様にもお約束していただきたいことがあるのです」

「なんだ、申してみよ」

「次にお会いする時は自分も皇女の掲かかげる理想の御み旗はたを支えうる人間となり馳はせ参さんじましょう。しかしその時、もし皇女が掲げる御旗が薄うす汚よごれ、迷いを帯おびてたなびくのならば、僕は貴女あなたの下で働くことを辞退させてもらいます」

　この発言には、その場にいたクロム以外の皇国七聖全員が口をあんぐりと開けて言葉を失った。しかしユースティナは動じることなくクロムの目を見つめ返し、自信に満ちた瞳ひとみで言い返す。

「よかろう、クロム。おまえが言う理想の御み旗はた、誰だれに恥はじることもなく掲げる覚かく悟ごなくして、皇族の名を語る事などできぬであろう。あいわかった、皇族として生まれたからには、必ずや万ばん民みんの為ために掲げる御旗をもっておまえを迎えよう。だから、必ずやこの国の有事の折りには、我の下へと参さんじてくれ」

「はっ。心得てございます」

　そう言って柔やわらかく微ほほ笑えみ傅かしずくクロム。幼き皇女はそんな彼に力強く頷うなずき返す。

　その瞳は、まるで満天の星が映り込んだかの様にキラキラと輝かがやいた。




　皇女ユースティナと、それに仕えるクロム・ジャレット。

　二人がこの後、戦乱の世を駆け抜けたことは歴史書に語られるとおりである。この後に起こる第二次リジア戦役、それに端たんを発するスクルタビア連合国の分断、ラトルグ国の内ない紛ふん。それら全てが最悪の状じよう況きようへと突き進すすむ中、それに諍あらがわんとする二人の戦いは、この瞬しゆん間かん、この誓いによって始まったと言える。

　皇歴２１１年の事である。







第一章　皇国の騎士







　皇歴２１６年、あの誓いの日から５年後のこと。

　クロム・ジャレットは幼い日を過ごした奥おく深ぶかい山中に居を構えていた。日々を、この山中に分け入り山菜や獣けものを取っては糧かてとする。それは遠い昔より祖先がそうしてきた事と何一つ変わらない生活。木々の騒ざわめきに耳を傾かたむけ、動物たちの息吹いぶきを肌はだで感じ、夏の暑さにたじろぎ、冬の寒さに凍こごえる日々。

　そんな毎日は、皇都で暮らしていたクロムにとっては懐なつかしくもあり、また多くの勘かんを取とり戻させてくれる日々でもあった。何より皇都で学んだ諸もろ々もろの事を反はん芻すうし、黙もつ考こう、熟成させる為ためには、この環かん境きようはクロムにとって掛かけ替がえのないものだった。

　そうして幾いく度ども同じ季節を繰り返し、今年も漸ようやく長い冬を越え、山やま肌はだにも新緑が芽吹き始める頃の事だった。

「ねえねえ、クロム」

　ぼんやりと春の息吹に目を細めていたクロムの袖そでを、少女の小さな手が引っ張る。

「なんだい、リュリュ」

　クロムがリュリュと呼んだ少女は、眠ねむたげな両の眼まなこを遠くに広がる山肌へと向けていた。無表情な彼女が見る視線の先を追う。そこには淡たん紅こう色しよくに染まる幻げん想そう的てきな森があった。

（今年も咲さいたのだな）

　と、クロムは思った。山肌を薄うすい桃もも色いろに染める桜おう桃とう花かは、去年と変わらず美しかった。

　そんな桜桃花の森をぼんやりと見つめるリュリュにクロムは目を向ける。年の頃は13歳くらいの幼さの残る顔立ち。どこか儚はかなげな印象を持たせる彼女の立たち居い振ふる舞まいだけを見ていれば、貴族と勘かん違ちがいされてもおかしくはない。山の民が持ち合わせる独特の土つち臭くささを、リュリュは一いつ切さい感じさせなかった。

　花の咲き乱れる森から目を離そうとしない彼女に、クロムは語り掛ける。

「リュリュ、おなかは空いていないかい？」

「うん、おなか空いた」

　頷うなずきながら素す直なおにそう言うリュリュに、クロムは懐ふところから干し肉を取り出す。

「干し肉か？」

「ああ、干し肉だ」

「…………」

「不満かい？」

「そんな事はない。でもたまには別の物も食べたいと思ったりする」

　そう言いながらもリュリュは、クロムから受け取った干し肉をもしゃもしゃと咀そ嚼しやくする。

　ちょうど二人がそんな事を話していた時、ふわりと背後に気配が立った。

　誰が来たのか察さつしのついていたクロムは焦あせることもなく振り返る。それはいつもやってくる物知りの老人であった。老人はクロムの前にふらりと現れると、長い髭ひげを撫なでつける。

「クロムよ。ちと気になることがある」

　そう言った老人に、クロムはいつもと違う雰ふん囲い気きを感じ取った。

「どうかしましたか？」

「………今この山の中に、里の者が入り込んでおるようじゃ」

「里の者が？　しかしこの辺あたりは火山に近いから、方位磁石も効きませんよ」

「だろうの。それを見み越こしてか山の民を４人ほど連れておるようじゃ」

「それでも危険な事には変わりありません。何より山の民ならば、まず止めるべきでしょう。迂う闊かつに里の者を危険に晒さらすことは山の掟おきてに反しますから……」

　山の地理に詳くわしい者がいたとしても、樹じゆ海かいと大して変わらないこの辺りの山中はかなり危険である。特にこの地磁気が乱れた土地は、足を踏ふみ入いれてはならない土地とされており、里の者に対しては近づいてはいけない、と諭さとすのが山の民の義務でもある。そういったことで里と山との信頼関係が出来ている。

　明らかにその義務を怠おこたっている山の民に対し、クロムはどうすべきか思案をしていた。すると、老人はさらに俄にわかには信じがたい言葉を続けた。

「ふむ、如何どうやら食べ物に毒を盛っておるの。里の者をどうにかするつもりじゃな」

「なんですって？」

　クロムはその言葉を聞くやいなや、近くに立てかけてあった弓を二対、手に取った。

「場所を教えてください」

「行くのかえ？」

「行きます。山の民の仕し業わざだとしたら止めるのも山の民の義務ですから」

「そうかそうか。儂わしも山で無む駄だな血を流して欲ほしくはないからの」

　老人はそう言うと、詳くわしい場所とその場にいる人間の数を教えてくれた。

　場所はここからそう遠くはない。とはいえ普ふ通つうに走っても四し半はん刻とき（30分）はかかる。近道をする必要があるだろう。その場にいる人数は山の民が４人、里の者が６人。里の者の方が人数は多いが毒を盛られているとなれば話は別だ。

　クロムは保存しておいた幾いくつかの解げ毒どく剤ざいを懐ふところの中に入れる。すると、干し肉を咥くわえたリュリュがこちらに声をかけてきた。

「どこか行くの？」

「ああ……リュリュも手伝ってくれるかい」

「もちろん」

　クロムはリュリュに頷うなずき返すと弓の片方を手て渡わたす。と同時に全力で走り出した。草そう庵あんを飛び出すと一気に山肌を駆かけ下り、崖がけのように切り立った岩場へと躍おどり出でる。高さはゆうに２町（２１８ｍ）以上はある。ゾッとするほどの高さだ。しかしクロムは何の躊ちゆう躇ちよもなく飛び降りる。そして近くにあった岩を蹴けり、次の岩へと飛び移る。ほぼ垂直な岩を蹴ることで落下速度を殺しながら、あっという間に下へと駆け下りた。

　その後を、息も切らさずリュリュがぴったりとくっついて来た。

　そうして漸ようやく地面に着地すると、休む間もなくクロムは全力で走る。それと同時にクロムは毒を盛ったという山の民とどう対たい峙じするか思案していた。

（どうにか穏おん便びんに済すませたい……山で無駄な血を流すわけにもいかないだろう）

　そう考えながらクロムは、干し肉を全て食べつくしたリュリュに視線を向ける。

「リュリュ、ほんの少し寄り道をする」

「うん」

　クロムは獣けもの道みちを外れ森の藪やぶへと飛び込み、リュリュがその後に続いた。

　途とち中ゆうでクロムは目的の木を見つけると立ち止まり、その木に山やま刀がたなを突き立てる。トントンと木に山刀を叩たたきつけ、その切り口から真下へ山刀を落とすように力を入れる。すると木の繊せん維いの方向に合わせてスーッと滑すべり木の皮が採とれた。

　クロムはそれを均等に縦たてに切きり裂さいていく。するとあっという間に、数十本の木の棒が出来上がった。今度はその木の棒の先を、三み断たちで鋭するどい三さん角かく錐すいに切り落とす。ここで漸ようやくそれが弓の矢であることが分かる状態になった。しかしこの矢には矢羽がない。矢羽がなければ、正確に射ることは到とう底ていできない。だがクロムはそのことは気にせず、それを矢や筒づつに収めて再び走り出した。

「ねえクロム。その木で矢を作っても……」

　いつも無表情なリュリュも、困惑気な様子を見せる。

「言いたいことはわかる。でも、これで大だい丈じよう夫ぶ」

「ふむん、そうか」

　リュリュはコクリと頷うなずき、それ以上の質問は重ねなかった。クロムはそんなリュリュに、これからすることを説明しながら走る。

　そうして走り続けると漸ようやく目的の場所の辺りまでやってきた。

　その時、森の奥おくから声だけが聞こえてきた。

　クロムとリュリュは気配を殺し、木の陰かげから状況を窺うかがった。

「へっへっへっ、ちゃんと薬が効いてるようだな」

　山の民特有の獣じゆう皮ひを纏まとった男が、下げ卑びた笑いを浮かべている。人数は老人が言っていた通り４人。少し離れた場所には、兵士の格好をした人間の死体がある。

（間に合わなかったか……）

　クロムは内心舌打ちをしながら山の民たちに視線を戻す。

　山の民たちは、まだ未成年であろう少女を取り囲んでいた。

「おいおい、この嬢じようちゃん、なんか怒おこってるぜ」

「な～に、怒ったって動けるわけがねえよ」

　どうやら少女はまだ無事のようだった。

　少女は山の民たちに鋭い視線を向ける。だが、それ以上何もすることが出来ないのか、身体を起こそうともしない。どうやら痺しびれ薬を盛られているようだ。

　少女は苦痛を浮かべながら、振り絞るように声をだした。

「………なぜ……ですか」

　掠かすれ、消え入りそうなその言葉に、一人の山の民が唾つばを吐はきながら言い放つ。

「何な故ぜだって？　んなもん、コレをくれる奴やつの命令に決まってんだろ」

　そう言って山の民は手で金を連想させるように円を作って見せた。

「結構な金払いだったぜ」

「なかなかこんないい話もねえよな」

「たかが小こ娘むすめに毒盛ってもらえる額がくにしちゃ、たいしたもんさ」

　ゲラゲラと笑う山の民たち。それを聞いた少女は悔くやしそうに顔を歪ゆがめる。

　すると山の民の一人が突然、厭いやらしい笑いを浮かべ舌なめずりをした。

「……しかし、まあ、さすがは里の娘むすめだな。垢あか抜ぬけていやがらあ」

「確かにこのまま殺すのはもったいねえ」

「どうせ埋うめちまうんだ。少し楽しませてもらおうか」

「そりゃそうだ。この嬢ちゃんだって、何の楽しみも知らずに死んでいくのは可哀かわい相そうだしな」

　下品極きわまりない笑い声が山の中に木こ魂だまし、男の一人が少女の衣服に手を掛けようとした。

（これ以上様子を窺うかがっても仕方ないだろう）

　そう判断すると同時に、クロムは矢筒の中にあった矢を一本引き抜く。先ほど作った即そく席せきの矢ではない。狩かりの時に使う矢羽のついた矢だ。

　弓ゆ弦づるを引き絞り、一いつ瞬しゆんで狙ねらいを定めると同時にヒャッと放つ。

　矢は木々の間をすり抜け、少女に手を伸のばそうとする山の民の肩かたを射い抜ぬいた。

「あぐぉっ！」

「な、なんだ！」

　矢に射られ後方に飛んだ男が痛みのあまり泣なき叫さけぶ。焦あせりを浮かべ周りに目を凝こらす山の民たち。クロムはすぐさま先ほど作った即席の矢を、リュリュと共に別々の方向に向かって放った。狙いも定めずに射た矢は、木々に当たると撓しなって跳ね返り方向を変える。そして少女に手を掛けようとしていた山の民たちの近くの地面に突き刺さった。

　そのまま次々に矢を放つ。木に当たり跳ね返った矢は、森の方々から放たれているような錯さつ覚かくを相手に与えるはずだ。

「ど、どこだ!?」

　こちらの目もく論ろ見みどおり狼狽うろたえた山の民たちは必死であちこちに目を移している。だが彼らが見ている方向には誰もいない。

「……リュリュ、一度止めるんだ」

「うん」

「僕が指示を出すまで、ここで様子を見ているんだよ」

「わかった」

　リュリュの返答にクロムは頷うなずき返し、木々の陰から飛び出す。

　山の民たちは一いつ斉せいにこちらへと怯おびえた視線を向けた。

　クロムは一分の隙すきもみせず、４人の山の民を眇すがめ見た。

「お取り込みのところ申し訳ありませんが、その娘こから手を引いてもらえませんか？」

「て、てめえ……誰だ！」

「名乗る必要がありますか？」

「なにを………」

　クロムが冷静な顔でそう言うと、少女を囲む山の民は表情を険けわしくした。

「あなた方の行こう為いは山の掟に反するものですね。里の者に薬を盛り、乱暴し、殺そうとする。これら全てが、山の掟に反するものです」

　その言葉に山の民は顔に狼ろう狽ばいの色を浮かべたじろいだ。しかしそれも一瞬の事。すぐさま山の民たちは口を噤つぐみ目配せをし合うと、山やま刀がたなに手を掛ける。そこでクロムは彼らが山刀を抜くよりも早く、畳たたみ掛かけるように口を開いた。

「口くち封ふうじに我々を斬きり捨すてるのも構いませんが、こちらもそれなりに人数はいます。あなた方に十分な被ひ害がいを与えるくらいの人数は」

　クロムがそう言って軽く手を上げた瞬間、方々から次々に無数の矢が飛んでくる。そしてそれらは地面に突き刺さる。リュリュが放った矢だ。

「……ほらね」

　山の民たちは、更さらに狼ろう狽ばいの色を濃こくする。矢の飛んでくる方角から、半円形に囲まれていると錯覚しているはずだ。

「どうしますか？　あなた方がこのまま引いてくれるのなら、見なかったことにする、と言っているのですが。それとも山の掟おきてを破ったことを族長たちに報告しましょうか？　あまり賢けん明めいな判断とは言いがたいですね」

　しかし山の民はそれでも悪あがきをするように言い放った。

「だ、だがな！　てめえみたいなどこの者とも判わからねえ奴の言う事を族長たちが……」

「信じない？　まさか、ここに証人がいるじゃないですか」

　そう言ってクロムは少女を指差す。

「族長は、僕の言う事は信じてくれなくても、里の者の言う事は信じます。里との繋つながりを切ってしまえば、塩や穀こく物もつを分けてもらえなくなりますからね」

　山の民にとって掟は絶対である。山の掟を破ったことが族長たちの耳に入れば、確実に集団から排はい斥せきされる。そういった掟おきて破やぶりの者の事を『疎そ斥せき衆しゆう』と呼ぶ。疎斥衆となった者の末路は、山の中で飢うえようが病気をしようが誰も手を差し伸べてはくれない独ひとり者として生きていくということ。厳きびしい大自然の中で生きるのに、これ以上辛つらいことは無い。

　山の民の返答は、もう決まっているようなものだった。

「わ、わかった……本当に報告しないんだな？」

「はい、そのつもりです。このままあなた方が引くというのなら」

　しばしの沈ちん黙もくの後、山の民はおずおずと引き上げていった。

　それを確かく認にんしたクロムは、少女の下へ歩いていくと手を差し出した。

「災難だったね。君は……」

　どこの誰なのか――そう聞こうと彼女の顔を見て、クロムはハッとした。

「もしかして………フィフニスかい？」

「……………クロム」

　クロムの名を呟つぶやいた少女は、緊きん張ちようの糸がぷつりと切れたように安あん堵どの息を吐つき、ぐったりと目を伏ふせた。




　クロムは、毒を盛られ身体の自由を奪うばわれた少女に解げ毒どく薬やくを処しよ方ほうする。手早くそんな作業をしながら、クロムは懐かしさのあまり感かん慨がい深ぶかい気持ちになった。

（………随ずい分ぶんとおっきくなったな）

　彼女の名はフィフニス・マカオンという。クロムの師事した皇国軍師カウフマン・マカオンの孫まご娘むすめがこのフィフニスだった。

　フィフニスとは５年前まで同じ屋根の下で暮らしていた。

　当時はまだ10歳の童女だった彼女も、今や15歳。まだ成人前とはいえ、あの頃ころから大きく成長した彼女の姿に、クロムは思わず親心にも似た感かん慨がいを抱いだいてしまう。

　解毒薬を飲み、暫しばらくするとフィフニスは身体から痺しびれが消えたのか漸ようやく口を開いた。

「あ、ありがとうございます、クロム殿どの」

　随ずい分ぶんと大人びたようなしゃべり方をするようになったなと、苦笑いを浮かべながらクロムは頷うなずいた。クロムの記き憶おくの中のフィフニスは、負けん気の強い童女という印象でしかなかった。代々騎士の家系であったマカオン家で、一日も早く立派な騎士になりたいと、小さな手で剣を振ふっていた少女。師カウフマンと書しよ斎さいで議論をしていたりすると、いつも扉とびらの陰から睨にらみ付つけるようにこちらを見ていた少女。それがクロムの記憶するフィフニスだった。同じ屋根の下で暮らしていたにも拘かかわらず、ほとんど会話を交かわしたことはない。話そうとすると、いつも何な故ぜか逃にげられてしまったからだ。そんな彼女が、こうして今は丁てい寧ねいな言葉でこちらに語り掛けてくれることに、時の流れを感じる。

「フィフニスが無事でよかったよ。他の５人に関しては……残念だったけど、すぐに埋まい葬そうしてあげよう」

　そう言うとフィフニスはしょげたように目に涙を溜ためた。仕方のないことかもしれない。まだ15の少女が、人の生き死にを目まの当あたりにするのは聊いささか刺し激げきが強いだろう。

（しかしそれを言うならリジア戦せん役えきに従じゆう軍ぐんした自分も同じようなものか……）

　と、クロムは思いながらフィフニスの手を取り立ち上がらせた。するとフィフニスは死んだ者たちをジッと見つめる。そして目に溜ためた涙を零こぼす代わりに、拳こぶしを握にぎりしめた。

「この方たちはフルクロ港の兵の方たちなんです。皇おう都とシオニアから一人で来た私だけでは心配だからって、善意で付いてきてくれたんです……なのに」

　自分のせいで命を落とさせてしまった、とでも思っているのだろう。

「フィフニスが悪いわけじゃない。山の民が狼ろう藉ぜきを働いたことがそもそもの原因だ」

「でも………あの山の民を手配したのは、グラウスタンディア皇国の文官たちなんです。あいつらが山の民に金を握らせて……私を殺そうとしたんです」

　悔くやしそうに奥おく歯ばを噛かみしめるフィフニスに、クロムは首を傾かしげる。

「皇宮の文官たちが？　何な故ぜ？」

　そんなクロムの問いかけに、フィフニスは顔を俯うつむかせた。

「……私がおじい様の七光りで騎士の称しよう号ごうを拝はい命めいしたことが気に食わないんです」

　その発言にはクロムも聊いささか驚おどろいた。まだ子供とみなされる年齢のフィフニスが騎士の称号を拝命しているという事実にである。

　現在のグラウスタンディア皇国に於おいて騎士の称号は、親から子への世せ襲しゆう制せいが殆ほとんどである。だからと言って努力せず血筋だけで騎士の称号が得られるわけではない。成人である16歳になったと同時に一兵卒から始め、兵としてのあらゆる事を知り、その上で漸ようやく下か賜しされる称号だ。だからどんなに早くとも、２０歳はたちを越えねばその称号は得られないのが常識であった。

「ずいぶんと早い拝命だね」

「………たぶん、人材が不足しているのは否いなめないと思います。だから早い段階から登城させ、宮廷内での仕事の教育をし、有事に対する即そく戦せん力りよくを育てようとしているのだと思います」

　聞いてみればなるほどと思った。しかしその情報だけで、現在グラウスタンディアが抱える問題も露ろ呈ていしていた。

「なるほど。まあ確かに５年前のリジア戦役や、今も続く飢き饉きんのせいで人的損害はかなり大きかったのは確かだ。とはいえフィフニスはまだ……」

「子供じゃありません！」

　全すべて言おうとしたクロムを、フィフニスは語調を強めて抑よく止しする。

「これでも大人に負けないつもりです。剣けんだって、勉強だってしてます」

　確かに５年前の時点でもフィフニスは、自分が国を背せ負おって立つのだ、と言って毎日稽けい古こに励はげんでいたのをクロムは覚えている。負けん気が元々強かったのだろう。

　そういった事も含ふくめて、クロムにも大体の察しはついた。

「つまり大人顔負けで頑がん張ばろうとして、その上、祖父のカウフマン氏の威い光こうもあり、宮廷の文官に睨にらまれてしまったと……」

「………うっ」

　クロムの言葉にフィフニスは急にシュンとしてしまった。だいたい正解だったと考えていいだろう。

　宮廷内の権力者の間に権けん謀ぼう術じゆつ数すうが渦うず巻まくのは古こ今こん東とう西ざいよく聞く話だ。とはいえ、フィフニスはまだ成人もしていない子供。そんな少女にここまでの事をするとは、中々性格の悪い奴がいたものだ。

「なにはともあれ、フィフニスが無事であったのは不幸中の幸いだ。盛られていた痺れ薬は量が多ければ心臓麻ま痺ひを起こして死んでいた可能性もあるからね」

「……そ、そうなんですか？」

　フィフニスはそれを聞いて背中をブルブルっとさせる。

「うん、口に入れた量が少なくてなによりだった」

「でもクロム殿、よく私がここに居ると気が付きましたね」

「ああ、それはね……」

　そう言うとクロムは少し遠くを見ながら頬ほおを掻かく。

「……まあ、山の事に詳しい方が教えてくれたんだ。山の中に里の者が入って来たって」

「え、それって今助けてくれたクロム殿の仲間の人たちですか？」

　フィフニスはそう言いながら藪やぶの中をキョロキョロ見回す。

「それとは違う人だよ。フィフニスを助けてくれたのは、あの娘こ」

　そう言ってクロムが親指を指した先には、リュリュが座すわっていた。

「……………」

　木の根に腰こしかけ、彼かの女じよは木の実を齧かじっている。

「え、他の人は？」

「いや、あの娘こだけだよ」

　フィフニスはどういうことか判らなかったのか首を傾かしげながら考え込んでいる。クロムは山の民を騙だました方法をフィフニスに説明していった。方々から飛んでくる矢で、こちらの人数を水増しした仕し掛かけの事である。

「あれは全部あのリュリュに射いってもらってたんだ」

「え、でも、あちこちから矢が飛んできましたよ？」

「ああ、それはね………」

　そう言ってクロムは地面に突き刺さった矢を抜ぬくと、思いっきり撓しならせて見せた。

「え、なんで折れないんですか？」

「これは弾だん力りよく性せいのある木の皮で作った矢なんだ。武器には向かないが、これだけ弾力があると、他の木に当たった時に跳ね返る」

「じゃあ、跳ね返った矢が方々から射うち込こまれているように見えていただけなんですか？」

「そういうこと。リュリュ……おいで」

　リュリュはピクッと反応すると、ちょこちょこと走ってきてクロムの横に佇たたずんだ。そんなリュリュに褒ほう美びとして、乾かん燥そうさせた木きい苺ちごの入っている袋ふくろを渡わたす。

「この子は？」

「ああ、僕の……妹だよ」

「……………………」
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　クロムが紹しよう介かいするのだが、リュリュは全くの無反応で乾燥させた木苺を摘つまんでは口に放ほうり込んでいる。話の中心が自分だとは思っていない様子だ。しかしフィフニスはリュリュ本人の事よりも、別の部分に興味を持ってくれたらしく、

「クロム殿には妹なんていたのですか？」

　と食いついてくる。クロムはそれにわざと惚とぼけた顔をして誤ご魔ま化かした。

「は、話していなかったかな？」

「初めて聞きました」

「そうか。さて……」

　まだリュリュについて何か聞きたそうなフィフニスをクロムは一度遮さえぎる。

「フィフニス。久しぶりでゆっくり話をしたいのもあるけど、ここに居ては日が暮れてしまう。まだ雲が晴れてないから、夜道を歩くのは危険だ」

「あ、そうですよね」

「まずは君の為ためについてきてくれたこの人たちを埋まい葬そうしよう。フルクロ地区はリジェル教だから基本は土ど葬そうだ。でも家族たちの為ために、階級章と遺い髪はつを持っていかないと」

「は、はい。手伝います！」

　そうして５人の兵士を埋まい葬そうし終えると、日が暮れる前にクロムはリュリュと共に住すみ処かである岩屋へと歩き出した。そんなクロムとリュリュの後を、荷物を纏まとめたフィフニスが必死でついてくる。都会育ちのフィフニスには、やや山歩きはきつそうだ。

　この辺りの山の地形は岩場が多く、とても道などと呼べるところはなかったからだ。

　漸ようやく岩屋についた時には、太陽がエルコ火山の山肌に沈しずんでいくところだった。

　岩屋の中に通されたフィフニスは、天てん井じようを見上げたり書しよ架かに目を移したりしている。驚いているのか、口をポカンと開けながら目を丸くしていた。

「こう言うと失礼かもしれませんが、けっこう近代的な生活をしているのですね」

「うん、まあ外からは粗そ末まつな穴あな倉ぐらにしか見えないだろうけどね」

　そう言いながらクロムは食事作りを始める。その傍かたわらからリュリュが鍋なべの中身をちょいちょい摘つまみ食いをしてくる。そんな中で気まずそうにモジモジとするフィフニス。なんだかんだと言っても、彼女はまだ15歳さいなのだ。久しぶりに会った相手に、どんな会話をしていいのか迷っているのが傍はた目めにもわかった。

　年上の自分が気を遣つかうべきだろう、とクロムは食事を作る手を止めた。

「さて、フィフニス。君がここに来た理由を教えてもらおうか。……まあ察さつしが付かない訳ではないが一応教えてもらえるかい？」

　そう言うとフィフニスは一瞬パッと明るい顔をする。

　だがすぐに表情を引ひき締しめ、クロムの質問に答えた。

「……皇女ユースティナ様からのご命令です。クロム・ジャレット殿。あなたを皇国七聖として召集すべくやってきました」

「そう………か」

　クロムはそう答えながら、口に手を当て押おし黙だまった。

「どうしたのですかクロム殿。まさか皇女からのご命令を拒きよ否ひするつもりで？」

「いや、そうじゃないんだけど。ただ、ユースティナ様が僕ぼくらを召集する事態と聞いて少しね……」

　言葉を濁にごしたクロムの袖そでを、摘つまみ食いしていたリュリュがクイクイっと引っ張る。

「クロム、なに、コウコクシチセイって？」

「ん、ああ。むかし僕が所属していた部隊………というか組織と言うか………」

　どう説明したらいいのか迷っていると、急にフィフニスが目をキラキラ輝かせながら饒じよう舌ぜつに語りだした。

「皇国七聖というのは、長く続いたリジア戦せん役えきを５年前に終結させたグラウスタンディア皇国の英えい雄ゆうたちの事です！　だから国民たちは皆みな、彼かれらに敬意を込めて皇国七聖と呼ぶんです！」

「なにをして英雄になったの？」

　今一つイメージが掴つかめないのか首を傾けるリュリュ。しかしフィフニスの口は、よくぞ聞いてくれたとばかりに滔とう々とうと語り続ける。

「皇歴１９７年に端たんを発する世界的大だい飢き饉きんを引き金に、その数年後リジア宗しゆう旨し国家はグラウスタンディア皇国との戦争に踏み切り、その戦いは９年にも渡って続いたのです」

「こうれきってなに？」

　年号などの概がい念ねんを知らないリュリュに、クロムは軽く注ちゆう釈しやくを入れておく。

「グラウスタンディア皇国が使っている年号の単位だよ」

「ふぅん」

　言葉を知っている分、リュリュの理解は早い。更にフィフニスは続ける。

「大国リジアの兵は１２０万。対してグラウスタンディア皇国は当時37万しか兵を持っておらず、どうにか長きに渡る戦争を切り抜けていたのです。でもですね、そのリジア戦役の末期、当時11歳だったユースティナ皇女が出自の違ちがう７人の熟練者を選よりすぐり、密みつ偵ていを配し、敵てき陣じんに罠わなを仕掛け、相手に渡る情報を操作し、巧たくみに戦せん況きようを惑まどわせたのです！　そんな皇国七聖の活かつ躍やくにより９年にも及およぶ戦いに終しゆう止し符ふが打たれたんです」

「ふむん、ふむふむ」

「そんな皇国七聖の一人が、このクロム・ジャレット殿なんです！」

「おお、そうなの？」

　あながち間ま違ちがってもいないのだが、やはり伝聞では誇こ張ちようされ気味である。

　クロムは溜ため息いきを吐つきながら、

「メンバーであることは確かだが、僕はそんなに何もしていない」

　するとフィフニスが気け色しきばんだようにせっつく。

「何を言ってるんですか！　おじい様が言ってましたよ！　クロム殿がいなければ、あの戦争はもっと長引いていたし、リジアが停戦を申し入れることはなかったって！」

　どうやらフィフニスの中でクロムは国を守った英雄に祭り上げられているようだ。自分がやっていたのは、皇女ユースティナのお守りがほとんどだった気がする。とはいえこのまま反論しても話は平行線を辿たどるだけ。ここは大人の自分が折れておくべきだろう。

「わかった、わかった。まあ、いろいろやったんだ。僕は雑用が主だったけどね」

「ふむん、クロムは雑用なのかぁ」

　リュリュは別段どうといった感慨もなさそうに納なつ得とくした様子。

　ところがフィフニスには収まる様子がない。

「その終戦の時に、ユースティナ皇女は皇国七聖にこう言ったそうなんです。『再び戦乱の兆きざし在らば、我のもとに集つどえ』と！」

　だいたいそんな感じの事を言っていたのは確かだ。

「みな口々にその言葉を拝はい命めいしたそうなんです。でも、このクロム殿だけは違っていたんです。そんな皇女に向かってクロム殿はこう言ったんです！

『僕はどうしても皇女に忠誠を誓ちかうことが出来ない。何な故ぜなら、この気持ちは忠誠心じゃないからだ！』

『そんな、どうしてクロム!?』

『仮に忠誠という言葉の衣ころもに包つつもうと、それでも隠かくしきることの出来ないこの思い！　それはユースティナ！　君への愛なのだ！』

『えっ、クロム!?』

『だからもう一度君と会う時は、それは君を奪う時だ』………と言ってクロム殿は姫ひめの額ひたいにキスを……」

「言ってねええっ！」

「ちょっと、なんですかクロム殿。大きな声で、びっくりするじゃないですか」

　クロムは思わず項うな垂だれた。フィフニスの語る事実の湾わん曲きよくと捏ねつ造ぞうっぷりに、言葉をなくしたのだ。

「クロム殿、そういう事ではないのですか？　てっきり私はユースティナ皇女が皇国七聖を組織するという建前で本当は『そろそろ私を奪いに来て』という意思表示をしたのかと」

「それ、皇女に聞かれたらはったおされるぞ」

「えっ!?　うそ、そんな………」

「フィフニス……君はどこでそんな誤情報を手に入れてきたんだい？」

「………おじい様から」

　あのじいさんか、と溜ため息いきを吐つきたい気持ちになる。だが反面、思春期のフィフニスが妄もう想そうを拗こじらせた可能性も捨てきれなかった。勿もち論ろん、実際のところは全く違う。

　５年前、皇女ユースティナ・クセルクセスが口にした言葉。

　――もしいずれ、またこのような戦せん禍かに見み舞まわれ、民が苦しむような事があるのなら、どうか再び我に力を貸してはくれぬだろうか？

　そう言っていたユースティナが皇国七聖を再び組織する。だとすれば、それはグラウスタンディア皇国に戦せん禍かの兆きざしが迫せまっているからに他ほかならない。

「一いつ緒しよに来ていただけませんか？」

　そう問うフィフニスに、クロムは顔を上げた。

「………ならば条件が二つある」

「言ってください、私に出来ることならなんでもしましょう。私に出来なくとも、皇女を介かいせば出来ぬことは無いはずです」

「では、まず一つ」

「はい」

「どんな場所でも、妹のリュリュを連れていきたい。それがたとえ戦場でも」

　フィフニスは顔に疑問の表情を浮うかべながらも、

「わかりました。皇女に留りゆう意いしてもらいます」

　了りよう承しようの意を口にした。

「ありがとう」

「しかし、もしそういう事であればクロム殿が戦場にいる間、彼女は私の家で預かっても構いませんが？」

「いや、そういうことではないんだ。説明は出来ないが、とにかく事情があって妹とはもう離はなれるわけにはいかない。そう思っておいてほしい」

　そう告げた途と端たん、フィフニスはどういう訳か急に慌あわてだした。

「そ、それは……つまりクロム殿。あなたは、妹と……」

「ん？」

「いや、そ、そうですか。しかし、それはどう皇家に報告すべきか……」

「何がだい？」

「いえですから、そういった行こう為いは貴族の身分でしか許されていないことであって……とはいえ、こんな山の中では確かに他の女性を探すのも難なん儀ぎするのかも……だからといって妹と……」

「あー。ストップ、ストップ。フィフニス、君はどうやら勘かん違ちがいをしているのではないかと思うのだが……」

「わ、私は勘違いなど……」

「ではこう言おう。僕たちは近きん親しん婚こんをしているわけではない」

「……………」

「大切な事なのでもう一度言うよ。僕たちは近親婚をしているわけではない」

「………………そう……ですか」

　確実に勘違いをしていたらしいフィフニスは、赤面した顔を俯うつむかせながら咳せき払ばらいをする。

「なら、最初からそう言えばいいじゃないですか。てっきり私は……」

　兄と妹でどうにかなってしまっている、とでも思ったのだろう。

　そんな彼女は、気を取り直すように背筋をピンとさせた。

「で、もう一つは何ですか、クロム殿」

「うん、そうだね。とりあえず、そのクロム殿、っていうのは止めてもらえるかな？　昔のままで構わないんで」

「………うっ」

　言葉に詰つまってしまうフィフニスに、クロムはほんの少しだけ笑った。




　夜が更ふけ、フィフニスとリュリュがぐっすりと眠ねむっているのを確認すると、クロムは徐おもむろに床とこを抜け表へと出た。

　雨になりそうだった空からは雲が晴れ、月が顔をのぞかせていた。

　そんな月明かりの下で、切り株に座った老人の背中を見つけ、クロムはその隣となりに立つ。

「先ほどは、フィフニスの事を教えていただいてありがとうございました」

「間に合ったかえ？」

　クロムが頷うなずくと、白い髭ひげを蓄たくわえた老人はふむふむと目を細める。

「そうかそうか。５人の里の者には申し訳ないが、一人でも助かったのなら、それはよかった。あまり山の中で望まれぬ血を流して欲ほしくないからの」

「そうですね」

　老人は尚なおも相そう好ごうを崩くずし笑った。

　この老人は５年前クロムが山に戻もどってすぐ、この岩屋の近くに現れるようになった。どこに住み、どんな生活をしているのか一いつ切さいが解わからない。ただこの老人は山の中の事を熟知していた。目が届かぬ程ほど遠くの事を解かいし、動物や人間、木々のひとつひとつに対し思いを馳はせる。そんな老人の仕草、姿勢、思想は人の理ことわりを越こえた存在である事を感じさせた。なによりこの老人の博はく識しきぶりには、クロムも舌を巻くところがあった。しかもそれは、自然の中に於おける異界の事であったり、精せい霊れいの事であったり、神々の事であったりと、人の世の理ことわりの外の事が多かった。

　当初クロムはこの老人が、南のスクルタビア連合国の山中に住む、山さん岳がく賢けん者じやのような者なのかと考えていた。だが、最近ではそうではないと思うようになっていた。彼がクロムに語って聞かせる話は、悟さとりを開いた者たちの人間哲てつ学がくとは、一線を画かくすものであったからだ。クロムはそんな老人にこれからの事を告つげる。

「明日、山を降ります」

「ほう、そうか」

　老人は別段驚いた様子もなく、ただぼんやりと遠くに目を向けている。

「どうやら、また戦せん禍かの兆きざしが出てきたようです」

　すると老人は真まっ直すぐに東の空に目を向けた。

「そのようじゃな。東に戦乱の種火に油を注そそぐ様子が見える」

　東にはリジア宗しゆう旨し国こつ家かがある。５年前の因いん縁ねんに決着をつけようということだろうか。

「西の果てでは無数の火の粉が風に舞まい、幾いくつもの種火が草原を駆かけておる」

　西の果てはラトルグ国である。大だい飢き饉きんの折に国内で幾いくつもの紛ふん争そうが起こり、絶えず内戦を繰くり返かえし、今もまた傾けい国こくの徒とからの防衛の渦か中ちゆうにある。

「南の山々では小こ粒つぶの国々が団結の意思を示しだした」

　南はスクルタビア連合国である。各諸しよ侯こうたちが治める小国同士が戦乱を繰り返し、未いまだ国としての形を成してはいないとも言えるかもしれない。

「綿津海わだつみの蒼そう海かいは未いまだ眠りを続けておる」

　海の中央にある島々を治めるのはクルモ民族。複雑な海流を見み極きわめ、あらゆる海戦に於おいて圧あつ倒とう的てきな強さを見せる民族である。

「この小さな世界に於おいて、その兆きざしは明確とも言える。おまえさんの仕つかえる主君は、乱世に立つべき者か？」

　クロムの脳のう裏りに、幼い姫ひめ君ぎみの姿が浮かんだ。

「それも含ふくめて確かめに行かねばならないと思っております。彼女が幼くとも、万ばん民みんを思う皇の器うつわを持った者であった事は確かです。５年の歳さい月げつをおいて、いま彼女がどうなっているのか。それを確かめ、そして必要ならば自分にでき得うる事を成さねばならぬと、そう思っております」

「なるほどのう」

「さて、そこで質問なのですが……」

「ふむ」

　クロムは弛し緩かんしたような雰ふん囲い気きを崩くずさなかった。だが空気はピタリと対流を止め、緊張感を孕はらんでいく。

「この世界にウツロが降り立ったことも、戦禍の火種が育っている事も、全ては神々の意思によるところなのでしょうか？」

　その質問に老人は少しだけ間を置いて答える。

「そうとも言えるし、そうではないとも言える。神が出来ることは道を指し示すことのみ。それ故ゆえに儂わしはそなたに神代の理ことわりを教えたのじゃ」

「僕も神々の意思には逆らえぬという事なのでしょうね」

「そう言ってくれるな、クロムよ。これは神々の浅せん慮りよによって翻ほん弄ろうされた世界を終わらせる、最後の戦いなのじゃ。故ゆえにその力を、この儂わしに貸してほしい」

「あなたにそこまで言わせるとは、配はい慮りよが足りませんでした」

　クロムの言葉に老人は首を横に振ふり、月を見上げた。

「この世界は、神々が支配しておる」

　各国が掲かかげる地ち霊れいの神々、絶対的な唯ゆい一いつ神しん、天と地をつかさどる神、そのどれもが国の行く末を見守り、また人々の心を支えている。

「しかしの、神というのは存外、何もできんのだ。何もできんから、おまえたち人間が戦わねばならん。それでも、おまえたちを支配してるのは、その何もできん神々なのだ」

　クロムは老人の言葉に、ただコクリと頷うなずくだけだった。

　この世界に於おいて、人々が神への信しん仰こうを糧かてとすることは常識的な事だった。しかしクロムは幼少期より育った環かん境きようが特とく殊しゆであったせいか、あまり強い信仰心を持ってはいない。彼自身、神の存在自体を信じていない訳ではなかった。ただそれは信仰という観念ではなく、いることは否定しない、という情報としてのそれであった。

「さてクロムよ……リュリュのことじゃが」

「………はい」

「あの子はしっかりと守ってやるんじゃぞ」

　そう言った老人の顔にはそれまでの温おん厚こうな色はない。

　クロムはそんな老人の真しん剣けんな様子に徐おもむろに頷うなずきかえした。

「はい………山神様」

　その言葉を聞き届けると、山神と呼ばれた老人は、そのままにこりと笑い、そして夜の空気の中に消えていった。




　夜が明けてクロムは、フィフニスとリュリュと共に山を下りることになった。クロムの装しよう束ぞくは軽装で、多くの荷物はない。必要最低限の食料や薬、衣服を背はい嚢のうに入れ、腰には二本の山やま刀がたな。そして革ベルトに括くくり付けられた一冊の書しよ籍せき。それのみである。

　ずいぶんと読み込まれボロボロになったその書籍に、フィフニスは見覚えがあったのか、ハッと目を落とした。

「あの、クロム。その本って……」

「ああ、君のおじいさんに貰もらったものだよ」

　カウフマンの蔵書の一つであり、書架の最も上の段に置かれていた書籍。おそらくフィフニスは未いまだに祖父カウフマンから、それがどんな書籍であるか教えてもらってはいないだろう。あの書しよ架かにある書籍はカウフマン氏がライフワークとして集めた希少本である。

　孫娘のフィフニスといえど、簡単に手を触ふれさせてもらえる物ではないはずだ。それ故ゆえにか、フィフニスは興きよう味み津しん々しんといった様子でクロムに質問を投げかけてきた。

「その本って、どんな内容なんですか？」

　想像通りの質問であったのだが、クロムはやや返答に窮きゆうする。

「う～ん……説明しづらいが、別段取り止めのない物語だよ」

「えっ、物語？　そうなんですか……てっきりおじい様の蔵書なので、軍事関係の専門書だと思っていたのですが……」

「いや、そうではないんだ。そうではないが……きっと、そういった専門書よりも大切な事が書かれていると言ってもいいかもしれない」

　クロムはベルトに括くくり付けられた書籍を軽く撫なでて小さく微ほほ笑えむ。

「この書籍があったから、つらい戦場だろうと、心が折れそうな戦いの後だろうと、僕は正気を保っていられたのだと思う」

「………そう、なんですか」

　実際に戦場などに書籍を持っていく兵士は意外にも多い。

　隣のリジア宗旨国家などは厳げん格かくな信仰を持っているので、唯一神リジェルの書の一説を書き写した物を兵士全員がお守りのように持っている。大きな戦せん闘とうや、長い行軍の合間に目にする活字の世界は、普ふ段だん目にするそれとは違った形で映る。疲つかれ傷ついた心を、物語は一いつ時ときでも癒いやしてくれる存在なのである。

　クロムはそういった意味で、幾いく度どもこの書籍に助けられた過去がある。

「あの、クロム………因ちなみに、それってどんな本なんですか？」

「ごめんなさい！」

　クロムは深々とフィフニスに向かって頭を下げきった。

「なんで謝あやまるんですかっ!?　しかもそんな丁寧に！」

「本当に、勘かん弁べんしてください、許してください、これ以上僕をいじめないでください」

「い、いじめてません！　どんな本なのか知りたいというだけで……」

「それを勘弁していただきたい！」

　年上であるクロムの勢いに押されたのか、たじろぐフィフニス。

　すると、そこへ荷造りを終えたリュリュが、ミントの茎くきを齧かじりながらやってくる。

「クロム、それ持ってくの？」

「……!?」

　リュリュの出現にビクリと反応してしまうクロム。流れ落ちる額ひたいの汗あせは拭ふかず平静な顔を作ってこの場を切り抜けようとする。だが、リュリュは何い時つになく口数が多かった。

「そうか。クロムは大事にしていたものね」

「あ、ああ……もちろんだ」

「でもリュリュにはわからない。どうしてそんな男女がくんずほぐれつ生せい殖しよく活動をする物語がそんなに大事なのか」

「………………………」

　ゆらりとフィフニスがクロムの背後に立った。

「…………クロム」

「なんだい、フィフニス？」

「それ………エッチな本ですか？」

「………………」

「…………エッチな本なんですね？」

　額ひたいに滲にじみ出でる汗も拭かず、露ろ呈ていしそうになる戸と惑まどいも押し殺し、クロムは冷静にフィフニスに向き直る。

「これはあくまで、文学的に成熟された散さん文ぶんで書かれており、一方で叙じよ事じ詩しとしての質もかなり高いものと言える。また多くの古典作品への敬意が込められた引用が秀しゆう逸いつに鏤ちりばめられ、静かに生きる人の営いとなみと、激情に身を焦こがす人間性を的確に、かつ端たん的てきに纏まとめられた傑けつ作さくと言える作品であって………」

「エッチな本なんですね！」

「エロ本ですが何か!?」

　開き直るしかなかった。追い詰められたクロムは、ためらいもなく力強い言葉を以もつて言い切った。

　フィフニスは大きなため息を吐つきながら頭を抱かかえ項うな垂だれた。

「………おじい様が私に読ませない訳です。まさかそんな本だなんて。しかもクロム、私の家にいたとき大おお真ま面じ目めな顔でそれ読んでたじゃないですか」

「ああ、もちろん僕は大真面目にこれを読み耽ふけっていた。それほどに魅み力りよく的てきな書しよ籍せきだ」

「てっきりクロムがあんな風に読んでるから、すごく難しい本だと思っていました」

「難しい本であることは確かだよ。読む年ねん齢れいによって、見えてくる風景が違って見える。あの頃は理解できなかった事も、今ならわかることもある。本当に名著だと僕は思うよ」

「でもリュリュちゃんにまで……そ、そんな淫いん靡びな本を読ませるなんて！」

「いや、リュリュが読んでしまったのはただの事故だ。故こ意いに読ませたわけではない」

「ちゃんと管理してください！　子供に読ませていい本じゃないです！」

「……ごもっとも」

「……しかもおじい様までそんな物を隠し持っていたなんて……」

　少なくとも孫には見られたくなかっただろうことは想像に難かたくない。

「……はぁ、まさかクロムがむっつりスケベだったなんて、思ってもみませんでした」

「いや、別に隠すつもりはなかったのだが、フィフニスの年齢を考こう慮りよに入れて自重していただけであって………」

「いいわけは無用です！」

　目を吊つり上あげるフィフニスを宥なだめ煽おだて話を逸そらす。そんな事をやっていたおかげで、出発の時刻はずいぶんと遅おそくなってしまった。




　フィフニスは山を降りながら幾度目かもわからなくなった溜ため息いきを吐つく。

「…………はぁ」

　それが意味するところは他でもなくクロムの事だ。５年前まで同じ屋根の下で暮らしてきた兄のような存在。そんな彼が祖父のカウフマンと共に戦場を駆け抜け、皇女と共に長きに渡って続いたリジア戦役に終止符を打った話を聞くたびに、彼への憧あこがれは増していった。ただそれが恋こい心ごころと呼ばれるような種類のものではないことはフィフニスが一番分かっていた。祖父と難しい話を対等に交かわし、戦場で功績を上げてくるクロム。フィフニスはそんな彼の背中にずっと羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けていたに過ぎない。

　しかし５年ぶりにクロムと再会し、一いち撃げきでその憧れは粉ふん砕さいされた。確かに自分が妄想を膨ふくらませ過すぎた、という側そく面めんもある。それでも、兄のようなクロム、英雄のクロム、そして淫いん靡びな本を後生大事に持っているクロムという幾いくつもの彼の印象が、フィフニスの中でどうしても一つになってくれない。そんな歯がゆい思いが胸の中に渦うず巻まく。

　そしてフィフニスは、そんな歯がゆさを言葉にして吐と露ろできるほど大人ではなかった。思いが言葉にならず、じれったさに身をよじる。

　そんな気持ちを抱えながらも、フィフニスはクロムとリュリュを連れて皇都シオニアへ帰き還かんする為ために、フルクロ港へとやってきた。

　フルクロ港は嘗かつてリジア宗旨国家の所しよ領りようであった城じよう壁へき都市だ。５年前の終戦の際にグラウスタンディア皇国が接せつ収しゆうした地域である。堅けん牢ろうな高い城壁に囲まれ、家々は砂さ泥でい造づくりと呼ばれるレンガに砂や泥を混ぜ合わせて造られた独特の住居が並ぶ。外壁が全て白く塗ぬられているせいか、どことなく清潔な印象のある街並みだ。

　この地域は旧リジア領であるため、唯一神リジェルを崇あがめている。本来であれば接収された土地は、占せん有ゆうした国の宗教に改宗されることが多い。しかし接収当時、フィフニスの祖父であるカウフマンが、

『宗教はそのまま文化に直結しております。文化そのものを破は壊かいすれば、即すなわち反乱の火種にもなりましょう。ここは嘗かつてからのリジェル教を自由に信仰させることが、追おい々おい我らにとっても利を成すことになりまする』

　と進言したことで、今もグラウスタンディア皇国とは全く違う文化を形成している。

　現在グラウスタンディア領となっても、未いまだ反発などが少ないのは、この政策に於おけるところが大きい。このフルクロ港から船で紅海を西へ渡ると、グラウスタンディア皇都シオニアがある。距きよ離りはかなりあるのだが、内海を反時計回りに流れる海流に乗れば３日程ほどで到とう着ちやくすることが出来る。

　そんなフルクロ港に到着し、領主官かん邸ていにて命を落とした兵の遺い髪はつと階級章を渡した。領主は信仰に沿そって対処したこちらに深く礼を述のべ、丁てい重ちように軍ぐん葬そうをすることを約束してくれたのだった。

　それからフィフニスたちは港へと赴おもむき、商用船への同乗の許可を取り付ける。次の日に発たつという小型の商用船に乗せてもらう事となり、その日は宿を取った。

　そうして日が明け、小型商用船に乗り込んだのだ。だが本来荷物を運うん搬ぱんする事を目的とした船であった為ため、三人の居場所は用意されていなかった。結構な額がくの金銭を支し払はらったにも拘かかわらず、船底にある荷物置き場の片かた隅すみを宛あてがわれたのだ。要するに荷物扱あつかいである。

「これは不当です」

　フィフニスはプリプリしながら、この扱いに眉まゆをひそめた。とはいえ現在の状じよう況きようで、フルクロ港と皇都を繋つなぐ旅りよ客かく船せんのようなものは存在しない。

　基本的に商船か、貴族たちの船くらいのものである。

　その為ためフィフニスたち以外にも、商人らしい男とその護ご衛えいらしい男が先に乗船していた。

「やあ、あなた方も乗のり合あいですか？」

　温和な笑え顔がおを向ける初老の男性は、大切そうに大きな木箱を抱えて船底に腰を下ろしていた。その隣に座る護衛の男は、まだ元服して幾いく何ばくもしない程ほどに若い青年である。すると腰を掛かけたクロムが、その商人に興味なさ気に声をかける。

「ラトルグ国からの帰りですか？」

　西の大国――ラトルグ国。かの国は国土が広いだけでなく、多くの大河を擁ようし、切り立った山々からは鉄を産出し、一大国家を作り上げている。その歴史たるや古く、故ゆえに強国であり続けた国家である。

　商人は驚おどろいたような顔をした。

「わかりますか？」

「ええ、その木箱、ラトルグにしか自生しない銀杏いちようの樹きで作ってある」

「ははは。目が利ききますな。そうなんです。ラトルグ国で大きな商談がありましてな、かなり長い滞たい在ざいでしたが、無事に帰ってこられました」

「しかしどうしてまた近い陸路ではなく、遠回りの海路で？」

　そう、海流が大陸の内海を反時計回りに回っているものの、陸路でラトルグ国からグラウスタンディア皇国へ回ったほうがどう考えても早い。

「いやあ、陸路はいけません。今、ラトルグの国は中原の都はまだ安全でも、北の平原には騎き馬ば民みん族ぞくたちが待ち構えている。昔だったら話を聞く連中でしたが、この異常気象があってからのご時世では、あの平原を陸路で越えるキャラバンはおりませんよ」

「……そうですか」

　世界を回る商人の話は重要なことが多い。その地域で見聞きした情報は、そのままでも資産価値があるほどである。

　そうこうしているうちに船がゴトンと一回大きく揺ゆれた。出港したのだろう。

　出港してからはやることもなく、フィフニスは膝ひざを抱える。ふとクロムとリュリュに目を移すと、二人は積まれた荷物に身体を寄りかからせ読書をしていた。フィフニスはたまにクロムの方をチラッと見ては、またぼんやりとして時間を潰つぶす。リュリュは、港でクロムに買ってもらった簡かん易い式しきの年代記を読んでいる。古書ではあったが、決して安い買い物ではない。だがクロムは嘗かつての退たい役えき金を叩はたいて彼かの女じよに書籍を買かい与あたえているのだそうだ。

　彼女はずっと本を読みながら、フルクロ名物の焼き菓子を食べている。そしてわからないところがあると、すぐクロムに質問をし、そして彼はそれに返答する。出港してからずっとその繰り返しであった。

「ねえねえ、クロム」

「なんだい？」

「人間は戦争をし過すぎだと思う。どうしてこうも争いを好むの？」

「戦いくさを好んでいる民族もあるけれど、大きな枠わくで考えれば好まれて戦争が起こることはそう多くはない」

「でも現に起こっている。なぜ？」

「歴史上で戦争が起きる原理は基本的に飢き饉きんがきっかけとなることが多い」

「どうして飢饉が起きると戦争になるの？」

「それは食べ物がなくなると、人口のほとんどを占しめる農耕民が食べることが出来なくなる。その為ため、農耕民による反乱が頻ひん発ぱつするようになる。その頻発した反乱を治めるために、各地を治める諸しよ侯こうは武力を整備する。農民も武装を更さらに強化する。この繰り返しで、農耕民を抑おさえながら、武力を蓄たくわえることが出来た諸侯が力をつける。そういった諸侯が増え始めると、中心となる王家に発言力がなくなり、新たな権力を手に入れるため、国家を覆くつがえす動きに転化していく」

「なるほど………でも、豊かな時代にも戦争が起きている」

「それは諸しよ侯こうや国家の戦争じゃない。いわば略りやく奪だつ戦争だ」

「ふむん？」

「兵士たちを多く抱えれば、褒ほう美びを出ださねばならない。褒美はどこから持ってくるか。それを自国とは関係ない他国に求め、侵しん略りやくと略奪によって生計を成り立たせる民族もある。そういった場合は、他国を侵略しても、その後の統とう治ちはせずに、そのまま立ち去る場合が多い」

「なるほど、なるほど。う～ん、好きでやってるのではないのか……」

「いろいろな状況があるから一いち概がいには言えないけどね」

「人間とはわからぬものだな」

　そんなリュリュの物言いに、フィフニスは首を傾かしげた。人間を客観視したような彼女の発言が気になったのだ。初めて会った時も思ったが、このリュリュという少女からは、どこか浮うき世よ離ばなれしているような印象を受けていた。世間の常識に疎うといような事を言ったかと思えば、クロムとあのように難しい問答をしてみせたりもする。

　山の民だから文化が違う、と言ってしまえばそれまでだが、どうもフィフニスの知る山の民とは明らかに違う。勿もち論ろんフィフニスの知る山の民は、先日自分を亡なき者ものにしようとしていたあの男たちと、そしてクロムだけなのだが。

　そんなことを考えながら、繰り返されるクロムとリュリュの会話に耳を傾かたむける。クロムの隣で質問をするリュリュの姿に、ふとフィフニスは幼い日の自分が重かさなってしまう。

　あの頃ころの自分は、とても今のリュリュのように彼と接せつすることは出来なかった。あんな風に自分もクロムに寄より添そって、いろんな話を聞いてみたかった。でも、そんな勇気を持ち合わせてはいなかった。いつも遠くから、祖父と話す彼の背中を見つめることしか出来なかった。

　だからだろうか。フィフニスは二人のやり取りを目で追っては、その度たびに切せつないような、羨うらやましいような気持ちになってしまうのだった。

　そんな一夜目のこと。突とつ然ぜん、船が大きく横に揺れたかと思うと、同時に甲かん板ぱんの方が騒さわがしくなった。その衝しよう撃げきで目を覚ましたフィフニスにも、波が荒あれているわけではないということはすぐに分かった。飛び起き息をひそめ周りに目を移す。すると近くにいたリュリュがぼんやりと天てん井じようの方を眺ながめていた。部屋の隅すみの方では乗り合わせの商人がその場で縮ちぢこまり震ふるえている。状況を判断しようと、船底で全員が息を殺した。すると甲かん板ぱんの方から無数の駆け回まわるような足音と怒ど声せいが聞こえてきた。

　何が起こっているか察したフィフニスは思わずクロムへと目を向けた。

「もしかして、海かい賊ぞくですか？」

　するとクロムも小さく頷うなずいて返した。

「……おそらく。この辺を本ほん拠きよ地ちにしている奴やつらのようだ。手て際ぎわが良すぎる。さっきの船への衝撃は船首をこの船にぶつけた衝撃だろう。そこから船に乗り移るまでの時間が短い。かなり統とう率そつが取れた集団だ」

　冷静に相手の状況を分ぶん析せきするクロム。フィフニスは急いで剣けんを携たずさえる。

「海賊の横おう暴ぼうをグラウスタンディア騎き士しが黙だまって見ていることは出来ません！」

　そう言って飛び出そうとしたフィフニスの腕うでをクロムが掴つかみ引き戻した。

「行っちゃダメだ」

「でも、このままじゃ……！」

　確実に死人が出ることになる。いや海賊の手口からすれば皆みな殺ごろしだろう。

　一いつ介かいの騎士であるフィフニスにとって、そんな横暴を見過ごすことなど決してできなかった。しかしクロムはそんなフィフニスに行くなと手で制してくる。

「待つんだフィフニス、帯剣は置いていこう」

「何を言っているんですか!?　クロムはこの状況をわかっているでしょ？　戦わなければ殺されちゃいますよ！」

「その逆だよ。戦えば殺される。さっきの足音の数だと、上に踏み込んできた海賊は50人以上いるはず。対してこの船に乗っている船員はその半分にも満たない。しかもフィフニスのように剣の経験がある者がどれくらい居るかだってわからない。それでは負ける」

「でも………！」

　その先をフィフニスは口にすることが出来なかった。クロムの言う通りなのだ。無む作さく為いに武器を持って飛び出していき、多勢と切り結んで勝てるほどの技量をフィフニスは持ち合わせていない。

「負けることがわかってて戦うのは勇気ではない。戦いは負けてはならないんだ」

「……………」

　クロムの判断にフィフニスは悔くやしさのあまり口を噤つぐんだ。その通りだったからだ。

「いいかい、フィフニス、それにリュリュ……それからそこの商人のひとたち。みんな武器を置いて僕ぼくについてきて下さい。とりあえず勝ちはしないけど、負けない戦をします」

　すると商人が慌ててクロムを制止しようとする。

「君、それじゃ死にに行くようなもんじゃないか」

　しかしクロムの方は自信のあるような顔で薄うすく笑った。
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「いいえ、何もしなければ殺されます。このままここで死ぬのを待つのと、策を弄ろうし生存への可能性を探さぐるのは全く別物ですよ」

　確信めいたクロムの態度に、商人は口を噤つぐんだ。

　それはフィフニスをはじめその場にいる全員も同じであった。

　そして皆みな何もいわず、クロムの言う通りにその場に武器を置く。そして後に付き従したがい甲板へと登った。

　甲板では既すでに多くの血が流れ、船員や金で雇やとわれた傭よう兵へいたちの死体がゴロゴロと転がっていた。その中に降り立ち、クロムは大声を上げた。

「そちらの船の船長はいますか!?」

　クロムの大だい音おん声じように一いつ瞬しゆん、小さな商用船の甲板には静けさが訪おとずれた。よく通る俳優のような声もそうだが、彼かれらを静めたのはクロムの言葉の選せん択たくによるところが大きい。相手を『海賊』と罵ば倒とうせず、一介の『船の船長』と言ったクロムの言葉の選び方が絶ぜつ妙みようだったのだ。

「商談を持ち掛けたい！　船長を含ふくめ、そちらの船で計算に強い者、賢かしこいと思う者がいれば名乗り出て欲しい！」

　海賊たちの自じ尊そん心しんをくすぐっているのだろう。おそらくクロムはこれを計算して言っているという事がフィフニスには理解できた。何な故ぜならそれを聞いた途と端たんに、海賊たちはお互たがい顔を見合わせて、どうすべきか思案するような会話をしだしたからだ。

　もしここでフィフニスが剣を持っていたりしたら、怪あやしまれてここまでうまくはいかなかっただろう。クロムに言われたとおり、船底に置いてきたおかげで相手に明確な敵対心を抱かせるには至いたらなかった。

　その事実にフィフニスは驚きを隠かくしながら、状況を見守った。

　すると海賊たちの中を掻かき分わけて、大おお柄がらな男が姿を現した。その貫かん禄ろくたるや堂に入っており、どう見てもこの一団を率ひきいる長の風格を兼かね備そなえていた。

「俺が船長のイジャ・バイオンだ。商談を持ち掛けてきたのは貴様か、小こ僧ぞう」

　その気け圧おされるかのような存在感にも、クロムは動じる様子もなく淡たん々たんと返す。

「はい、そうです」

「しかしなあ、小僧。まさかこの船をすべて明あけ渡わたすから命だけは、って言うんじゃねえだろうな？　こちとら、もう占せん領りようしたも同然だ。そんな下らんことで俺おれに時間を取らせたのなら、拷ごう問もんで縊くびり殺してやるぞ」

「勿もち論ろん、そんな小さな商談だったら、僕はさっさとあなた方に殺されても文句は言えない。しかしながら、もしこの商談に乗ってくだされば、この船の５倍の大きさの大船を40艘そうは買えるだけの金があなたに転がり込むことでしょう」

　平然とそういうクロムに、船長イジャは一瞬ポカンとすると、続けて大声で笑い出した。

「何を言い出すかと思えば、貴様、頭でもおかしいのかぁ？　そんな額がくの金をどうやっておまえは手に入れてくる？　そんじょそこらの貴族でもそんなこと敵かなわんわ！　ふん、下らん戯たわ言ごとにつきあわせおって！」

　するとクロムはつまらなそうな顔をして頭を掻かいた。

「参ったなぁ、バカしかいなかったのか………」

　明らかにこれは演技をしているのだと、フィフニスにはわかった。何しろクロムの落らく胆たんした様子は、わざとらしすぎるほどにあざとかったからだ。憎にくたらしい顔を作り、べとつくような語調で発せられた言葉は、とても同一人物であるとは思えない程ほど。しかしクロムの事をよく知らないイジャは、その言葉に反応し顔を歪ゆがめる。

「………なんだと？」

　通常であれば先ほどのクロムの言いぐさに、激げき昂こうしていてもおかしくない。しかしその直前に、人を縊くびり殺そうと血気に逸はやったイジャにとっては、逆に冷や水を当てられたような感覚になったのだろう。

「おい、小僧。貴様、俺に向かってバカと言ったか？」

　イジャは額に血管を浮うかべながらも、疑ぎ問もん符ふを投げかけてきた。クロムはそんなイジャに対し、溜ため息いきを吐きながらふてぶてしい態度を取る。

「ああ、言ったよ。バカだと。それともあれかな？　もしかして自分のこと頭いいとでも思ってた？　ちょっとそれって、一番恥はずかしい勘違いじゃない？」

　クロムのその人を小ばかにしたセリフは、再びイジャの頭へと血を上らせてゆく。怒おこらせたり静めたり、その全すべてがクロムの手の上で、口先ひとつで動いていた。

　クロムの術中にイジャは完全に嵌はまり込んでいたのだ。

　後ろで固かた唾ずを呑のんで見守るフィフニスたちのように、こうして客観として見ていなければ、当事者であるイジャなどは決して気づけない。

　現にイジャは額ひたいに血管を浮かべ、小刻みに震えながら目を血走らせている。

「おい、小僧！　てめえは自分がいったいどういう立場に立っているのかわかってねえようだなあ！」

「わかってないのはあなたでしょう。僕を殺した時点で、大船40艘そうが消える」

「……なっ!?」

「さすがだね、その剣けん一ひと振ふりで40艘そうの船を沈しずめるんだ。大した腕うで前まえだよ船長さん」

「………くっ」

　散々クロムに感情をかき乱されたイジャの顔に、今度は困こん惑わくの色が浮かんでいた。混乱しはじめたのだ。この男が本当にそんなでかい商談を持ち掛けているのかどうかを。

　ここまでの全ての流れがクロムの作戦なのだろうか？

　フィフニスは信じられないものを見ている心境だった。実際に相手がまっとうにクロムの話を聞く状態となっている。しかもこちらが優勢な形でだ。

「おい、小僧。大船40艘そうといえば、国家予算並みの金だ。そんな金……」

「よかった。やっぱりあなたは頭がいい。そうなんだ、大船40艘は国家予算並みの金額。これがわかれば、残りもわかったも同然」

「どういうことだ？」

　船長イジャだけでなくその場にいた者全員がクロムの話に聞き入っている。

「その金を脅おどし取る相手は、グラウスタンディア皇国なんだから」

「「「「な、なにぃ!!」」」」

　海賊、商人、そしてフィフニスまでもが大声を上げた。クロムはその反応を聞きながら、うんうんと納なつ得とくしたように頷く。

「おい小僧。まて、どういうことだ！　グラウスタンディア相手に、何しようってんだ！」

「いやいや、ですから脅おどし取るって言ったじゃないですか」

「だからどうやって!?」

「そこに、おじさんと青年がいますよね」

　クロムに指を差された人間がハッとした。それはフィフニスたちと共に乗り合わせた商人と護衛の二人であった。

「あの二人ね、商人じゃなくて皇国の外交官とラトルグ国の要人なんですよ」

「なんだって!?」

「だから外交官ですって。わかります？　国同士の国交を図はかる大使。結構重要な地位ですよ。そんな外交官が、ラトルグ国から何やら重要な書類を任せられて帰国途と中ちゆうだったらしいんです。う～ん、やっぱあれかな。ちょ～重要書類かな。国使船を使わずに隠おん密みつ裏りにこうやって動いてたってことは」

　彼が本当に外交官だとすれば、他国にその動きがバレないよう隠密裏に密書をグラウスタンディアに運び込もうとしていたということになる。

「つまり、この人とその密書を人ひと質じちにグラウスタンディアから金を巻き上げるんです」

　とんでもないことを言い出したクロムに、後ろで聞いていたフィフニスは血の気の失うせる思いだった。そして、ちょうどその時である。海賊イジャの横からよく似た顔の男が現れた。

「兄さん、待ってください。話が出来すぎですよ」

「………ダグラス」

　どうやら弟らしい。兄弟の海賊ということだろうか。

「たとえ、その小僧が言うことが真実だとしても、どうやって金を受け取るんです？　その場で引き渡しですか？　だったら、俺たちは人質を返した瞬しゆん間かんに、騎き士し団だんどもに切り捨てられます。そもそも人質っていうやり方は効率的じゃない。こいつが言ってるのは、罠わなですよ。ああ言って、我々をグラウスタンディアまで連れて行って、捕とらえようって腹なんです」

　ダグラスがスラスラ言う言葉に耳を傾かたむけていたクロムは、そこでへらへらっと笑った。

「だから、僕を殺しちゃいけないって言ったでしょ」

「なに？」

「わからないですか？　あなた……えっと、ダグラスさん？　ずいぶん頭いいような発言だったけど、どうやら実際はそこまでだったかな？」

「貴様、言わせておけば……」

「はいはい、了りよう解かい、了解。やっぱり頭に血が上りやすいのね、さすが兄弟。わかりました。いやさ、だから僕が仲立ちになるってことを言いたかったの」

　その言葉に、ダグラスもイジャもがぜん興味を持った顔になった。

「どういうことだ？」

「どうやって金を受け取る？」

「それは、まだ言えません」

「「なあにいぃ!?」」

　兄弟の声がハモッた。明らかに怒いかりの表情を浮かべ、弟ダグラスがイジャに進言する。

「兄さん、こいつのはただのガセです。そうやって俺たちを釣つろうって腹なんだ」

「あ～あ～、いいよダグラス君。好きなだけ言えば。ただよ～く考えなよ。僕だって最後の隠し玉は話せないよ。だって話せば僕がいらなくなるだけなんだから。僕たちはただ生きて帰国したいの。だから勿もち論ろん隠し玉をあなた方には教えない。でも、確実にグラウスタンディアから大金を巻き上げ、無事に逃にげられる方法がある。それは君たちが一番よくわかっているんじゃないかい？」

「………貴様、それはどういう意味だ？」

「だって僕は、これだけ恐おそろしい海賊団を前にして、そんなあなた方をここまで翻ほん弄ろうできる人間だ。皇国みたいな御お役やく所しよ仕事の奴らくらい、簡単に騙だましてみせるさ」

　自信満々、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで言い放ったクロムを前に、船上が静まり返った。

　全員が船長であるイジャ・バイオンの判断に固かた唾ずをのんだ。

　すると傍かたわらに立っていた弟ダグラスが、兄イジャに目配せをしながら、

「………少し気になることがあります」

「なんだ、ダグラス？」

　イジャに問われたダグラスは、クロムを一いち瞥べつし声を潜める。

「いえ……今は……」

　含ふくみのある言い方をするダグラス。イジャは何かを感じ取ったのか小さく頷うなずき返した。

「そうか。わかった。こいつらを捕ほ虜りよにする、アジトへ連れて行け」

　するとそこへクロムが得意げに口を挟はさむ。

「ああ、そうだ。僕らをアジトに連れてかないほうがいいよ。だって僕ら生きて帰るつもりだから、そっちのアジトのこと知ってたらまずいでしょ。あくまで僕はあなた方に優位に事を進めるつもりなので、その辺をお忘れなく」

　クロムの発言に一理あると感じたのか、イジャは憎にく々にくしげな表情を浮かべ「いいだろう」と返した。

「それからもう一つ。このおじさんの密書は絶対読まないように」

「何な故ぜだ？」

「だって密書って秘密の書って書くんだよ。秘密をみんなが知ったら秘密じゃなくなるじゃないですか。そしてこのおじさんの価値も密書の価値も全部下がる。密書は秘密だから価値がある。最悪の場合、口止めに海賊の皆さんは勿もち論ろん、僕ら全員も殺せって話になる。だから、一いつ切さい手を出さないほうがいい。国家の秘密を知るってそういうこと。煩わずらわしいのが嫌いやだったら辞やめておくことをお勧すすめする」

　大抵の場合、密書に目を通す行こう為いは、ただの海賊たちにとっては利益がないと考えていいだろう。海賊という種類の人間は、国家にはケンカを売らない。労多くして利が少ないからだ。余計なゴタゴタを抱え込んで目を付けられる方が危あやうい場合がある。

「わかった、言うとおりにしておこう」

「それがいいです」

「よし、とりあえず生きている者は全員、船底に突っ込め。武器は取り上げろ」

　そう言うと海賊たちはクロムたちと商用船の船員たちを船底に突っ込み、上へと上がって行ってしまった。おそらくクロムの言っていた事をこれから話し合うのだろう。

　フィフニスは交こう渉しようを終えたクロムの背をふと見つめた。

　勝ちもしないが負けない戦いをする、と言った彼は本当に有言実行してしまった。彼は武器を持たずに出ていくことによって、あれ以上の被ひ害がいを止めたのだ。その姿はいつか祖父から聞いた、策を編あみ出し敵を翻ほん弄ろうするクロムの姿と重なったのだった。




　船底に戻もどったクロムは、状況の把は握あくと打開に思考をフル回転させた。

（さて……海賊の足並みを止めることには成功したが、ここからどうすべきか……）

　先ほどまでのコロコロ変わる表情から一変、顎あごに手を当て真しん剣けんな表情へと豹ひよ変うへんする。

　そんなクロムを、隣となりに座すわったフィフニスがジトッとした目で睨にらむ。

「クロム、あれはどういうことなのですか？」

　その様子にクロムは思し索さくを一時中断し顔を上げる。

「なにがだい？」

「密書と引き換えにグラウスタンディアから金を巻き上げるっていうことです」

「あー、それはね」

　そう言うとクロムはその場に腰こしを下ろし、頭を掻かく。

「とりあえず時間稼かせぎだよ。後のことは考えてない。どちらにしても、あいつらのアジトへ連れていかれたら脱だつ出しゆつも難しくなる。とりあえずはこの場で、しばらく放置されてる間に逃げる算段を立てようと思ったんだ」

　それを聞いてフィフニスは溜ため息いきを吐ついた。

「まあ、一時的ですけどあれ以上の死者は出さずに済みましたし、それについてはさすがです」

「お褒ほめに預かり光栄ですよ、フィフニスさん」

　茶ちや化かしたようにクロムがそう言うと、フィフニスは向き直る。

「でもどうするんですか？　武器も盗とられてしまいましたし、反はん旗きを翻ひるがえすにしても、これじゃ八はつ方ぽう塞ふさがりですよ」

　確かにそうなのだ。フィフニスの言う通り、普ふ通つうの方法での逃とう亡ぼうは難しい。海上という限られた状態。更にフィフニス、リュリュの他にも、生き残った船員全てを逃がすとなれば、かなりの困難が予想される。

（……方法が無いわけじゃないんだが……）

　そんなことを考えながらクロムは天てん井じようを見上げた。

　すると商人――グラウスタンディアの外交官がやって来て頭を下げた。

「先ほどの答弁、お見事でした」

「でもまだ助かったわけじゃないですよ」

　クロムはあっさりと彼の言葉を聞き流し、再び黙もつ考こうを始める。すると代わりにフィフニスが対応をしてくれた。

「私はグラウスタンディア皇国皇都軍所属の騎士フィフニス・マカオンです。先ほどは外交官のお方とは知らず失礼いたしました」

　すると外交官は少し顔を綻ほころばせ頷うなずいた。

「マカオン家の令嬢でありましたか。私はラトルグ国へ派は遣けんされておりました駐ちゆう在ざい大使リギンズ・ホーマンです。心細い思いでしたが、マカオン家の方に会えて少しばかり安心しました」

「まだご安心するのは早そう計けいです。一時的に彼が時間を稼かせいでくれたに過すぎませんので」

「そうですな。しかし彼は私のことをよく見み抜ぬきましたな」

「………確かに、そうですね」

　そう言ってこちらに視線を向ける二人を無視しきれず、仕方なくクロムは、

「なんだい？」

　と顔を向ける。そこへすかさずフィフニスが質問を投げかけてきた。

「どうしてこの方たちの事がわかったんですか？」

　クロムは一息つきながら、手早く説明を始めた。

「簡単だよ。そもそも、先ほどの銀杏いちようの樹きの箱があったろ。銀杏の樹は木材としては高級な素材。そういう素材で箱を作るのは、よほどの富ふ豪ごうか王族くらいしかいない」

　それを聞いたリギンズはコクコクと頷うなずいた。

「まあそれだけだったら、ただの大商人という事でいいでしょう。しかしその護ご衛えいのラトルグ人の方は、護衛というには少々おかしい点が多いんですよ」

　するとそれまで無言だったラトルグ人がクロムを眇すがめ見る。

「ほう、どこがおかしいというのですか？」

「まずその手のタコは剣ダコではありません。外側に波立つようなタコは、鍬くわなどの農具を扱った時に出来るタコです」

　コウソンは微び動どうだにせず、ただ無言でクロムに鋭するどい視線を向けていた。

「そのタコも今は随ずい分ぶんと薄くなっている。鍬くわを持たなくなって何年かしてますね」

「しかしそれでは私が護衛ではない可能性がある、と証明したに過ぎない」

「そうですね。しかしあなたは僕らと会った時、腰に差した剣の鍔つばと鞘さやを同時に握にぎっていました。何者か判わからない人間が入ってきたのに、自分は剣を抜ぬかない、というラトルグ式の意思表示をしたんです。護衛であるなら、いつでも抜ばつ刀とうできるようにしておかなければ役に立ちません。知らない者が入ってきた時などは特にです。因ちなみに、その鍔つばと鞘さやを握ることで抜刀しない、という意思表示の仕方は、ラトルグではかなり古い部類の礼儀作法です。現在ではその作法は形けい骸がい化かし、今でもそれをやっているのは格式を重んじる中ちゆう原げんの都みやこの宮きゆう殿でん内ないくらいでしょう」

　そこまで言われれば、もう彼に言いい逃のがれなど出来ようはずもなかった。彼は観念したようにその場に膝ひざをつきクロムに頭こうべを垂たれる。

「御お見みそれした。見事な見識。自分の思し慮りよの足らなさを痛感いたしました。私はラトルグ国遣けん使しコウソン。でき得るならばあなたの名をお教えください」

　コウソンと名乗った青年はうやうやしくそう言う。しかしクロムはそれを遮さえぎるように、意識をコウソンから船の甲板の上へと向けた。

「それはここから無事に脱出してからにしましょう。稼かせいだ時間ですが、あちらもいつまでも待ってくれるとは思えません」

　するとそこへリュリュがやって来てクロムの袖そでを引っ張った。

「ねえねえクロム」

「なんだい？」

「それならリュリュの力を使ってもいいよ」

　その場にいる者全員が、頭に疑問が浮かんだような顔で首を傾かしげる。

　クロムは慌あわてずにリュリュの頭を軽く押さえると、

「むぅ……」

　と彼女は目を細め肩かたを竦すくめる。

「それはダメだ。リュリュはまだ自分のことをしっかり理解していない」

「でもリュリュにとって、クロムさえ死ななければ別段問題はない」

「僕は人死にがでる、ということを問題に感じているよ」

「ふむん、意見の相そう違いだね」

「意見の相違だな」

「わかった、じゃあ我が慢まんする」

「そうしてくれるとありがたい」

　そんなリュリュとクロムの会話の意味を、周りは理解できていないだろう。むしろ理解されてしまうと大変困った事になる。クロムは少し考えながら顎あごを少し摩さすると、

「……いや、もしかしたらやりようによっては」

　と思わず小さく呟つぶやいた。その時、突とつ如じよ船底の扉とびらが勢いよく開け放たれた。

「おい、さっきの小僧はいるか？」

　海賊の一人が狭せまい船底に押おし込められたフィフニスや船員たちに、探るような視線を投げかけた。そこでクロムは進んで立ち上がる。

「僕でよろしいですか」

「そうだ、おまえだ。船長が呼んでる。来い」

「わかりました。リュリュ、君はここでフィフニスと一いつ緒しよに大人しくしているんだ。いいね」

「………うん、わかった」

　やや不服そうな顔をするリュリュ。しかし彼女を危険に晒さらすわけにはいかない。

　そう思いながらクロムは海賊の後を追って歩き始めた。扉の所まで来たところで、クロムは一度振ふり返かえり、フィフニスに念を押すように、

「とりあえず迎むかえに来るまでここを出ないように」

　と言うと船底を出た。そのまま甲板まで連れてこられる。そこには腕を組んだイジャ・バイオンの姿があった。先ほどまでの冷静さを欠いた様子は微み塵じんもない。落ち着きを取り戻し、真まっ直すぐにクロムを見み据すえている。

「小僧、まず聞いておかなければならないことがある」

「はい、なんでしょう」

　返答するクロムをギロッと睨にらみ付つけ、重い声こわ色いろを放つ。

「貴様の名前を教えろ」

　その質問に、クロムは一いつ瞬しゆん詰つまった。どうすべきか迷った。それは時間にすれば一秒もなかった。しかしイジャは、そのほんの僅わずかに開いた躊ちゆ躇うちよの間を見み逃のがしてはくれなかったようだ。彼は何か確信めいたものを感じ取ったかのようにニヤリと笑う。

「小僧、こんな話を知っているか？　９年間にわたるリジア戦せん役えきの折り、グラウスタンディアに天才軍師と呼ばれる男がいた。その男の名はカウフマン・マカオンという。このジジイの弄ろうする策は、敵国であったリジア宗しゆう旨し国家すら舌を巻く巧たくみな物であった。数の上では圧あつ倒とう的てきな不利にあるグラウスタンディアが、リジアと対等に渡り合う程ほどのものだったのだからな。しかしこのカウフマン、ある時を境に二人になったとリジアで噂うわさされた事がある」

「………………」

「遠く離はなれたそれぞれの戦場に、カウフマンレベルの策を弄ろうする者がもう一人現れた。それを境にリジアが急激に押され始めたのだ。嘗かつて俺も弟もリジアに従軍していたことがあってな。その時に諜ちよう報ほう部ぶの人間が仕入れた情報だと、カウフマンには弟で子しがいたんだそうだ。その弟子は、カウフマンが作る策を的確に読み取り、まったく別の戦場で縦じゆう横おう無む尽じんに策を練ったそうだ。そいつの名をなんといったか、おまえは知っているか？」

「……さあ、知りませんね」

「クロム・ジャレットという山の民たみだそうだ」

「…………」

「しかもクロムというのは終戦の５年前の時点で16の成人したての年ねん齢れいだったらしい。今ならちょうど、おまえくらいの年齢だな」

　そう言って睨にらみつけてくるイジャに、クロムは笑って返す。

「しかしそれは、うがった見方というものでしょう。そのクロムとか言う男と同じ年齢の人間なら、僕以外にもまだ世の中に腐くさるほどいます」

「ああ、確かにそうだ。おまえくらいの年齢の人間はこの世にいくらでもいる。しかしこういった武器を持っている輩やからとなると、かなり限られてくる」

　そう言ってイジャがその場に転がしたのは、先ほど海賊たちに取り上げられたクロムの武器、二本の山刀である。

　するとそれまで傍かたわらに立っていた弟のダグラス・バイオンが前に一歩出た。

「クロム・ジャレットは山刀の二刀流だったらしい。実際、それを目にしたリジア兵もその当時多くいたそうだ。因ちなみにおまえが持っていたこの二本の山刀、柄つかにグラウスタンディア皇家の刻こく印いんがあった。どうやら皇家の誰だれかから下か賜しされた物のようだな。そんな大層な物を戴いただけるおまえはいったい何者か……と我々は考えたのだ」

　嘗かつて従軍していたというこの二人は想像以上に、当時の状じよう況きように詳くわしかった。そして何より、自分がそこまで有名になっていたとは、と複雑な気持ちにもなった。

（これはもう、腹をくくらねばならないかな……）

　クロムはそう考えながら周りとの距離関係をそっと横目で測はかる。拘こう束そくされていないとはいえ、ここからイジャの目の前にある山刀を取るには遠すぎる。飛び出したところで、イジャかその周りの者に斬きり伏ふせられるだろう。

　では後方を固める海賊から剣を奪うばって応戦するか。

　それも最終的に、数の利でクロムが袋ふくろ叩だたきになることは明白だ。

（だとすれば、やはりあれしかないのだろうな）

　覚かく悟ごを固めたクロムは、イジャだけでなくその場にいる者、全員に向けて言葉を放った。

「そうですよ、あなた方のお考え通り、僕がクロム・ジャレットです」

　瞬間、その場に一いつ斉せいに殺気が満ちた。しかも殺気の種類が明らかに普通ではない。憎しみに満ちたような視線を海賊たちはクロムに向けているのだ。

（……なるほど……全員退役軍人か）

　殺気が満みち溢あふれた事と、海賊たちの年とし恰かつ好こうから推すい察さつするに、どうやら皆リジア戦役で従軍した経験のある者たちだと察しが付く。そこで散々自分たちに煮にえ湯ゆを飲ませた張本人が名乗り出たことで、ここまでの殺気を放っているのだ。

　しかしクロムにとって、これは好都合と言えた。どうすべきかを判断すると同時に、クロムはその場にいる海賊たちに声を張り上げた。

「皆さん、憶おぼえていらっしゃいますか、リジア戦役を。いつまでも終わる事なく続けられる戦。戦場には食料が足りなくなり、兵たちですら飢うえで死ぬ有あり様さま。更さらに無む謀ぼうとも言えるリジア軍の突とつ貫かん攻こう撃げきは矢の嵐あらしに倒たおれ、剣で斬きり割さかれる泥どろ沼ぬまの戦場――」

「やめろぉっ！」

　咄とつ嗟さに大音声をあげたのはイジャだった。しかしその瞬間をクロムは待っていた。

　イジャの大声が響き渡ったと同時に、クロムはバンッとその場に勢いよく両手を付く。その瞬間、その場に魔ま法ほう陣じんが展開され、更さらに霧きりが立ち込めていく。海賊たちの動きが僅わずかに遅おくれた。だが僅わずかに遅れてくれればそれで十分。あっという間に辺りを霧が包つつみ込んでいくと同時に、その場の風景が一気に変容した。

　なんとそこは、第一次リジア戦役の海上戦の風景へと変わっていたのだ。

　海賊たちの目に映るのは、方々に停てい泊はくしたリジア船団。そのどれもが火を噴ふき、炎えん上じようしている。そしてその船団に向かい飛とび交かう矢の嵐。更さらにそんな海賊たちに、次々に船に飛び乗ってきたグラウスタンディア兵が刃やいばを向ける。グラウスタンディアが弄ろうする奇き策さくに、船は沈み、叫きよう喚かんと怒声が響き渡り、船の崩くずれ落おちる音がそれを掻かき消けしていく。

　更さらには従軍していた海賊たちにとって、決して忘れることのできない空腹による虚きよ脱だつ感かんが襲おそいかかる。後方支援を絶たれ、いつまで待っても満たされない空腹。疲ひ弊へいしきったあの感覚が身体と心を蝕むしばんでいく。

　しかしそれは全てクロムが、霧きりと共に彼らに見せた幻げん術じゆつ。

　ただの幻まぼろし。

　山の暮らしの中で手に入れた、クロムの特殊な技能によるものだった。

　さらに言えば、これは先ほどクロムに向けられた殺気をそのまま利用させてもらうことで生み出した幻だった。リジア戦役での記き憶おくによって生まれる憎しみ。それに輪をかけて具体的な事じ象しようを交えて語ることで、彼らの苦い記憶をより明確化させ、その後に幻術を発動させたのだ。彼らが思い浮かべたその全てが、憎ぞう悪おを向けるほどの戦が、皮肉にも目の前に展開されたのである。

　瞬またたく間まにその場は阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれた。逃げ惑まどう海賊たちは、海へ飛び込んだり、その場で気を失ったり、それを助け起こしたりと様々である。この隙すきを突ついて、クロムはイジャの前にあった二本の山やま刀がたなを奪う。が、その瞬間、真上から曲きよく刀とうがクロム目がけて振ふり下おろされた。間かん一いつ髪ぱつのところで、クロムの抜き放った山刀がそれを受け止める。

「貴様……面めん妖ような真ま似ねをしてくれるでは……ないかっ！」

　曲刀をクロムに放ったのは、幻に包まれながらもギリギリのところで正気を保ったイジャ・バイオンであった。幻術は人の意思の弱さに付け込み、幻を見せるという術式。それ故ゆえに、意思の強い人間には効果を発揮しきれない、という事がある。

（中々の胆たん力りよくだ）

　クロムは曲刀を受け流しながら、体勢を立て直す。が、さらに思わぬ方向からも別の曲刀がクロムを狙ねらって斬り下げられた。咄とつ嗟さにかわすクロムの視線の先には、イジャの弟ダグラスが兄と同じく必死で正気を保たもちながら、こちらを睨にらみつけていた。

　二方から繰くり出だされる斬ざん撃げきを、クロムはその山刀で受け止める。ぶつかり合う金属が激しく火花を散らした。




　フィフニスは天てん井じようを見上げた。

　静せい寂じやくに包まれていた船底が俄にわかに騒さわがしくなったからだ。しかし船底に閉じ込められていた者たちが騒ぎ出したのではない。甲かん板ぱんの上で大勢の人々が走ったり喚わめき散らしたりしているのがここまで聞こえて来たのだ。フィフニスは心配のあまり立ち上がる。

「上で何が……」

　しかしどんなにフィフニスが心配をしても、鍵かぎがかけられたこの場所からは動くことが出来ない。そんな口くち惜おしさを感じていると、傍かたわらにいたリュリュがハッとしたように突とつ然ぜんドアに向かって走り出した。そして鍵がかかったドアを必死で開けようとする。

「ど、どうしたんですか、リュリュちゃん」

　焦あせって聞いたフィフニスに、リュリュは必死になりながら、

「クロムが……クロムが死んじゃう」

　と言った。その言葉にフィフニスは言い知れぬ不安と焦しよう燥そう感かんを覚えた。それでも混乱に呑のみ込まれないように自分を落ち着け、再度リュリュに問いかける。

「リュリュちゃん待って。クロムがここにいろって言ってたでしょ」

「でも、このままじゃクロムが死んじゃう。急がないと間に合わなくなる」

　どうしてこの子にそんなことが分かるのかフィフニスには見当がつかない。それでも彼かの女じよの必死さを前にすると、それが本当の事のように感じる。少なくとも嘘うそを吐ついているような様子ではない。彼女は何か確信を持ってそう言っているのだ。

　だとすれば自分に出来ることは何か。考えるよりも先に身体が動いていた。

「下がっててください、リュリュちゃん！」

　言うと同時にフィフニスは全力でドアを蹴け破やぶろうとした。しかしまだ発育しきっていない15歳さいの身体では、ドアに乗せる体重が足りない。

「おし、嬢じようちゃんどいてな！」

　するとそれまでジッとしていた船員たちが立ち上がり、フィフニスとリュリュを退どかすと、全員で「せーの」と息を合わせ勢いよく扉を蹴け破やぶった。

「ありがとうございます！」

　そう言ったフィフニスの脇わきを、リュリュが勢いよく飛び出していく。フィフニスはそれを目で追いながら、船員たちに呼びかけた。

「ここは皇立騎士団の私に任せ、皆さんはどうかここでお待ちください！」

　フィフニスはそう言うと、すぐにリュリュの後を追った。

　そして甲板に出たフィフニスは、その場の光景に目を疑った。

　なんと甲板の上にはいつの間にか霧が立ち込めていたのだ。しかしそれに驚おどろいたのではない。フィフニスが驚いたのは、霧の中で逃げ回まわる海かい賊ぞくたちの姿にである。

　まったく状況が掴つかめないフィフニスに、錯さく乱らんした様子の海賊が曲刀を向けてくる。

「じゃまだああっ！　どけぇえ！」

　咄とつ嗟さにフィフニスはリュリュを庇かばいながら、その攻こう撃げきを避よける。混乱した海賊の眼がん中ちゆうには既すでにこちらの存在はない。その隙すきを突ついてフィフニスはすかさず間合いに入り込むと、海賊の腕うでを固める。そのまま握りが甘あまくなった手から曲刀を奪った。すると別方向から来た海賊が、こちらに向かって滅め茶ちや苦く茶ちやに曲刀を振ってくる。

　こんな錯乱状態の相手であるのなら、日夜剣けんの修練を積んできたフィフニスの敵ではない。真上に斬り上げたフィフニスの剣が、海賊の曲刀を弾はじき飛ばす。そのまま剣の柄つかを海賊の鳩尾みぞおちに抉えぐりこませると、相手は白目を剥むいて倒れた。

　フィフニスはすぐさまリュリュの安否を確かく認にんしようとする。こんな状況で武器も持たない彼女を放置したら危険極きわまりない。見ればリュリュは船の舳へ先さきへ向かって走っていた。フィフニスもすぐにその後を追う。

　すると霧の向こう側から、金属同士がぶつかり合う音が聞こえてきた。誰かが斬きり結むすんでいるのだ。近づくにつれ、その斬り結ぶ者の姿がはっきりとして来た。

「クロム！」

　なんとそこには二刀の山やま刀がたなを構えたクロムが、２人を相手に戦っている姿があった。

　相手は船長のイジャとその弟ダグラス。そのどちらもが手て練だれであることはフィフニスの目から見ても疑いようがなかった。鮮あざやかな太た刀ち筋すじも剣速も、先ほどフィフニスが戦った海賊とは段だん違ちがいだった。

　しかしそれよりも凄すさまじかったのはクロムである。そんな二人の攻撃を、二刀流でかわし続けているのである。ただはっきりしている事は、イジャとダグラス、二人の剣けん豪ごうを前に、クロムが次し第だいに押され始めているということだった。

　フィフニスはすぐさま助けに入ろうとする。

　しかしそれよりも先に、前方を行くリュリュが動いた。

　リュリュは甲かん板ぱんにバンッと手を付く。するとその場に青い光が曲線を描えがき、幾き何か学がく模も様ようを造り出していく。円形の幾何学模様の中には、見たこともない文字が配列されていく。フィフニスは昔おとぎ話に聞いた魔法陣のようなものではないか、と思った。

　そして幾何学模様からは、一いつ瞬しゆんドロッとした黒いタールのような塊かたまりが浮かぶ。それはすぐさま動物の姿へとその形を変えた。現あらわれたのは真っ黒に塗ぬりつぶされたような山犬。しかしグラウスタンディアに棲せい息そくする山犬とは大きさが全く違う。目の前にいるリュリュを一飲みにしてしまえる程ほどの大きさなのだ。

　そんな巨きよ大だいな山犬に、リュリュが指示を出した。

「クロムを助けて！」

　その言葉に黒い山犬は、一ひと吠ほえすると風のように飛び出し、

「な、なんだああ、こいつはっ！」

　イジャの腕目がけ齧かじりついたのである。

「は、離せぇぇっ！」

　そう言った時には既すでに山犬は、イジャの腕を食い千切っていた。そして続けざまにその頭に噛かぶり付こうとする。が、咄とつ嗟さの判断でかわしたイジャはその場に転げた。頭を噛かみ砕くだこうとしていた山犬の大口は、代わりとばかりにイジャの足を呑み、そのまま食い千切ってしまう。瞬またたくような間の出来事だった。
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　その時、クロムが声をあげた。

「リュリュ！　離れろ！」

　するとリュリュはビクッとして、転げるように後方へ下がる。それに引き寄せられるように黒い山犬もリュリュに追つい随ずいした。

　しかしそんな一瞬を見逃さず、クロム目がけてダグラスが剣を突きだしてきた。

「貴様！　兄に何をした！」

　ダグラスはクロムが、あの山犬を嗾けしかけたのだと思っているようだった。クロムはそんなダグラスを力で押し返す。ダグラスは空中で体勢を立て直し着地すると、血まみれになったイジャに駆かけ寄より抱だき起おこした。そしてイジャにまだ息があることを確認すると、その目をキッとクロムに向ける。

「………覚えておけ、クロム・ジャレット。必ずおまえに報ほう復ふくして見せる」

「そうですか」

　ダグラスはイジャを担かついだまま、商用船を飛び降りると、下に控ひかえてあった海賊たちの船に飛び乗った。そして残った海賊たちに指示を飛ばす。

「方位定め、強速前進！」

　フィフニスはただその光景を立たち尽つくし見ていることしか出来なかった。すると目の前で、退たい却きやくしていく海賊を見送っていたクロムが踵きびすを返した。それによりフィフニスはクロムと目が合い、ハッとする。

「……………フィフニス」

　フィフニスはただ茫ぼう然ぜんとしながら、呟つぶやくように言った。

「………クロム………これってどういうこと？」

　そう問われたクロムは歩みを止め、僅わずかに困ったような顔をしただけだった。







第二章　皇都シオニアへの帰還







　小型商用船は海流に乗り、グラウスタンディア皇国の皇都シオニアに向かい進んでいく。海かい賊ぞく船せん騒さわぎを収めた礼なのか、クロムたち三人には小さいながらも船室が用意された。おかげで残り少ない航海を悠ゆう々ゆう自じ適てきに過ごすことが出来たのだった。

　そんな中、フィフニス一人が納なつ得とくいかない顔をしていた。

　その顔を見ながらクロムはどうしたものかと考える。要するに、あのリュリュの能力である魔まじ獣ゆうについてだ。もしかしたらクロムの使う幻術もフィフニスは見てしまったかもしれない。どちらにしても、大変困ったことになったわけだ。

　できる事なら誰にも知られないようにしておきたかった。

　あれは南方の国の魔ま法ほうという物だ、と言えば信じてくれるだろうか？　いや、信じないだろう、とクロムは苦い顔をする。

　魔法と呼ばれる物を使う民族は、南のスクルタビア連合国の中にある小国に僅わずかに存在する。しかしそれは天てん候こうを操あやつるようなものであって、決してあんな化け物を呼び出す禍まが々まがしいものではない。ましてや幻術など表向きには存在していない。

　あの後、商用船の船員から船長まで、いったいどうやって海賊を追おっ払ぱらったのか、しきりにクロムに尋たずねてきた。だが、クロムの方は只管ひたすら「交渉で帰ってもらった」でごまかし続けた。真実をひた隠かくしにするのなら、そう言うしかなかったのだ。

　そんなクロムに、チクチクとした視線を投げかける者がいた。勿もち論ろんフィフニスである。

　いつになったら自分に説明してくれるのだ、と言わんばかりにフィフニスはずっとクロムの後をついてきていた。

　対してクロムは気付かぬふりをして手持ちの本をぼんやりと読み続ける。リュリュの方は、あんなことは無かったかのような澄すました顔で、窓の外を眺ながめながら黒パンを齧かじっていた。

　すると痺しびれを切らしたらしいフィフニスが、クロムから本を取り上げた。

「………フィフニス、なんだい？」

「なんだいじゃないです！　あれはどういうことですか？」

「あれ……とは？」

　惚とぼけた。わざとらしいまでにすっ惚けてみせた。しかしそうは問とん屋やが卸おろさないとばかりにフィフニスは畳たたみ掛かけてくる。

「あの化け物のことです。リュリュちゃんが出したあの山犬。あれはどういう事なのですか？」

　するとクロムはリュリュに向かって、

「化け物なんていたか？」

　と聞く。すると、リュリュはもしゃもしゃと黒パンを咀そ嚼しやくしながら、

「さあ、リュリュは見てないよ」

　と言った。クロムはリュリュと結けつ託たくして、フィフニスの質問を有う耶や無む耶やにするつもりだった。そんなこちらの態度にフィフニスは「む～……」とふくれっ面つらになる。

　見てしまった事実と、沸わき上あがる好こう奇き心しん。それを前におあずけを食くらったフィフニスは、不服そうに膝ひざを抱かかえてしまう。

　そんなフィフニスを一いち瞥べつし、クロムは心の裡うちでそっと彼女に謝あやまる。

　もしかしたら、いつか彼女にも話さざるを得えない時が来るかもしれない。

　自分が持つ幻術という特殊な能力の事。そしてリュリュの持つ魔獣たち。しかしそれらは些さ細さいなことに過ぎない。

　重要なのは桜桃花の森で出会ったリュリュという存在そのものなのだ。

　幼い日に死に別れた妹とそっくりな少女。

　それがリュリュであり、そんな彼女と契ちぎりを交わしてしまった自分。

　もしこの先、グラウスタンディア皇国という小国が、大きな戦争に巻き込まれていく運命の中にあるのなら、リュリュの存在を意識せざるを得えなくなる。

　出来ることなら、クロムはそんな未来は回かい避ひしたいと考え、こうして山を降りてきた。

　しかし皇女ユースティナが自分を召しよう還かんするという事は、大きな戦争の危険性をグラウスタンディア皇国が孕はらんでいるという事。戦せん禍かが大きくなれば大きくなる程ほど、リュリュの存在の意味が大きくなる。もし最悪のシナリオへと駒こまが進んで行けば、フィフニスにも聞いてもらわねばならない時が来るだろう。

　欲を言えば、そんな事を話さずともよいままであってほしいと願う。国々の友好が続き、戦せん禍かに塗まみれることのない世であるなら申し分ない。

（それでも、国の運命とは、人々の血と涙なみだを欲ほつするものなのだろうか……）

　過よぎる不安を打ち消すようにクロムは首を小さく横に振る。

　自分がすべきことは、はっきりとしている。

　だからこそ、その日が来るまでリュリュの事、そしてクロムが背せ負おった運命を、誰かに知られてはならない。興味本位で知ってしまえば、いずれその秘密によってフィフニス自身が苦しむことになる。その事だけは避けねばならないと思った。

　そういったわけで、クロムはあえて話題を有う耶や無む耶やにし、ふて腐れたフィフニスをあやしながら短い航海を続けた。




　グラウスタンディア皇国、皇都シオニアは大きく分けて三つの顔を持つ。

　一つは南側に面した遠とお浅あさの浜はまに大量の石を運び込み埋め立てた海かい浜ひん地区。

　もう一つは西の山々から流れ出る河か川せんを整備し、貯水池を幾いくつも有した農耕地区。

　その二つの間に挟はさまれる形で整備された都市機能を有した中心地。

　この三つをもって皇都シオニアと呼ばれている。

　クロムたちを乗せた小型商用船は、そんなシオニア南側の港に停てい泊はくする。この港は嘗かつて遠浅であった海の上に、岩を敷しき詰つめて作った島々で構成される水上都市である。防衛も兼かねて造られている為ため、港付近には大通りというものが存在しない。区画整備が厳げん格かくになされており、各区画の島は１町×２・５町（約１０９ｍ×２７３ｍ）の小さな長方形の島が折り重なるように並んでいる。

　物資の運うん搬ぱんや交通機関は、そんな島々の間の水路を使った小舟ゴンドラによってなされることが多い。各区画は橋を渡わたれば徒歩でも往おう来らいできるが、複雑に張はり巡めぐらされたレンガ橋と、小道の数々はまるで迷めい路ろのようであり、海浜地区を知らぬ者は必ず迷ってしまう。

　迷いたくない者は、必ず小舟ゴンドラを利用するのである。

　クロムたちも船を降りると、すぐに小舟ゴンドラに乗り換かえ、船せん頭どうに皇都中心地へ向かうように告つげた。見上げれば四階建ての高い石造りの家々から洗せん濯たく物ものが吊つるされているのが見える。小舟ゴンドラから水面を見下ろすと、波が打ち消されているせいか、水底まで透すけるように見み渡わたせる。初めて見る光景だからか、リュリュなどは小舟ゴンドラの縁ふちに手を掛かけ林りん檎ごをシャクシャクと食べながら、興味深げにジッと泳ぐ魚を目で追っていた。

　海浜地区を抜け、小舟ゴンドラを降りると今度は一気に街並みが変わる。大通りを中心として二階建ての石造りの家々が散見するようになる。メイン通りのグラウスタンディア大通りアベニユーはきれいに敷き詰められた石いし畳だたみが、皇城まで真っ直ぐに延のび、方々からは弦げん楽がつ器きや管楽器の音楽が聞こえてくる。これはどこかの店が人を雇やとって奏かなでているというものではない。国家政策でグラウスタンディアが音楽を推すい奨しようしたことが要因である。これは先の戦争の後、フィフニスの祖父カウフマンがジルバ皇おうに音楽の推奨を提てい唱しようしたことから、この数年間で一気に盛んになったのだ。祭りでもないのに街は音に溢あふれ、俄にわかに活気を感じる。因ちなみにカウフマンが何を以もつて音楽を推奨したのかを孫である自分は聞かされたことがない、と道を歩きながらフィフニスはぼやいていた。

　どうやらフィフニスは祖父と政治にかかわるような話を、ほとんどしたことがないらしい。そんなフィフニスを先頭にクロムたちは、グラウスタンディア大通りアベニユーを上りマカオン家へと足を向けた。

　皇都の中心街を抜け、マカオン家の屋や敷しきへと入っていく。マカオン家は他ほかの家々と左さ程ほど変わらぬ二階建ての屋敷である。手入れの行き届いた中庭は、フィフニスが普ふ段だんから剣の稽けい古こによく使っているのだという。屋敷の中は広く、祖父と孫の二人暮らしには、やや広すぎると言える。使用人が数人、住み込みで働いているらしく、フィフニスと共にやってきたクロムとリュリュに愛あい想そよく挨あい拶さつをしてきた。

　５年前にクロムが住んでいた頃ころの使用人とは別の人たちだ。

「とりあえずおじい様にご挨拶をしませんと」

「そうだね、僕ぼくも久しぶりのカウフマン氏に挨拶がしたい」

　フィフニスに連れられ、クロムとリュリュは階段を上り、屋敷の二階へとやってくる。フィフニスの祖父カウフマンは二階の書しよ斎さいで書き物の仕事をしていた。

　白い髭ひげを蓄たくわえた老人はクロムの顔を見み留とめると相そう好ごうを崩くずした。

「おお、クロム。久しいな」

「お久しぶりですカウフマンさん」

「はて、そちらの娘むすめさんは誰かね？　まさかクロム、結けつ婚こんを？」

　クロムの後ろに立ってライ麦パンを食べる少女にカウフマンは驚きながら目を向ける。

「いえ、この娘こは妹です。お気になさらず」

　しれっとそう言うクロムに、フィフニスがジト目を向けてくる。先日の事を含ふくめて、なにやらクロムとリュリュの事を怪あやしんでいるらしい。とはいえ悪意ある怪しみ方ではないので、その点だけは安心しているのだが。

「妹さんか、そうかそうか」

「よろしく、老人」

　よろしく頼たのむような態度ではないが、カウフマンは一向に気にする様子はない。

「そうかそうか。クロムに妹さんがいたのは初耳じゃったな」

「ええ、申し上げず、すみませんでした。ところでカウフマンさん、ずいぶんと例の計画はすんなり行ったようですね」

「ふむ、音楽の推すい奨しようか……まあ、最初はジルバ皇もどういう意い図とがあるのかしきりに聞きたがっておったが、まだ理由は話しておらん。とりあえずは、行軍の時に音楽家を連れていくと戦せん意い高こう揚ようになり、精神衛生によいと言ってある程てい度どだ」

「まあそれも一理ありますね。とはいえ本当のところは、いずれお話しすればいいことだと思います。そう急がずとも、問題はないと思っていますので」

「ああ……ところで」

　カウフマンはそう言って咳せき払ばらいをすると真しん剣けんな顔になる。どうやら本題に入ろうということなのだろう。それを察したクロムも話を聞こうと椅い子すに腰こしを掛ける。

　フィフニスとリュリュもそれに続いた。

「これはいずれ城の者から聞くことになるだろうが、クロムは先に知っておくべきだろう。結論だけ先に言ってしまえば、近く戦乱の兆きざしがある」

　それを聞いたクロムは顎あごに手を当て目を細める。

「……相手はリジア宗旨国家でしょうか」

「ほう、クロムも察しておったか」

「５年前の因いん縁ねんもありますが、リジアはそれ以上に食しよく糧りよう不足に喘あえいでいます。その中でもリジアの食糧生産の16％を占しめていたフルクロ地方をグラウスタンディアが接収したことで、あの国は焦あせっているともいえます。もし戦争を仕し掛かけてくるのなら、そのあたりかと思いました」

「ふむ、山の暮らしでも衰おとろえてはおらんようだな」

　カウフマンは眉み間けんに皺しわをよせ、なおも髭ひげを撫なでつけながら話を続けた。

「詳しくは皇から聞いた方がよかろう。ワシも老いたせいか今は登城することも儘ままならん」

　カウフマンは大きく溜ため息いきを吐つく。

「……まあ、何はともあれ無事に帰ってきてよかった。クロム、こちらではどこに居きよを構かまえるのか決めたのか？」

「いえ、今着いたばかりなので、これからですね」

「そうかそうか。ならば、昔おまえが使っていた部屋を使いなさい。クロムが出ていった時のままにしてある」

　そんなカウフマンの言葉に、クロムは僅わずかに顔を曇くもらせた。

「………そ、そうですか。昔のままになっているんですか……それはまずいですね」

「安心せい。まずそうな物は隠しておいた」

「さすがは我わが師！」

　この時、フィフニスは口には出さなかったが、

（絶対エッチな本だ……）

　と思い、隣となりでクッキーを頬ほお張ばるリュリュもまた、

（クロムは好きだな、エロ本）

　と同じことを考えていたらしい事実をクロムが知ったのは、だいぶ後になってからだ。こうして久々の再会に歓かん談だんをし、一息ついたところでカウフマンは話を切った。

「まあ、何はともあれだ。旅の疲つかれもあるじゃろう。今日はゆっくり休みなさい」

「はい、いろいろとありがとうございます」

　そうして、その日は旅の疲れを癒いやすこともあり、早々に就しゆう寝しんと相あい成なった。

　次の日の事。朝食を終えたクロムは家を出る準備を整えていた。すると、そこへやってきたフィフニスが驚きの表情を浮うかべる。

「あれ、どうしたんですかクロム」

「ああフィフニス。ちょっとユースティナ皇女に会ってこようかと思って」

「えっ!?」

　フィフニスはそれを聞いて焦あせったように目を瞬またたかせる。彼女がそんな反応をするのも解わからなくはない。

　昨日着いたばかりで、まだ城への報告も行っていない段階で、こちらからいきなり訪ねていけば、あちらも面食らうだろう。それでもクロムは行く気満々であった。それはユースティナ皇女を少し驚かせてやりたい、という悪戯いたずら心もあったからだ。

「で、でもクロム、そんな急に訪ねて行ったらユースティナ様だってびっくりしますし」

　案あんの定じようというべきか、想像通りの心配をしているフィフニス。狼狽うろたえながらどうやってこちらを押しとどめるか思案している様子だ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、気にすることはない。だって呼びつけたのはユースティナ様だろう」

「いや、まあ、そうなんですけど……でも」

　まだ何か言いたそうなフィフニスを意に介かいさず、クロムは出立の準備を進める。しばらくこちらを落ち着かない様子で見守っていたフィフニスだが、どうしたことか急に何かを思い出したように部屋から飛び出して行ってしまった。

「？」

　首を傾かしげつつも、クロムはとりあえず支し度たくを整える。そして朝から蒸むしパンをモフモフ食べているリュリュと共に玄げん関かん先さきまで出ていくと、なんと礼服を身に纏まとったフィフニスが待ち構えていた。

「クロムだけでは心配なので、私も付いて行きます。拒きよ否ひ権けんはないと思っておいて下さい」

　そもそも突然訪ねて行ったところで皇おう宮きゅうに通してもらえるとは思っていなかったため、最初から同行を頼むつもりだったクロムは少し笑うと、

「よろしく、フィフニス」

　と言ってマカオン家を出たのだった。




　ユースティナ・クセルクセスはグラウスタンディア皇国の第二皇女に当たる。

　御おん歳とし16になるユースティナは普段から自室に籠こもりがちな生活を送っていた。それというのも、５年前のリジア戦役の終結の際に、配下であったクロム・ジャレットに言われた一言が大きかった。

『次にお会いする時は自分も皇女の掲かかげる理想の御み旗はたを支えうる人間となり馳はせ参さんじましょう。しかしその時、もし皇女が掲かかげる御み旗はたが薄うす汚よごれ、迷いを帯おびてたなびくのならば、僕は貴女あなたの下で働くことを辞退させてもらいます』

　当時11歳であったユースティナだが、この態度に実はカチンときていた。私兵を大事に思う気持ちは昔と変わっていない。だが、まさかその私兵からあんな態度を取られては、皇おう家けの者としての威い信しんに関かかわる。

　結果としてユースティナは、クロムに負けじと血の滲にじむような努力をする日々に突とつ入にゆうした。その奮ふん闘とうぶりは、家か臣しん一同が心配するほどのものであった。

　城の中で誰よりも早く起きだし、各国の国際情勢や、自国の自じ給きゆう率りつ、人口の推すい移い、農作物などの出来高を自分なりに纏まとめ、そしてそこから問題点を洗い出していく。またあらゆる有ゆう識しき者しやを呼んでは、そんな専門家らの意見を聞いたり、時には討論をしたりもした。

　しかしそれもこれも、元を糺ただすとすべてクロムがやっていた事に他ならない。

　軍師カウフマン・マカオンの後ろについて、いつも皇国七聖と呼ばれた専門家らの意見を聞いたり技術を教わっては、自分なりに工く夫ふうをしていく彼かれの真似まねをしたのだ。

　クロムの真似をしているという事に悔くやしさを感じなかった訳ではない。しかしそれが最も効率の良い勉強法でもあると思えてしまった。だから、ユースティナは悔しさを噛かみ殺ころしながら勉学に励はげんだ。それもこれも、クロムに会った時に見返してやりたい、という一心であったことは言うまでもない。

　その日も午後から地質学者との会談を控ひかえ、午前中はその為ための予習をしていた。それが終わり、自室から出るとちょうど兄であるダカット皇おう子じと出くわした。

　出会いがしらにダカットは、ユースティナの顔を見ると眉まゆを顰ひそめ小さく嘆たん息そくする。

「ユースティナ、また女だてらに勉学か？」

「………はい」

　思わずユースティナは目を逸そらしてしまう。

　やがてこの国を背負う立場にあるダカットは、燃えるような野心をその瞳ひとみに宿していた。自信に溢あふれ、まるで研とぎたての刃は物もののようにギラギラとした空気をその身に纏まとう皇太子。

　そんなダカットをユースティナは少し苦手に思うところがあった。

　ダカットが傑けつ物ぶつであることは疑いようがない。しかしそれは乱世に限っての事。平時に於おいて彼に皇おう位いが譲じよう渡とされれば、暴ぼう君くんにもなりかねない、というのがユースティナの見解だった。

　ただ第二皇女であるユースティナが、彼にそんな事を言えるわけがない。仮令たとえ何を思っても、口を噤つぐみ、只ただ静かにしている事を求められる。それが第二皇女という立場だった。

　そんなユースティナに、ダカットは気さくな笑えみを向ける。

「おまえがいくら勉学に励はげんだところで、それを如い何かに流用するというのだ？」

　そう問われたら、第二皇女たる自分はまずそれを過あやまちと認め、皇太子に対し謝罪する、というのが本来の在あり方かただった。だが若い感性と日々の勉学の成果を有したユースティナは、自分の思う事が口をついて出てしまう。

「現在の隣りん国ごくとの摩ま擦さつ状じよう況きようや、食糧の不足を見ればそう遠くないうちに戦争の可能性も見み出いだせます。その時の為ために私は一国の皇女として後おくれを取らず動けるようにしておかねばならないと思うのです。ですから……」

「だから勉学に励むか？」

　重ねるように発されたダカットの言葉の冷たさに、思わず口を噤つぐんだ。

　そんなユースティナの怯ひるんだ表情に、ダカットは満足そうに相そう好ごうを崩くずす。

「だからと言ってまさかおまえが戦場に赴おもむくとでも言い出すのかい？」

　兄の威い圧あつ的てきな笑みを前に、ユースティナは呟つぶやくようにしか言葉を紡つむげない。







[image: ]







「…………必要があるのならそうしましょう……５年前のように」

　そう言ったユースティナに対し、ダカットは我が慢まんできぬとばかりに吹ふき出した。

「ふふ…………はははは！　いつまでもやんちゃな姫ひめ様さまだ」

「な、なにをお笑いになるのです？」

「なぁに、５年前のリジア戦せん役えきを思い出してな。戦場で戦う兵を慰い労ろうするためと称しようしてやってきたおまえが、敵の情報を探り出したり、敵の陣じん地ちの内側に工作を仕掛けたりと武将顔負けの戦せん果かを挙あげたことを思い出したのだ」

　リジア戦役の最後の頃の事である。当時11歳であったユースティナは、ダカットの言う通り兵たちを慰い労ろうするという名目で戦場へと参さんじた。しかしその本当の目的は、膠こう着ちやく状態にあったリジア宗しゆう旨し国家とグラウスタンディア皇国の現状を打開することにあった。しかし、たかが11歳の子供にそんなことを考えられる訳はない。

　その裏で自分を焚たき付つけたのは他でない――クロム・ジャレットであった。

　数年間軍師カウフマンの後をついて戦場を駆け回ったクロムは、その年の初めにユースティナ付きの教育係となっていた。国が存亡の危機に瀕ひんしているにも拘かかわらず、皇城でただジッとしていることに苛いら立だっていた自分。その内心を知ってか知らずか、クロムはこう提案したのである。

『そんなに戦場が気になるのなら、慰い労ろう名目で行かれるのが良いでしょう。そして現在の持じ久きゆう戦せんをどうにかしたいとお思いなら、これから僕が言う人物を、あなたの周りの警護に就つかせるのです』

　自分の心の裡うちを読み取ったかのようなクロムの言葉に、ユースティナはすぐさま行動を開始した。

　そこからはあっという間だった。城下で興こう業ぎようしていた俳優、牢ろう獄ごくに入れられたスリ師、国の地質学者を従したがえ、ユースティナはクロムと共に戦場に赴おもむいた。そして戦場では軍師、傭よう兵へい、鍛冶屋かじやを周りに置き、自分の警護に当たらせた。しかし警護も慰労も表の理由。その裏で軍師カウフマンを挟はさみ、クロムが次々に作戦を伝え、その上での隠おん密みつ行動を指示していったのだ。

　言うまでもなく、この時にユースティナの周りに集まった者こそが、後に語り草となった『皇こう国こく七しち聖せい』である。

　ユースティナは今でもその光景をありありと思い出すことが出来る。

　そしてあの背中を追って、今もこうしているのだという自覚がある。

　ダカットが言うのも、そのことについてなのだろう。

「しかしなユースティナよ、おまえはいずれグラウスタンディア皇国内の有力貴族の下へ嫁とつぐことになる。嫁ぎ先さきで有した知識を使って辣らつ腕わんでも振るう気か？　それではいずれ皇都シオニアに弓を引くのでは、と官かん僚りようどもが騒ぎ出して、国の情勢を危あやうくしてしまうだけだ。賢かしこいおまえならわかるだろう」

「………はい」

　そう、ユースティナもいずれはどこかの貴族の下へと嫁とつぐ身である。山々に隔へだてられた広大なグラウスタンディア皇国内に於おいて、それは必然であった。各有力諸しよ侯こうたちとの密接な信しん頼らい関係を築くためには、皇家から皇女を嫁がせるのは古くからの仕し来きたり。また貴族たちからは、返礼とばかりに皇家へと娘を嫁がせるのもまた仕来たり。故ゆえに皇家は昔から一夫多妻制を布しいている。現に第一皇女は西の有力貴族の下に嫁ぎ、皇太子のダカットは既すでに妻が二人おり、子も儲もうけていた。

　第二皇女であるユースティナも例外ではなく、いずれはどこかの貴族と婚こん姻いんを結ぶであろうことは、幼い日より決定づけられていた。もしかしたら国を隔へだてた隣国である可能性だってある。そうして国を支えることこそが、皇おうたる血を持つ者たちの義務である。そのことをユースティナはしっかりと理解していた。

「だからこそ、このユースティナは皇となられる兄様の助けになりたいのです」

　これはユースティナの方便だった。それは皇太子ダカットがそのまま皇となれば、戦乱に明け暮れる世が来ることがわかっていたからである。いずれ皇おう位いを継つぐダカットの抑よく止し力りよく。自分がそういった存在にならねば、この国の末まつ路ろは暗あん礁しようへ乗り上げることになる。

　それでも好戦的なダカットを自分が止めておくだけでは、この国の抱える問題は解決したとは言えない。

　戦乱は外からもやってくる。この国を狙ねらう近きん隣りん諸国は多分に存在している。

　それは昔から、このグラウスタンディア皇国が地形的優位性から、大陸制せい覇はの為ための要所と言われていたからだ。地続きで東のリジア宗旨国家、西のラトルグ国へと繋つながっており、海路も整備されているこのグラウスタンディア領は、大陸制覇を考える国々からすれば喉のどから手が出るほど欲ほしい国であった。

　この国を早く手中に収めた国が大陸の覇は権けんを握にぎることが出来るとも言える。そんな他国から狙われ続ける土地だからこそ、ユースティナは思うのだ。諸外国に蹂じゆう躙りんされれば民たみにとってより辛つらい状じよう況きようが降り掛かるであろうことを。

　それを自分ならどうにかできる、とまでは思っていない。しかし民が飢うえず、侵しん略りやくされず、他国から蹂じゆう躙りんされないようにする一助にはなるかもしれない。それこそが、人を統すべる身として生まれた自分の運命であると考えていた。

　そう思いながらも、ダカットに対しその全すべてを口にできぬユースティナは、ただ目を伏ふせ口元をキュッときつく結ぶ。

「ふん、相変わらず口がうまいな。だがな、ユースティナ、おまえの中には甘さがある。人の上に立つ者にとって致ち命めい的てきな弱点となる甘さだ。その甘さは最悪の事態すら招くことになる。それをもっと自覚すべきだ」

「………はい」

　兄の言う事はユースティナも自覚をしていた。民を思うのは兄ダカットとて変わらない。そして兄がすぐれていると言える点は、非情になれるという事だ。小を切って大を取る、という選せん択たくが出来る。帝てい王おう学がくに於おいてそれは当たり前の事であった。それを覆くつがえせるような程ほどの知性、または方策を瞬しゆん時じに練り出し、迷わず執しつ行こうできるのなら話は別だが、そんなことを誰だれもが出来るわけではい。必要なのは、切り捨てるべき時に迷わず切り捨てる判断力。それこそが皇に求められる資質でもあった。

「まあいい、ユースティナ。おまえがこの兄を助けたいというのなら、その気持ちはありがたく受け取ろう。しかしいつまでも、そんなおてんばなままでは困るぞ」

「はい、畏かしこまってございます」

　ユースティナはそう言って頭こうべを垂たれる。するとダカットもそれ以上は何も言わずに去って行った。ユースティナは漸ようやく解放され大きく呼吸をする。それでもユースティナの固く強こわ張ばった心は解ほぐれることはない。

　目に憂ゆう鬱うつさを湛たたえ、唇くちびるを薄うすく噛む。そんな遣やり切きれない気持ちを払ふつ拭しよくするように、外の風にでもあたろうかと歩き出した――その時である。侍じ女じよがユースティナの下にやってきた。

「何事だ？」

「はいユースティナ様。実はお目通りを求める者がいらしておりまして」

「はて、地質学者のロブだろうか？　しかし早いな。たしか午後からの約束だが」

「あ、いえ、ロブ様ではございません」

「ん？　では誰だ？」

「クロム・ジャレットと名乗っております」

　一瞬、ユースティナは息を呑のんだまま固まった。

「……な」

「はい？」

「なにぃっ!?」

　言うと同時にユースティナは駆け出していた。クロムがどこで待っているのか聞く事も忘れて。




　クロムは応接間に通されると、フィフニスと共にソファに腰を掛けた。リュリュの方は皇おう宮きゆう内が珍めずらしかったのか座すわろうともせず調度品を眺ながめながら、出されたパンケーキをモスモスと食べている。

「おいリュリュ、触さわって壊こわしたりしないでくれよ。壊したりしたら僕が一生かかっても弁べん償しようできない物ばかりなんだから」

「うん、わかった。触らない」

　と言った先からリュリュは幾き何か学がく的てきな模も様ようをした壺つぼに触ろうとしている。因ちなみにクロムの隣に座るフィフニスの方は、緊きん張ちようでもしているのか先ほどからしゃべろうともしない。

「どうしたんだいフィフニス。いつもの元気がないじゃないか」

「だ、だって、いきなり約束なしで押し掛けたりしたらユースティナ様が怒おこったりしないか心配でして……」

「そんなことで怒るほどの器き量りようなら、僕はまた山に帰るけどね」

「そ、それは困ります。私にだって責任はあるんですから」

「フィフニスには責任はないだろう。ちゃんと我わが儘ままなお姫様の言いつけ通り、僕をここまで連れてきたんだから」

　とクロムがそこまで言った時、第三者の声が後ろから降り注いだ。

「……ほう、我わが儘ままとは久しぶりの再会なのにいきなり言ってくれるではないか」

　こちらの会話に突とつ然ぜん闖ちん入にゆうしてきた人物に、フィフニスはヒャッと声を上げて飛び上がった。

　そう、そこにはグラウスタンディア皇国第二皇女ユースティナ・クセルクセスがお冠かんむりの表情で立っていた。しかし当のクロムは全く気にせず、

「やあユースティナ様、お久しぶりです」

　と、さっきの失言などなかったかのような泰たい然ぜんとした態度をあえて取った。そんなクロムにユースティナは溜息を吐つきながら対面のソファまでやってくる。

「まったく、昔と変わらず口が悪いなクロムは」

「それはお褒ほめのお言葉と取っておきますよ」

「誰も褒めてない。ばか、クロムのバカ」

　悪びれる気のないクロムに、ストレートな言葉で反はん撃げきしてくるユースティナ。

　それだけを見ていると、ユースティナはまるで年相応の少女のように映る。ただそんな皇女の表情の中に、少なからず何か強張ったものをクロムは感じ取った。

（……またこの姫ひめさまは一人で無理しているな……）

　と内心思いながら、クロムは軽口を叩たたく。

「ところでユースティナ様、息が上がってるようですが、わざわざ走ってきて下さったのですか？」

「……なっ!?」

　ビクッとしたユースティナは視線を泳がせる。

「……これは、違ちがう！　少し運動不足だったからちょっと走っただけだ。運動をして血液の流れを良くすると、頭の働きが良くなるとクロムがむかし言っていたではないか」

「言いましたね」

「だから……そういう事なのだ。皇女として様々な事に頭を悩なやませていたわけだから、少し運動をしたに過ぎないだけで、ちょうどそんな折に、たまたまクロムが現れたというだけであって……つまり、その、別にクロムが来たから走ったというわけではない！」

　と言いながらユースティナは口をへの字にしてソファに座る。

　そんな彼かの女じよの姿を見て、クロムは感かん慨がい深ぶかい思いを隠し切れなかった。ソファに腰かける所しよ作さ一つを取っても、淑しとやかで皇女の気品に満みち溢あふれている。５年の月日は、あの幼い姫君をすっかり大人の女性に変えていた。

「どうしたのだクロム？」

　余よ裕ゆうのあるユースティナの物もの腰ごしに、クロムはちょっとしたイタズラ心が疼うずく。

「……いえ、随ずい分ぶんと変わられましたね」

　するとユースティナは、ふふんと得意げに笑みを浮かべた。

「５年も経たったのだ。私だっていつまでも子供のままではない」

「そうですね、とても綺麗になられました」

　そんなクロムの褒ほめ言こと葉ばに、ユースティナは急に慌あわてふためき、

「あ、うぅ!?　クロム！　え、ええっと……」

　わたわたとするが、すぐに姿勢を正し冷静を装よそおった顔をする。

「……そ、そうか……ふふ……」

　そう言いながらちょこっと俯うつむいた彼女は、浮かんでくる笑みを隠しきれなかったのか嬉うれしそうにフルフルとしている。クロムは、可愛かわいいもんだなあ、と思いながらそんなユースティナの子供っぽい仕草に目を細めていた。

　暫しばらくして漸ようやく落ち着いたユースティナは、軽く深呼吸をすると部屋の隅すみの少女に目を移した。彼女が目で追っているのは他でもなく、苺いちごジャムを乗せたクッキーをぽりぽり食べているリュリュだろう。

　そんなユースティナの視線に、山暮らしの勘かんが働いたのかリュリュがパッと振ふり向むく。

「ん？」

　無む垢くなリュリュの瞳と、ユースティナの困惑気味な瞳が交差する。しばらくするとユースティナの方が根負けしたように目を離はなし、クロムに向き直った。

「……クロムよ……その」

「はい、なんです？」

「フィフニスが一いつ緒しよなのはわかる。私がクロムを連れてきてくれと頼んだのだから。しかし……あの少女は誰なのだ？」

　クロムはリュリュを一いつ瞬しゆん見ると、

「…………………………………………………」

　たっぷり間を置いてユースティナに向き直り、意味あり気にフフッと笑う。

「彼女は、そうですね……山の暮らしの中で、共に孤こ独どくを埋うめあい、共に苦労を支えあう、そういう存在ですかね」

「えっ!?」

　クロムの答えにユースティナが驚おどろいたように表情を引きつらせた。

「孤独を埋うめあい……苦労を支えあう……まさかクロム、それはつまり！」

　狼ろう狽ばいしたようなユースティナに、クロムは朗ほがらかな笑え顔がおを浮かべて頷うなずく。

「………はい、ユースティナ様のご想像通りですよ」

「なっ、なっ、そ、そそそれは、だから、え、その、二人はそういう………」

　顔を真っ赤にしたユースティナは、どう言っていいのか判わからなかったのかオロオロしだす。リュリュの方はポカンとしながら、最後のクッキーを口に放ほうり込んだ。

　まったくもって見事に術中にはまってくれる皇女に、クロムは満面の笑みを浮かべた。

　すると横にいたフィフニスが、すかさず肘ひじ鉄てつをクロムの二にの腕うでにゴスッと入れる。

「おごっ！　何をするんだフィフニス」

「皇女をからかわないで、ちゃんと正直に言って下さい」

　と注意するフィフニスに、ユースティナも何か感づいたようにハッとした。

「ま、まさかクロム、私を謀たばかったか!?」

「何を言ってるんです、姫を謀たばかる訳ないじゃないですか。姫のご想像通り、ただの妹です」

「なっ!?　え、だってクロム！」

　するとクロムは憎にくらしい笑みを浮かべる。

「え、なんですか？　まさかユースティナ様は別のご想像をされていたのですか？」

　ユースティナは一瞬ポカンとするも、すぐに我に返り、

「し、してない！　別に変な想像なんかしてない！」

「変な想像していたんですか……？」

「あ、う、うぅ」

　ワタワタする姫ひめ君ぎみ。中身はあまり変わらないなあ、とクロムはほっこりした顔で見守っていた。するとそこへ再びフィフニスの肘ひじ鉄てつが、二の腕の同じ場所に入った。

「おごっ！　フィフニス、君はまた……」

「当然です。どうしてクロムは皇女にそんな失礼なんですか？」

　クロムは肘鉄を入れられた二の腕をさする。

「まあ民族意識が低いのだろうね。山の民はあまり国家というものを自覚してないから」

　するとユースティナは、気を取り直すようにコホンと咳せき払ばらいをした。

「……では少しは意識してもらわねばならないかな」

「と、いいますと」

　クロムの問いにユースティナは顔を引ひき締しめる。

「クロムは、フルクロ港に寄ってきたろう」

「ええ、一日ばかりでしたが逗とう留りゆういたしました」

「――どう思った？」

　その問いにクロムは淀よどみなく答えた。

「最北の港町として栄さかえ、最大の城じよう砦さいとして有名なフルクロ港ですが、都市の大きさに対し人口が多かった印象です。しかも路上で生活をしている者や、家を持たぬ者たちが多分に見かけられました」

　そう答えるクロムにユースティナは徐おもむろに頷うなずき返す。

「そうなのだ。クロムが見た者は家を持たぬリジア宗旨国家からの難民だ」

「やはりそうですか」

「旱かん魃ばつの煽あおりを食くらいリジアは国民の隅すみ々ずみまで行き渡る食糧が不足している。貧困に喘あえぐ国民が、この数年間幾いく度どか一いつ揆きをおこしているが全てが即そく座ざに収束してしまっている」

「国庫の多くを軍事費に投入するリジア宗旨国家です。暴徒や一揆の鎮ちん圧あつは容た易やすいでしょうね」

「そういった理由があってか、この数年間でリジアからフルクロ地区に流入してくる難民の数が激増している。フルクロ港は宗教の自由を認めているから、困こん窮きゆうしたリジア人にとっては天国のように思われているらしい。とはいえ、フルクロ地区だけでは、その難民を賄まかなうことは出来ぬ。勿もち論ろんグラウスタンディアが難民の受け入れを公言しても結果は同じ」

「難題ですね。このまま来年も再来年も難民が増加し続ければ……」

「最終的にフルクロ港はパンクする。そうなれば治ち安あんの悪化は避さけられない」

「それどころか、フルクロ港で暴徒たちが暴れまわることも目に見えますね」

　単純な食糧不足による暴動、犯罪、果ては一いつ揆きにまで発展する可能性を秘ひめた治安状じよう況きよう。それは遠からずやってくるであろう未来の姿である。

「その通りだ。そして暴徒が街を蹂じゆう躙りんすれば軍を動かすことになる。兵の数が暴徒に割さかれれば自おのずとリジアに弱みを見せることになる。その弱みに付け込んで、リジアはここぞとばかりに、グラウスタンディアを攻せめてくる。負の連れん鎖さは見えているのだ」

「負の連鎖の終着点は、大国との戦争………となりますか」

　考かんがえ得うる最悪の結末に、ユースティナは重く頷うなずいた。

「私が考えるに、リジアはその機を狙っている。ここ数年の裡うちに、リジア宗旨国家とグラウスタンディア皇国との間で戦争が起こる可能性が限りなく高いと思っている」

　ユースティナの意見に対し、クロムは顎あごに手を当て、中空を見つめる。

「……おそらくですが……リジア宗旨国家は数年も待たないのではないですか？」

「なに？」

　クロムの言葉にユースティナは勿もち論ろん、隣にいたフィフニスすら驚きの表情を見せた。

「リジア宗旨国家は既すでに、グラウスタンディアへの侵しん攻こうの準備を始めていると言えるでしょうね」

「何な故ぜそう思うのだ？」

「一つは先ほどユースティナ様が言った通り、難民の数が増えている事でしょう。難民の数が増えているという事は即すなわち、国民の食糧を賄まかないきれない状況に陥おちいっているという事。ではリジア程の大国が国民の食糧を賄えない状況とはどういった状況か？」

　すかさずユースティナがそれに答えるように口を開いた。

「軍ぐん備びの拡かく張ちようが進んでいるという事だろう？」

「はいその通りです。国庫の多くを軍備へと回している、と考えていいでしょう。それが数年も続いているというのであれば、リジアは５年前のリジア戦役終戦直後から、次の戦争の準備は始めていたのではないでしょうか」

　クロムの言葉にユースティナは息を呑み、もう一つの懸けん案あんを口にした。

「数年も待ってくれないというのは？」

　クロムは話を区切るように軽く息を吐つき、再びユースティナの瞳に目を向ける。

「フルクロ港から皇都シオニアへの紅海航路上に海かい賊ぞくが出しゆつ没ぼつしているのはユースティナ様もご存知でしょう」

「ああ、討とう伐ばつの為ための決議が今もなされている」

「――あれは僕ぼくの見識が間ま違ちがっていなければリジア海軍です」

「な……なにっ!?」

　驚きの声を上げるユースティナ。

　隣のフィフニスも目を白黒させながら口を開いた。

「どういうことですか、だってあれはただの海賊なんじゃ」

「いや違うよ、フィフニス。僕の目が濁にごっていなければ、あれは間違いなく現げん役えきのリジア海軍だ」

　クロムはフィフニスをいなすと、ユースティナに向き直った。

「ユースティナ様は我々がフルクロ港からシオニアに来る途と中ちゆう、海賊に襲おそわれたことは存じていないかと思うのですが……」

　その事実にユースティナは驚き、目を見開く。

「な、なにっ!?　いや、それは初耳だ……しかし昨日やってきたラトルグの遣けん使しと駐在大使のリギンズが、海賊に襲われたという報告は聞いている。まさか同じ船にクロムも乗っていたということか？」

　唖あ然ぜんとした様子のユースティナにクロムは頷うなずき返した。

「ええ、まあ」

「では、海賊から商船を救った三人というのは……」

「ユースティナ様の目の前にいる三人です」

「ええっと……それはつまり………だから………」

　やや混乱し始めてしまうユースティナ。それでも賢い彼女はすぐに状況を呑み込み、

「で、三人とも怪け我がはないのか？」

　事情を聴きくよりも先に、こちらへの気き遣づかいを口にした。

　クロムは彼女の、そういったお人ひと好よしとも言える反応に小さく微ほほ笑えんだ。

　彼女を見ていると、ふと５年前の戦場へ駆かけつけた幼い姫君が、最初に兵たちに放った言葉を思い出す。

『みな、怪我はないか？　患わずらってはないか？　飢うえはないか？』

　怪我も病も空腹も、どれもが戦場の兵士の常である。それでも幼い姫君の言葉に、どの兵士も満面の笑みを返した。誰もがこの少女の為ために、どんな苦労にも耐たえようと思った。彼女にはそういった人を動かす力がある。そしてそれは彼女の労いたわりの心であり、そんな彼女の人ひと柄がらをクロムは愛すべきものだと思っていた。

　思っていたが、口には出すまい、とするへそ曲がりな自分も自覚していた。

「ええ、おかげさまで。多少の擦すり傷きずとかはありますけど、その程てい度どで済みましたね」

「そ、そうか……」

　安心したようにユースティナは胸むな元もとを押さえて息を吐つく。そしてクロムはここに至いたるまでの話をユースティナに語っていった。ユースティナは口も挟はさまず最後まで聞き終えると、深刻な顔になった。

「クロムの話はわかったが、どうしてそれがリジア海軍なのだ？」

　尤もつともな質問だ。海かい賊ぞくがリジア海軍であるという確たる証しよう拠こを彼女は欲ほつしている。

「言葉の端はし々ばし……と言いますか、命令の仕方がリジア海軍の軍人言葉だったんです。彼らは外面こそ海賊のふりをしていましたが、やはり染しみついた軍隊言葉はそう簡単に抜ぬけない。そう言ったことを含ふくめると、現在紅海にいる海賊団は、間違いなくリジアが放った、先兵であると言えます。最初はただの退役軍人が終戦後、仕事を失って海賊行為をしているのかと思いました。ですが、そうではありません。あれは現役の軍人です」

「それは真まことなのか？」

　信じられないという表情を浮かべるユースティナに、クロムは頷うなずき返す。

「まあ確かに信じがたいでしょうね。でも僕なんかの名前を知っているところを見ると、作戦司令部に関わるくらいの身分の人間だと思います」

「クロムの名前を？」

「ええ。５年前のリジア戦役に於おいて、僕がカウフマンさんの補ほ佐さだった事を知っていたんです。そんじょそこらの一兵卒がそんなことまで知っているわけがありません。作戦司令部に関わりを持つ、千せん人にん長ちようくらいの階級の人間ではないかと」

　クロムと斬きり結むすんだイジャとダグラスという二人。あの二人は、そういった高位の階級を持っていたと考えて差さし支つかえないだろう。海賊に落ちぶれるような退役軍人が、クロムやカウフマンの事を知っているとは到とう底てい思えない。

「しかし……何のためにそんなことを？」

「簡単ですよ、戦争のきっかけづくりです」

「戦争の？」

　ユースティナが首を傾かしげるのも無理はない。海賊の名を借りて機密行動をしているとはいえ、それが戦争につながるとは考えにくいだろう。

「例えばグラウスタンディア軍が動き、海賊を討伐したとします。しかし相手は実際には海賊ではなくリジア海軍。これを多勢のグラウスタンディア軍が叩きのめしたとあれば、リジア宗旨国家は不当な軍事行動に対し報ほう復ふく措そ置ちに出ます」

「待て、無む茶ちや苦く茶ちやだ。海賊行為をしていたのはリジア海軍ではないか」

　ユースティナの憤いきどおりも尤もつともである。だからクロムは否定することなく話を続けた。

「ええそうです。しかし、リジアは海賊のことは知らぬ存ぜぬを通すでしょう。残った事実はグラウスタンディア軍がリジア海軍を叩きのめしたという事実だけ」

「では紅海の海賊を討とう伐ばつしてはならぬというのか？」

「そういう訳にもいかないでしょう。フルクロ港と皇都シオニアの間の航路は、グラウスタンディアだけのものではない。他国から『さっさと海賊を何とかしろ、自分の領海だろ』とお叱しかりを受けても文句が言えない」

　するとユースティナは、握った拳こぶしを小刻みに震ふるわせた。

「……それでは……それでは、もう戦争をするしか道は残ってはいないではないか」

「そうとも言えます」

「…………なんという事だ……」

　事の重大さにユースティナは無言になってしまった。

　クロムはぼんやり眼まなこで、頭を掻かきながら一つ溜ため息いきを吐つくと、こう続けた。

「そうは言っても戦争を回かい避ひする手立てがないわけではありません」

　その言葉にバッと顔を上げるユースティナ。

「まことか？」

「絶対とは言えませんが、可能性がないわけではない」

「どうしたらいい？　どうしたらグラウスタンディアに戦せん禍かを持ちこまずに済すむ？」

「紅海に駐ちゆう留りゆうしているリジア海軍の幹部たちを捕ほ虜りよとして捕らえるという事です」

「……捕虜？」

「はい。リジア宗旨国家は海上戦という概がい念ねんを明確化し、陸軍と海軍という組織分けをした初めての国家です。それ故ゆえに、海上戦を指揮できる幹部の重要性はかなり高い。それらを捕虜として捕らえ、リジア宗旨国家と、捕虜の引き渡しを条件に会談の場を設ける」

「そうか、そうすればみすみすあちらの思う通りには……」

「はい、なりません。少なからず戦争を回避することが出来るかもしれない」

「………しかし」

　クロムの話を食い入るように聞いていたユースティナは、どうしたことか急に意い気き消しよう沈ちんしたかのように俯うつむき加減になった。

「どうかされましたか？」

「お兄様とお父様はどう考えているのか……」

　ユースティナの兄ダカット皇子、そして現国皇ジルバ・クセルクセス。この二人がリジア宗旨国家との戦争を望んでいたとすれば話は変わってくる。

「お二人はリジアとの戦争を望んでおられる、という事ですか？」

　クロムの問いに、ユースティナはコクリと頷うなずいて見せた。

「お兄様もお父様も、やはり皇家を背せ負おって立つ人間だ。ネイレシア大陸の伝説を信じているのだ」

　ネイレシア大陸全土に伝わる伝説。それはこの大陸を統一した者に、神が広大で肥ひ沃よくな土地を与あたえるという言いい伝つたえだ。ネイレシア大陸の四方を囲む海は、一年を通して高波が発生しており、航海技術が発達した現在に於おいても、その海を渡り戻もどってこられた者はいなかった。ネイレシア大陸の外に、いったいどんな世界があるのか、それを見た人間は、誰だれ一人ひとりいない。ただ神々だけが、高波の向こう側に広こう大だいで肥ひ沃よくな大地があると言った。そしてこの大陸を統一した者にこそ、それを与えるというのである。

　不思議なことに違う国々のどの神話にも、この一説は存在している。各国の神学者はこの一説について幾いく度ども議論を交かわし、歴史学者は各神話の齟そ齬ごを発見しようと躍やつ起きになった。ただ、最も遠い昔から伝えられるこの神話は、既すでにこの世界に於おける、誰しもの夢となっていたことは間違いない。

「なるほど大陸の統一と、約束された肥ひ沃よくの大地ですか」

「うむ。ネイレシア大陸を一国に統一し、外海を渡り、更さらなる拡大を図はかる事。それこそがこの大陸に住まう者の悲願。故ゆえに、二人もまたリジアと戦えるのなら、喜よろこび勇いさんで剣けんを取るだろう。しかしそれではいかんのだ！」

　ユースティナは感情を隠かくそうとせず、強く拳こぶしを握にぎりしめる。

「その為ために多くの民たみが貧困に喘あえいではならない。親が子を売るのを放ほう逐ちくしてはならない。強ごう奪だつと殺さつ戮りく、そして憎しみの連鎖を続けてはならない」

　噛かみしめるようにそう言ったユースティナに、クロムは変わらずぼんやり眼まなこを向け、そして誰しもが耳を疑うような事をあえて口にした。

「――やはりユースティナ皇女は甘あまい」

「なっ!?」

　クロムの歯に衣きぬを着せぬ言い様に、ユースティナは勢いよく立ち上がった。

「どういうことだ、クロム！　事と次し第だいによっては、皇家への侮ぶ辱じよくとして処しよ罰ばつするぞ！」

「甘いものは甘い。ユースティナ様の言っている事は理想論だ。世界はそんな理想通りになど決して動いてはくれない」

　容よう赦しやないクロムの言葉を前に、ユースティナは顔を真っ赤にし、そのまま震えながら立たち竦すくんでしまった。それを傍かたわらで見ていたフィフニスは真っ青になり、状況が読み取れないリュリュは静かにその様子を見守っている。

　このままユースティナが怒いかり狂くるって自分にビンタの一つでもお見み舞まいするのか、と思った矢先、思わぬところから笑わらい声が上がった。

　全員がその笑い声の聞こえた方向、入り口の扉とびらに目を移す。そこには忍しのび笑いを漏もらす第一皇子ダカット・クセルクセスがいた。

「ああ、悪い。立ち聞きをするつもりはなかった。何気なく扉を開けたらちょうど修しゆ羅ら場ばになっていたものでね。そのまま聞き入ってしまった」

　意地の悪いような事を言いながら、ダカットは部屋の中に入ってくる。

「ユースティナ、俺おれの言っている事が解わかったろう。おまえの考え方は理想主義なのだ。確かにそう言った理想に付つき従したがう者もいよう。だがな、すぐ目の前には現実が既すでにある。その現実を前にした時、理想主義は脆もろい。付き従った者にも諦てい念ねんが生まれる。現実には現実に沿そった理想というものがあり、それを掲かかげられる者こそが皇という称しよう号ごうを抱いだけるのだ。現実離れをした夢想は国を混乱させるだけに過すぎない。おまえもそういったことを、そろそろ解るべきなのだ」

　歳としの離れたユースティナをいなすようにダカットはやさしく語りかける。しかし当のユースティナは、変わらず顔を真っ赤にし、口を一文字にしながら拳こぶしを握にぎりしめていた。

　そんな兄きよう妹だいの会話を見つめながら、クロムはやれやれと頭を掻かく。

「あのー……僕の話まだ途中なんですけど」

　絶ぜつ妙みような間を見計らってそう口にしたクロムに、皇族二人はポカンとする。

　ダカットなどは毒気を抜かれたように目を丸くして「ん、なんだ？」と間の抜けた返事をするほどだ。クロムはそれを確かく認にんしながら話を続けた。

「いえ、ですからユースティナ様は甘すぎるという話の続きをしていいですか、皇子？」

「あ、ああ、構わんが」

　呆あつ気けにとられるダカットを尻しり目めに、クロムの口が再び動き出す。

「はい、ではさせてもらいます。ユースティナ様の掲かかげる甘ったるく子供じみた理想は、今ダカット皇子が言った通り、いずれ付いて行く者がいなくなるような夢物語です。遠からずそれに従したがった者たちが順に音ねを上げていくことでしょう。そこでユースティナ様に質問です」

　話を振られたユースティナは、目に薄うすく涙なみだを湛たたえ、それでも決して折れることない意志のこもった顔でクロムを睨にらむ。

「………なんだ？」

「あなたはそれでも、その理想を掲げ続ける御ご覚かく悟ごはおありですか？」

　クロムは真まっ直すぐにユースティナの瞳ひとみを射い抜ぬく。

　その問いにユースティナは一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなく、はっきりとした口調で言った。

「勿もち論ろんだ。私はこの理想を決して捨てたりはしない。民たみがあってこそ国家がある。民を決して民たみ草くさなどと思うことはない。すべての民を飢うえさせない国を造る事。それこそが皇族という者が与えられた使命。それこそが皇族たる者の為なすべきことと心ここ得ろえる」

「たとえ遠回りをしようとも、決して諦あきらめぬ御覚悟はおありですか？」

　間かん髪ぱつを容れず問いかけるクロム。その目をユースティナは決して逸そらすことなく見つめ返し、決けつ然ぜんとした態度で言葉を継ついだ。

「必要というのなら遠回りもしよう。必ずその理想の国に辿たどり着つくことが出来るというのなら！」

　はっきりとそう告げたユースティナの言葉に、兄ダカットはやれやれと言わんばかりに、鼻で息を吐つき肩かたを竦すくめた。しかしそんなダカットは次の瞬しゆん間かん、ギョッと目を見開いた。

　それまで皇族を前にしても、横おう柄へいな態度を崩くずさなかったクロムが、ユースティナを前に膝ひざを折り、深々と頭こうべを垂たれたからだ。

「ユースティナ様、あなたがその理想を捨てぬ限り、あなたは決して一人にはなりません。その甘ったるく人が鼻で笑うであろう理想を姫が掲かかげ続ける限り、僕は姫の夢想を現実にする為ため、全てを賭かけ尽じん力りよくいたしましょう」

「………クロム」

　ユースティナは驚いたように小さく息を呑のむ。

　そして見る間に、その大きな瞳には涙が浮うかんだ。

「どんなにあなたが孤こ立りつをしようとも、その理想を実現しようとする者は、ユースティナ様を含ふくめて二人はいることになります」

　するとクロムの隣となりでそれまで青くなっていたフィフニスもまた、同じようにその場に膝ひざを折おった。

「騎き士しが騎士たる所以ゆえんは万ばん民みんの為ため。若じやく輩はい故ゆえに、出来ることは多くはありません。それでも自分に出来ることがあるのならば、このフィフニス・マカオン、姫の理想に近づけんが為ため、全ぜん霊れいを以もつてどこまでも付き従う所しよ存ぞんです」

「おや、ユースティナ様、これで３人になりました。あ、それから妹のリュリュは僕にずっと付いてくるので、まあ４人ですかね？」

　そう言いながらクロムがユースティナの顔を見ると、彼女はクルッと背を向ける。浮かんだ表情を見せまいとしているのか、口に手を宛あてがい俯うつむく。

「あれ、なんでユースティナ様は泣きそうになってるんですか？」

「な、泣きそうじゃない！　ばか、クロムのバカ！」

　周りに隠すようにユースティナは小さく鼻をグズッと啜すすり、クロムたちに向き直る。

「我わが理想はどうやら人に語るには恥はずかしい夢想のようだ。だが、私は語り続けるぞ！　そんな人が聞けば恥ずかしい理想だなどとは知る由よしもなかったが、それでも私は語り続ける！」

　そう宣言したユースティナに、兄ダカットが驚いた顔をしていたのも束つかの間ま。

　すぐさまいつものギラギラとした瞳に戻る。そしてユースティナに背を向け、

「……まあ、いいだろう。まさかあれ程ほど現実主義だったクロムが、ユースティナの夢物語に付き合うとは、中々おもしろいじゃないか」

　まるで小ばかにしたようなダカットに、クロムは間かん髪ぱつ容いれずに返答する。

「現実主義者がいないと、夢物語を実現することなどできませんよ」

「言うじゃないか。ますますおもしろい。しかしクロム、おまえは十分にわかっているだろうが、現実は甘くはない。どこまで駄だ々だっ子この我わが儘ままに付き合えるかな？」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮かべるダカット。しかしその目は決して笑ってはいなかった。己おのれの意思を押し通とおさんとする冷れい徹てつなまでに高圧的な眼がん光こうをクロムに向ける。

　しかしクロムは一寸たりとも微び動どうだにせず、ただはっきりとこう言った。

「……彼女がその理想を掲げ続ける限り」

　その答えにダカットは高らかに笑い声をあげた。

「ならばやるがいい。それからジルバ皇の前にも顔を出しておけよ。ちょうど今、皇の間で武官、文官たちが押し問もん答どうをしているから、どうにかしてやってくれ」

「押し問答？　さて、何の事についてですか？」

「さっきおまえたちが話していた海かい賊ぞく騒さわぎについてだ」

　いったいどこから聞いていたのかと、クロムは薄うすら寒さむいものを感じながら、応接間を出ていくその背中を見送った。




　皇の間は城の中心に位置する。社交、政務あらゆることがこの場で決定される国の中ちゆう枢すう機き関かんである。そして皇の間の玉ぎよく座ざには、グラウスタンディア皇国の現統とう治ち者しや、ジルバ・クセルクセス皇が鎮ちん座ざしていた。御おん歳とし45となるジルバ皇は、その年ねん齢れいに見合わぬほどに、深く刻まれた顔の皺しわを湛たたえている。余よ人にんには考えも及およばぬ千せん苦く万ばん労ろうが刻み込まれた皺しわ顔がおと白しら髪が。しかしそこには老いさらばえた衰おとろえは微み塵じんもない。今なおその眼光は野心に溢あふれる青年のような輝かがやきを宿やどし、生老病死を超ちよう越えつしたかのような泰たい然ぜんとした空気を醸かもし出す。そして細やかな刺し繍しゆうの施ほどこされた衣ころもを身に纏まとい、威い厳げんと権力の象しよう徴ちようたる紅のマントを羽は織おり、その頭には王たる者のみが被かぶることを許された黄金の冠かんむりを頂いただく。

　その皇の前には、文官武官たちが居並んでいた。しかし決議の事案は暗あん礁しように乗り上げ、その場にいる者たち全員が一様に苦い顔で視線を泳がせていた。場を沈ちん黙もくさせたのは他でもない。先ほどやってきた皇子ダカットから告げられた海かい賊ぞくの正体である。相手がただの海賊だといううちは皆みな、『海かい賊ぞく討うつべし！』と声を高らかにしていたが、一転リジア海軍とわかるや否いなや、現在の重苦しい空気に様さま変がわりしてしまったのだ。

　そんな沈黙を破るように、近衛このえ兵へいの口から「皇女ユースティナ様の御お成なり！」と告つげられる。そうして入ってきた人物に全員の視線が集中した。

　ユースティナ皇女を先頭に、その後ろにはクロム、リュリュ、フィフニスが追つい従じゆうし、決議の場に現れたのだ。ただ武官、文官ともにクロムたちを見ると眉み間けんに皺しわを寄せた。よくわからぬ者が、国の中ちゆう枢すう機き関かんに入ってきた事に怪け訝げんな印象を抱いだいたのだ。それをいなすようにダカットが、

「ユースティナに忠誠を誓ちかうクロム・ジャレットである。彼かれが此こ度たびのリジア海軍についての情報をもたらしたのだ」

　と言うと、場の空気も幾いく分ぶんか紛まぎれた。すると来らい賓ひん席せきに座するラトルグ国の装しよう束ぞくを身に纏まとった男が立ちあがり、クロムに向かってうやうやしく頭こうべを垂たれる。

「その節せつは、命を救っていただき、誠まことにありがとうございました、クロム殿」

　そう言ったラトルグ人は、先日クロムたちが乗っていた商用船に乗船していた遣けん使しコウソンだった。それに対しクロムは軽く頷うなずくように、

「あ、どうも」

　と言って、そのまま皇の方に視線を移した。

　そもそもクロムはこういう堅かた苦くるしい場所がめっぽう苦手なのだ。卓たく上じようの理論を延えん々えんと、ああでもない、こうでもない、と転がしたかと思えば結局なんの解決も見み出いださない。その癖くせ、やたらとみんなピリピリとした空気を醸かもし出す。そんな場所でいい案が出ても、それをより良い案に組み上げるのはかなり骨が折れる。そういう無む駄だをクロムはとかく嫌きらっていた。

　それでも表面上は神しん妙みようにしているクロムに、玉座に座すわるジルバ皇が語りかけた。

「よく来たクロムよ。先の海賊に対する功績は、そちらのラトルグ国の遣使コウソン殿から聞き及およんでおる。大たい儀ぎであった」

「いえ」

　さらっと返事をしながら傅かしずくクロムに、ジルバ皇はさらに続ける。

「してクロムよ。主ぬしが言う通り、紅海の海賊団がリジア海軍であったとしてだ、おまえはどうすべきか、ひとつ意見を聞いてみたい」

　そこでクロムは面おもてをあげ、淀よどみなく語りだした。

「まずは相手の戦力を知るべきでしょう」

「ほう。しかし奴やつらのアジトがどこにあるかもわかっておらんが」

「それはご心配に及びません。ちょっと失礼」

　そう言うとクロムは立ち上がり、上かみ手てに席を列する武官たちの間を抜け、壁かべに掛かけられるグラウスタンディア皇国地図の前に立つ。

「我々が襲われたのはちょうど紅海のこの辺りの位置になります。そしてその際、逃とう亡ぼうする海賊団が逃にげた方向は、北北西のこの方角」

　クロムは地図を指差し詳しよう細さいにその位置を説明していく。

「この方角でアジトに出来そうな場所があるのは、エルコ火山のふもとに当たる、この複雑な岸がん壁ぺきの辺りになります。そう考えれば、このどこかにアジトを構えていると推すい測そくできます。なのですぐに調査を開始してください。敵戦力を知らないことには、こちらも討とう伐ばつのしようがない」

　すると武官の一人が立ち上がった。

「しかし場所が分かったからと言って、リジア人の中に潜せん入にゆうなど出来ぬであろう」

「それはご心配なく。簡単に戦力は見分けられます」

「それは如い何かに？」

「船の数を数えればいいんです。リジア海軍の船は三種に分けられます。大型帆はん船せんなら収容人数は４００人。中型の手て漕こぎ甲かん板ぱん船なら80人。甲板のない手漕ぎ葉形船なら20人。つまり船の数を見れば兵の数も自おのずと知れるという事です」

「………な、なるほど」

　納なつ得とくした武官はそのまま着席する。そしてジルバ皇がそれに言葉を継つぐ。

「さすがに異民族文化に詳くわしいな。相あいわかった。その調査、即そつ刻こく開始しよう。ところで……」

　それまで温和な表情をしていたジルバ皇の顔が、見る間に急変した。

　見る者を斬きり捨すてるような鋭するどい眼光。僅わずかな隙すきも介かい在ざいさせぬ呼吸。

　たった一瞬で、その場にいる者全員がたじろいでしまうような威い圧あつ感をクロムに向けた。

「クロムよ、おまえが連れている、その生き物はなんだ？」

　たった一言。その一言で、武官文官、フィフニス、ユースティナ皇女、遣使コウソン、そしてダカット皇子までもが呼吸が出来ぬほどの緊きん張ちよう感に包まれた。このプレッシャーを前に言葉を発せる者などいないかのような空気が皇の間を包つつみ込む。

　そして矛ほこ先さきを向けられたリュリュは、その場で立ち竦すくんだまま目を見開いた。それまでの彼かの女じよが感じた事のないような恐きよう怖ふを瞳に宿し、小さな身体は小刻みに震えていた。そして立っている事もままならなくなったリュリュは、その場に膝ひざを付きそうになる。そんなリュリュにクロムは駆け寄り支ささえながら、平然とした様子を装よそおいジルバ皇の問いに答えた。

「妹ですが、なにか問題でもございますか？」

　そう言い返したクロムに、ジルバ皇は目を眇すがめ眉み間けんに皺しわを寄せる。

「…………余よを謀たばかるか、小こ僧ぞう？」

　しかしクロムは微み塵じんも動どう揺ようの色を浮かべない。

「仮に謀たばかったとしても、ジルバ皇が恐れる様な事にはなりませんのでご安心を」

　そのクロムの言葉に場が凍こおり付ついたように沈黙した。それは時間にすれば１秒もなかったのかもしれない。しかしその１秒が、あまりにも長く感じられるほどの沈黙。

　そしてその沈黙はジルバ皇の笑い声によって破られた。

「はーっはっはっはっ！　国皇であるジルバに恐れるものがあると申すか、貴様は!?」

「さて、自分は皇になったことはございませんので、解りかねます」

「皇は恐れぬ！　何者をも恐れぬ、故ゆえに皇であるのだ！」

　その言葉を待っていた、とばかりにクロムは間かん髪ぱつ容いれずジルバ皇の目を見み据すえる。

「であるなら、妹が何者であろうとも、どうかお咎とがめをなさいませぬな。妹はただこの世界を見る為ためだけに山を降りたのです。ただそれだけにございます。王道覇は道どうの前に立ち塞ふさがる者にはございません」

　その場にいる誰だれもが、ジルバ皇と自分の会話の意味を解することは出来なかっただろう。
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　またそうでなくては困るとクロムが考えていると、ジルバ皇は何を思ってか玉座に肘ひじを突つき、こちらを眇すがめ見る。その目は敵意などという生なま易やさしいものではなかった。

「………よかろう。相あいわかった。余を前に服まつろわぬ主の胆たん力りよくも合わせ、此こ度たびは目を瞑つぶろう。下がってよいぞ」

　押おし殺ころすように言葉を放つジルバ皇。だがクロムは何食わぬ顔のまま頭こうべを垂たれ一礼し振ふり返かえる。するとクロムの内心を代弁するようにユースティナが胸を撫なで下おろしていた。




　皇への謁えつ見けんが終わり、クロムたちは再び応接間へと戻ってきた。

　応接間に入るや否や、ユースティナとフィフニスが重いため息を吐つく。

「……あんなお父様、見たことがない」

「心臓が口から出るかと思いました」

　ゲッソリとした二人を尻目に、クロムの方はリュリュの介かい抱ほうをしていた。二人とは打って変わり、リュリュの方は、まるで流行はやり病やまいにでも当てられたかのように顔を真っ青にしていたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　何だかずいぶん具合が悪そうですが？」

　心配するフィフニスの問いかけにも答えられず、リュリュは儚はかなげにソファに横たわる。

　代わりにクロムがそんなリュリュを気き遣づかいながら返答した。

「命に別状がというようなものじゃない。一時的なものだ。皇様になんて会った事もなかったから、あの空気に当てられたのだろう」

　淡たん々たんとそう言うクロムに、ユースティナは納得のいかないような顔で腰こしに手を当てた。

「クロムよ、その娘むすめはおまえの妹ではないのか？」

　ある程てい度どの確信を滲にじませた彼女の問いかけに、クロムはリュリュから目を上げずに言葉を濁にごした。

「………おそらくは、ユースティナ様のお察しの通りです」

「では、お父様が言っていたことは、どういうことだ？」

　彼女が問いただしている事の内容が解らないクロムではない。

『その生き物はなんだ？』

　ジルバ皇がクロムに言ったその言葉の意味を彼女は問うているのだ。

　そしてクロムの傍かたわらでは、気まずそうにフィフニスが視線を逸そらす。

　先日の船上で見た魔ま獣じゆうを思いだしている事は容よう易いに想像できる。ただそれが興味深い疑問から、何か触ふれてはならぬものであることを、先ほどのジルバ皇の様子から感じ取ったのだろう。

　ただそれはユースティナ皇女もまた同じである。初めて見たであろう父のあの気き迫はくに、彼女も慄おののくように気おされていた。だがフィフニスと違ちがったのは、ユースティナがジルバ皇の娘であり、そして皇女であるという事。父であり皇であるジルバがとった態度の意味を知ることは、皇族である自分の義務であると考えているのだろう。

　たとえそれが触れてはならぬ事であろうとも、知らねばならぬという意思がある。

　それ故ゆえにクロムはジッとリュリュの横顔を見つめながら黙もつ考こうした。

　この件を今の彼女に話すべき事こと柄がらであるのかどうか。

「……ユースティナ様」

「……うむ」

「あなたには、いずれリュリュの事を話す時が来るでしょう。しかしそれは、あなたにとっては最悪の事態が起こった時となります。だから今はこれ以上は問わないでください」

「……お父様は、その娘の正体を知っているのか？」

「……おそらくは」

「私がそれを知ってはならぬのだろうか？」

　ユースティナの固く強こわ張ばった問いかけに、クロムは首を横に振る。

「いいえ、むしろいつかは知らねばならない。しかし今は知ってはならない。重要なのはいつ知るかです。今知ることは、皇女にとってただの足あし枷かせにしかならない」

「………………」

　クロムの言葉にユースティナはそれ以上言葉が見つからなかったのか固く口を結んだ。ただその表情は納得が行っていない事がありありと判わかるほど険しい。その様子に気が付いたフィフニスがオロオロとする。

　クロムの方は変わらずリュリュの汗あせを拭ふいたり、水を飲ませたりと手を休めない。

　ユースティナはしばらくの間、ただジッと睨にらむようにその視線をクロムから離はなそうとはしなかった。しかし我が慢まんしきれなくなったのか、彼女は掠かすれそうな声で小さく呟つぶやいた。

「………そういうのは嫌いやだ」

「は？」

　ユースティナの言葉の意味が解らずクロムは顔をあげる。すると彼女は一いつ介かいの少女のように不ふ機き嫌げんそうな顔でクロムを見下ろしていた。

「私はクロムに何か秘密にされるのが嫌なのだ！」

　そう言い放ったユースティナに先ほどまでの皇女らしさは存在しない。年とし頃ごろの少女がやるせなさを吐はき出すように拳こぶしを握にぎりしめていた。

「そんな無む茶ちやな。僕にだって秘密の一つや二つくらいありますよ」

「そんなことはわかっておる！　わかっておるが……」

　ぐぬぬ、っと言葉に出来ないもどかしさをその顔に浮かべるユースティナ。

「だけど、嫌なものは嫌なのだ！」

　そう言うと踵きびすを返し応接間を出て行ってしまった。

　取り残されたクロムはポカンとし、フィフニスは額ひたいに手を当てて、

「……あちゃあ」

　と項うな垂だれたのであった。




　クロムはまだ具合の悪そうなリュリュを背負い、フィフニスと共にマカオン家へと向かって歩いていた。

　今日一日で精神的にクタクタになったであろうフィフニスは、城を出てから緊張の糸が切れたせいか、いつも以上におしゃべりだった。

　どこそこの店の魚料理はおいしいとか、あそこの雑貨屋はたまに不良品があるとか、取るに足らないような世間話である。ただ精神的に疲つかれたのはクロムも一いつ緒しよだったので、そんな世間話が妙みように耳に心ここ地ちよく響ひびいた。

　何よりこうして他た愛あいのない話を楽しそうに話すフィフニスは、年相応の少女らしさをかもしだしている。そんな事実がクロムにとっては一番安心したとも言える。国の都合とはいえ、あまりに若くして騎士の称しよう号ごうを得えたことは、彼女にとってはきっと負担だっただろう。それでも彼女は気き丈じように振る舞い続けていた。その事実がクロムにとってはやや不安でもあったのだ。

　そんなフィフニスが、ふと話題を切きり替かえクロムに顔を向ける。

「ねえ、クロム」

「なんだい？」

　するとフィフニスは少し迷うような態度を取って徐おもむろに口を開く。

「……あのですね、ユースティナ様の事なんですけど」

「ああ、皇女様がどうかした？」

「その、なんていうか……こういう風に勘かんぐるのもどうかなって、私は思うんですけど、そのなんていうのかな……ユースティナ様はクロムのこと、どう思ってるのかな、って」

「……………」

　何の返答もしないクロムに、フィフニスは急に慌あわてたように手をブンブンさせる。

「あ、いや、あのですね、別に、そういうあれじゃなくて、その、なんていうか……」

　クロムとて子供ではない。フィフニスの言わんとすることくらいはわかる。

「つまりフィフニスは、ユースティナ様が僕ぼくに異性として好意を持っているんじゃないのかと、そう聞きたいのかい？」

　するとフィフニスは感情を隠しきれなかったのか、一気にテンションが上じよう昇しようする。

「キャー――っ！　いや――――そそそ、そういう訳じゃないんですよっ！」

　顔を真っ赤にしながらジタバタするフィフニスはずいぶん楽しそうである。

　まあ、15歳と言えば他人のそういった話が楽しくて仕方ない年ごろだろう、とクロムは思う。しかしこの件に関しては聊いささか勘ぐりすぎというものだ。

「残念だけど、フィフニスが楽しめるような関係じゃないと思うね」

「ええ!?　で、でも、ユースティナ様のさっきの態度だって、絶対おかしいですよ！」

　拳こぶしをグーにして、目をキラキラさせるフィフニス。

「だって、あれ絶対、リュリュちゃんに対する嫉しつ妬とですよ！　秘密にされるのが嫌だとか、もう完全に恋こいする乙女おとめじゃないですか！」

　こうなってしまった思春期少女を論理的に諌いさめることは中々難しい。

　下手をしたら皇おう宮きゆうの官かん僚りようたちを説得するより骨が折れる場合がある。

「あのねフィフニス。いいかい、ユースティナ様が抱いているのは確かに嫉妬だろうし、独どく占せん欲よくのようなものだとは思う」

「きゃほ―――っ！　やっぱりそうですよね！」

「でもそれが恋こい心ごころかどうかというと……断言できるが、絶対に違う！」

「…………なんでそんな夢のないことを」

　フィフニスのテンション、一気にダダ落ちである。

「もう一度断言しておこうか。恋心ではない!!」

「ううぅ！　なんでわざわざ追い打ちを掛けてきたんですか!?」

　どうしても皇女と恋こい仲なかになって欲ほしいようである。

「そもそも常識的に考えればわかるが、身分が違うんだ。そういった相手と恋愛関係になるなんて発想は思い浮かばないだろう」

「何言ってんですか！　そこがいいんじゃないですかっ！　だって皇女とその部下の許されぬ恋ですよ！　身分故ゆえに結ばれることのない二人の悲ひ恋れんの物語ですよ！」

「ああ、フィフニスの中で、最後はバッドエンドなんだ……」

「バッドエンドじゃないです！　悲恋です！」

　しかもフィフニスの脳内で妄もう想そうはグングン成長を始めている。早いところ収束させねば、とクロムは内心僅わずかに焦あせる。

「……いいかいフィフニス」

「はい、なんですか？」

「フィフニスは兄弟姉妹がいないから想像しにくいかもしれないが、ユースティナ皇女の僕に向ける感情は、兄に負けたくない弟妹の感情に近い」

「………想像しづらいですね」

「想像しづらいだろう。しかし彼女を５年前に焚たき付けてしまったのは紛まぎれもなく僕であるし、それ故ゆえに彼女は必死になって僕が『参った』というまで頑がん張ばるだろう。しかしそれはやはり恋心ではない。少なくとも現在のところは」

「…………現在の……ところはっ!?」

　しまった、とクロムは思った。流そうと思っていたのに、まさか食いついてくるとは。

「つまりクロムとこれから恋仲になる可能性もあるわけでよね！　いいえ、答えなくても結構です。そうなる可能性は私の直感によれば、かなりの確率であると考えてます。いや、正直なところ既すでに始まっていると考えてもおかしくはありません。あそこまで感情をむき出しにするユースティナ様を私は見たことが有りませんもん」

　確かにユースティナはクロムに対して感情的になることがある。普ふ段だんの皇族や、城の者にクロムと同じような態度を取ることは決してない。そういう意味ではクロムは特別な存在とも言えるが、しかしフィフニスの想像は的まとを外はずしている。

　まあ、『特別な存在』＝『恋愛』、という短たん絡らく的てきな考え方は、年とし相そう応おうであるから責めることは出来ないのだが。とにかくここは穏おん便びんに話を収束させようと、クロムはフィフニスの肩に手を掛ける。

「いや、だからだね」

「いいえ、それ以上のお言葉は結構です、はい。わかってますとも。ユースティナ様もまだ今のもどかしい感情が恋心であるとわかっていないのですね。なるほど、なるほど。そうですよね、お城の中で四六時中勉学に励はげまれているご様子ですし、クロムよりよっぽどそういった話題には疎うといものとお見受けします。ふふふ、ということは、どの段階で今の感情が恋心へと昇しよう華かするか、そこがこれからの見どころということですね。いやあ、目が離せなくなってきました！」

　妄想を爆ばく発はつさせるフィフニスにさすがのクロムも頭を抱かかえた。『仕方ない思春期だもの』と諦めかける気持ちもあったが、とりあえずフィフニスの口を塞ふさぐべく、クロムも反撃に打って出る。

「そういうフィフニスは、人の事ばかり気に掛かけているようだが、自分の方はどうなんだい？」

「私ですか？」

　質問の意図をつかみかねたのかキョトンと首を傾かしげるフィフニス。

「フィフニスだってもう年頃だ。恋愛話の一つや二つあってもおかしくはないと思うけどね。どうだい、ボーイフレンドくらいは出来たのかい？」

　と矛ほこ先さきを向けた途と端たん、彼女は一気に顔を真っ赤にする。

「なななな、わたわたわたわた私が、そ、そんな！　なにを言っているんですか！　ク、クロムは破は廉れん恥ちです！　お、女の子に対してなんていう事を聞くんですか！」

　さっき自分が散々妄想の弾だん丸がんを投げつけてきた癖くせに、とは思っても言わない。

「私はそんな事している場合じゃないのです！　騎士としての職務があるんですから！」

「そ、そうかい」

　まくしたてるフィフニスにビックリしながらも、随ずい分ぶんと初心うぶな反応にクロムは肩を落とす。妹のように思っていたフィフニスが、年頃になっても恋の一つも出来ない事にである。普ふ通つうであるなら、もうとっくに恋こい人びとくらいは作っていてもおかしくはない。

　ただそういった相手を連れてきた場合、やはり兄のような立ち場の自分は、その恋人を殴なぐらねばならないだろう。全力で！

　思いを新たにしながら歩くうちに、マカオン家に到とう着ちやくし、玄げん関かん口ぐちに立つ。

　そこでふとクロムはフィフニスに問いかけた。

「フィフニス、今日いたあの武官文官たちの中に、君を罠わなにかけた者はいたのかい？」

　ドアノブに手を掛けたフィフニスはそのまま固まったように動きを止め俯うつむいてしまった。

　クロムを迎むかえに行くという任務に仕し掛かけられた罠わな。

　宮中の者が、手配した山の民に金を握らせフィフニスを亡なき者ものにしようとした策略。

　その首しゆ謀ぼう者しやに、フィフニスは目星がついている筈はずだった。

　フィフニスは小さな声で呟つぶやいた。

「………いましたよ」

　彼女の呟きは、消え入りそうな程ほどにか細ぼそかった。ほんの少しクロムに振り返り、無理をするようにフィフニスは笑え顔がおを浮かべる。

「いましたが………でもこれは私の問題です。マカオン家と私の問題。だから、きっと自分の力で何とかしてみせますから」

「……そうか」

　宮中でフィフニスは、あの事実を報告しなかった。仮にもし報告しようとしていたら、クロムが止めるつもりだった。

　何な故ぜなら、報告していれば逆にフィフニスが咎とがを受ける可能性があったからだ。

　そもそもあんな姑こ息そくな罠を15の少女に掛けようとする手合いである。

　たとえ生きて帰ってこようと、言いい逃のがれの策くらい考えていて当然だろう。

　特にフィフニスは騎士の称号を持ってはいるが大人ではない。だから言葉の信しん憑ぴよう性せいは、自おのずと軽視されることになる。おそらくフィフニスに罠を仕掛けた者は、それを考こう慮りよに入れて、あの作戦を考えたのだろう。

　そう考えるとグラウスタンディアの現在の姿は、酷ひどく歪いびつな国家体制だと言える。まだ子供に大人と同じ仕事をさせ、そのくせ大人の都合が悪い時は、子供であると断ずる。

　そんな環境下で騎士となった少女は、硬く不器用な笑顔をクロムに向けた。

「だからクロムが心配することはないんですよ。クロムはちゃんとユースティナ様に誓った忠誠を果たすようにしてください。私がその足を引っ張ってはいけないので」

　逆風を受けて尚なお、フィフニスは決して折れぬようにその場に立ち続けている。言い訳も、告げ口もせずに、ただ受け入れ、乗り越えようとしている。しかし強張ったものは折れやすい。心も然しかりである。だからこそ、クロムはそんな彼女の背中に言葉を投げかける。

「だが、一人でどうにもならなくなったら、ちゃんと言うんだ」

　フィフニスは、ただ佇たたずむようにして口を噤つぐんでいた。

「人間一人で出来ることなんて限られている。それを無理に一人でやろうとするのは、頭の悪い人間のすることだ。フィフニスが賢かしこい人間であることを願っている」

　クロムのその言葉にフィフニスは再び少しだけ振り向き、

「クロムはもう少し言葉を選ぶべきですよ。そうしたら、ユースティナ様だって絶対惚ほれ直すのに……」

「僕にはこれがあるから、そんな必要はない」

　そう言ってクロムは腰にぶら下げた書籍をポンッと叩たたいてみせた。それを見てフィフニスもほんの少し、だが先ほどよりも柔やわらかく笑い返すのだった。




　その夜の事である。

　具合を悪くしたリュリュには早々に食事をとらせ、そのまま寝ねかしつけた。そしてクロムは調べものをしに、カウフマンの書しよ斎さいで蔵書を少しあさり、自室へと戻もどった。

「？」

　すると明かりもない寝しん室しつの闇やみの中に、リュリュが息を殺すように俯うつむき佇たたずんでいた。

「どうしたんだい、リュリュ？」

　顔を上げたリュリュの頬ほおに月明かりが差し込む。その顔はどこか怯おびえを宿したかのように儚はかなげな表情していた。

「………クロム、そこにいる？」

「ああ、僕はここにいる」

「どこにも行かない？　クロムはリュリュと一緒にいてくれる？」

「ああ、ずっと一緒だとも」

　リュリュはクロムに駆け寄ると、消えてしまいそうな程ほどか細い腕うででクロムの身体を抱だく。

「クロム、あの人間はなに？」

　その言葉がいったい誰を指しているのか、クロムは容易に想像がついた。

「ジルバ皇かい？」

　その問いにリュリュは小さく頷うなずく。

「あの男の後ろに、とんでもないモノがいた。あれは……あれはこの世のモノではない」

　リュリュの瞳はあの時、人間には見えないモノを見ていたのだろう。

　それはこの世に存在しない筈はずのモノ。

「クロム、あれはいったいなんなの？」

　潤うるませたリュリュの瞳を覗のぞき込み、クロムは一言、こういった。

「あれが、精霊神シオンの姿だ」

「……精霊……神？」

　頷うなずき返すクロムの胸にリュリュは顔を埋うずめる。

「リュリュはこの世界に降りて初めて、自分が死ぬのだと実感した。クロム、この震ふるえは何？　この胸の中に渦うず巻まくものは何？」

「それが恐怖だ。人が危険を感じたときに抱く『気持ち』だ」

「……そうか。これが恐怖か。ウツロのワタシが人間のように、恐怖したのだな」

　月明かりが二人を照らす。対流しない空気の底で二人は身じろぎもせずにいた。

　この世界でただ二人しか知らぬ秘密を抱えながら。







第三章　狂戦士ガジェル・プリアモス







　登城の次の日の事である。クロムは特別することもなかった為ため、朝からカウフマンの蔵書をひっくり返したりしながら一日書物を読んで過ごすと決めていた。リュリュの容体も日を越えてからはいつもの様子に戻っていたが、大事を取って今日は寝ているように言っておいた。それでもずいぶんと調子は良いようだ。食欲も少しは戻ってきたのか、今は五杯目の麦むぎ粥がゆを啜すすっている。このままリュリュの看病をしながら、カウフマンが至し高こうの傑けつ作さくだと熱弁していた『新にい妻づま物語～まだ新しん婚こんなのに～上・下巻』を読破しようと考えていた。

（……題名からして名作の予感しかしない）

　本の表紙を眺ながめるクロムの表情は冷静そのものだったが、有り余る期待が陽炎かげろうのように背はい後ごから立ち昇のぼっていた。

　しかしそんなクロムの思おも惑わくは、昼過ぎにあっさりと崩くずれ去さることになる。

　ベッドに寝かしつけたリュリュの横で書籍のページを捲めくっていると、階下が急にドタバタと騒さわがしくなった。騒がしくしているのはマカオン家の使用人であったが、その中にフィフニスとその祖父カウフマンの声も混じっていた。そして、いったい何事だろうかとクロムが立ち上がりかけたところで、部屋のドアが勢いよく開け放たれる。

「…………………」

　そこにはへの字口をしたユースティナ皇女が腕を組んで立っていた。

　下の階が大騒ぎするはずである。一国の姫ひめ君ぎみが、従じゆう者しやを連れているとはいえ、城から飛び出してきているのだ。通常であるのなら、クロムが呼び出されるか、または姫の使いの者が言こと伝づてにやってくるのが常識だ。

　という事は、姫の口から直接話す必要があり、さらに言えば時間的制約も課かせられた、それ相応の差さし迫せまった何かがあるという事だろう。

　クロムは少なからずめんどくさそうな雰ふん囲い気きだけは敏びん感かんに察知し、書籍の間に栞しおりを挟はさみながら溜ため息いきを吐ついた。

　するとユースティナも昨日の事の気まずさがあってか、やや視線を泳がせたりする。

「や、やあ、クロム。昨日ぶりだな」

「そーですね」

「その……なんだ、妹はずいぶん元気そうになったな」

「そーですね」

「な、なんだ!?　そのそっけない感じは!?」

「いやあ、なんと言いますか……昨日、あんな勢いで啖たん呵かをきって飛び出して行ったので、しばらくは僕から会いに行っても避さけられると思っていたので」

　ぼんやりとそう口にしたクロムに、ユースティナはプイッと横を向いて、

「ふ、ふん、私だっておまえの無礼な態度を許しているわけではない。ただ早急に動いてもらう必要があったから来たまでだ」

　と言った。それでもクロムは別段態度を改める気はないので変わらずに返答する。

「そうですか。で、なんですか？」

「……うぅ、おまえというやつは、本当に人の気も知らないで……私はあの後、むしゃくしゃしてろくに眠れもしなかったのに……」

「おやおや、それはご愁しゆう傷しよう様さまです。僕はぐっすり眠れました。で、どうしたんですか？　僕を思って眠れないって、それ恋こい煩わずらいですか？」

「なぁっ!?」

　そういった話に耐たい性せいがなかったのか、ユースティナの顔がボンッと音でも立てたかのように真っ赤に染まる。

「だ、誰がクロムなんぞに恋こい煩わずらいなんかするものか！」

　どうやら彼女の逆げき鱗りんに触れたようだ。

「でも、まるで初めて付き合った彼氏に意地を張る初心うぶな少女のような反応をしていたじゃないですか」

「ななっ、何を言い出すのだクロム！　そ、それでは、まるでクロムと私が………こここ、恋人みたいではないか！」

「ええ、そんな感じの反応だったので、てっきりユースティナ様が身分の差を振り切って、許されぬ恋に身を焦こがしているのかと」

　……と、フィフニスが言っていた、とまでは言わないでおいた。

「そ、そんなわけあるか！　そんな事は絶対にありえんのだ！」

「まあ、常識的に考えればそうなりますね」

「常識でも非常識でもありえんのだ！　クロムは私の………………」

「？」

「………私の家臣なのだ！　ずっと、永遠に私の家臣なのだ！　昨日クロムが言っていたではないか！　私が……理想を掲かかげ続ける限り……その……一緒に居てくれると」

　どういう訳か次し第だいにユースティナの言葉は自信なさ気に小さくなっていく。

「……だ、だから……そういう事なのだ。クロムはずっと私と一緒に居なくてはならんのだ。私がどこへ行っても、老いたとしても、たとえ天てん命めいが尽つきようとも、ずっと一緒に居なくてはならんのだっ！」

「なんだか恋人どころか、そこらの夫婦以上のものを求められてますね……」

「ふうふっ！　ふーっ夫婦などと、なにをそんな大それた！　私とクロムが、そんな……」

　本当にこういう話に耐たい性せいがないのだろう。今にも目がぐるぐる回り出しそうなユースティナをこれ以上いじくると大変な事になりそうだ。

　クロムは話を切り上げる為ため、扉とびらの裏に隠れている人物に向かって声を掛ける。

「ほら、そんなことはないそうだよ、フィフニス」

　すると扉の隙すき間まから、ビクッとしたフィフニスの頭がぴょこんと見えた。

　それを確かく認にんした後、視線をユースティナに戻したクロムは木き椅い子すを出してくると、

「さて皇室のようなフカフカのソファはありませんが、立ち話も何なんでおかけ下さい」

「う、うむ」

　促うながされたユースティナは椅子に腰を掛けると幾いく分ぶん落ち着いたのか、コホンと咳せき払ばらいをし、ここに来た本題を話し出した。

「昨日のクロムの箴しん言げんのおかげで、今グラウスタンディア軍の斥せつ候こう隊たいがリジア海軍の戦力調査に今朝出航していった」

「そうですか。早めにわかった方がいいでしょうね。あまり時間がかかりすぎると、最終的にリジア宗しゆう旨し国家の思惑通りになってしまう可能性もありますし」

「なんだ、リジアの思惑とは？」

「まあ、いろいろありますが、どちらにしてもあちらに時間を与えていいことはあまりない、という事です。おそらくあちらは開戦の為ための算段を立てて動いているのは間ま違ちがいないのですから」

「……そうか」

　呟つぶやくように言ったユースティナの反応にも、緊張の色がにじみ出ている。

「さて、それについてユースティナ様が、会いたくもない僕に無理を押してまで会いに来るという事は、それなりに差し迫った理由があっての事とは思いますが……」

「別に会いたくないとは言っておらぬ……意地の悪い奴だ」

「いえいえ」

　姿勢を正したユースティナは改めるように話し出した。

「５年前、戦乱の兆きざしあらば再び皇こう国こく七しち聖せいを召集する、と言ったな」

「ええ」

「クロムを呼んだのもその一いつ環かんだ。戦争が始まってからでは遅い。始まる前に皇国七聖のメンバーを集める必要があると思っている」

「そうですか……しかしカウフマンさんも既すでに老齢ですし、イリヤさんとかは世界中回っているでしょう？」

「ああ。ただイリヤとファウラに関しては、既にリジア宗旨国家内で諜ちよう報ほう活かつ動どうをしてもらっている」

「中々手回しが早い」

「ふふん、私だってこの５年間なにもしていなかったわけではないのだ」

　ちょっと嬉うれしそうにするユースティナに、クロムはその他ほかのメンバー名を挙あげていく。

「えっと、地質学者のロブさんと軍師のカウフマンさんは皇都に住んでますよね」

「うむ、だが鍛か冶じ屋やのウル・マッカランは田舎いなか暮らしだ。まだ連絡が付いていない」

「なるほど、でイリヤさんとファウラはリジアに潜せん入にゆうと……という事は、後は……」

「ガジェル・プリアモスだ」

　その名を聞いたクロムは顔を曇くもらせる。

　ガジェル・プリアモスという名の傭よう兵へい――クロムは彼かれと相性が良くない。

「どうしたのだクロム？」

「ああ、いえ。ガジェルですか……」

「そういえば、クロムはガジェルとはあまり仲がよくなかったか？」

「よくなかったというか、考え方が違いすぎましたね。幾いく度どか衝突もしましたし」

「そうか……しかし彼の戦闘能力は……」

　中空をぼんやりと見つめながらクロムは続きを足すように答える。

「間違いなくどこにも引けを取らないと思います。うまく彼を使いこなすことができるのなら、戦いによる被ひ害がいを最小限に押しとどめることも出来るでしょう。しかし彼を使いこなせなければ、必要のない死者を生むこともあります」

「……………………そうか」

　重くそう言ったユースティナを見ながら、クロムは顎あごに手を当てる。彼女がガジェルの名を出したことでクロムにも少なからず察するものはある。

「もしかしてガジェルの行方が分かったんですか？」

　するとユースティナはやや気まずそうに小さく頷うなずいた。

　その反応にクロムは頬ほお杖づえを突きながら続けた。

「なるほど。それを僕に迎えに行けという事ですね」

「しかし判断はクロムに任せる。カウフマンのように年ねん齢れいで召集に応えられない者だって出てきているのだ。新たな編成が必要なことくらいは私も承知している」

　いつにないユースティナの気弱な返答に、クロムは首を横に振る。

「いえ、ガジェルの存在はやはり必要になるでしょう。なにより彼には国家意識や、騎き士し道精神といった種類の感覚が一いつ切さいない。戦闘の場があれば喜び勇んで飛んでいく。そういう人間なら尚なお更さら、皇国七聖の存在が彼の暴走を歯止めする一つの枷かせにもなるでしょう」

「そ、そうか」

　ユースティナは少し安心したようにホッと息を吐ついた。

「まあ何とかして見せます。それに今回の海かい賊ぞく船せん騒さわぎも、もしどうにかするなら彼くらいの戦闘能力を持った人間が必要になるでしょうしね」

　これからのグラウスタンディア、そしてユースティナ皇女の掲かかげる国を造る為ためにも、やはりガジェル・プリアモスという駒こまは絶対的に必要であるだろう。

　そうして考えを纏まとめながら、クロムはそこで話を一度区切った。

「さて……ところでユースティナ様」

「なんだクロム？」

　急に雰囲気を変えたクロムに、ユースティナはキョトンとした顔をする。

　クロムは話を聞いているうちに、何な故ぜユースティナが皇宮から飛び出してきたのか見当がついたのだ。そしてそれはガジェルの懸けん案あんよりも重要な事だとクロムは感じた。

「どうやら僕がいない間に、随ずい分ぶんとご無理をなされていたようですね」

　突とつ然ぜんそんな事を言われたからか、ユースティナは誤ご魔ま化かすように、

「べ、別に無理なんか私はしていないぞ！」

　と言う。だがクロムは既すでに、彼かの女じよが一人で必死になって行動をしていた事が手に取るようにわかっていた。

「へえ……ではどうしてわざわざ人目を避さけて、姫ひめ様さまは僕に会いに来たんですか？」

「うっ……それは……」

　思わず言葉に詰まるユースティナ。彼女が口に出来ない事を、クロムは代弁するように続けた。

「ジルバ皇やダカット皇子がユースティナ様を快こころよく思っていないのでしょう」

　クロムがそう言うと、ユースティナはシュンとする。

　国の為ためであるとはいえ、行動的なユースティナをジルバ皇やダカット皇子が疎うとましがっている事は容易に想像がつく。

「ガジェル捜さがしも他のメンバーへの連絡もあなたが中心になってやっていた筈はずだ。皇子たちの目を気にしながら。だから昨日のように、皇子が目を光らせている皇宮でこの話をするのは憚はばかられた。で、わざわざ姫様がここまで足を運んだ。そんな所ですかね」

「………」

　ユースティナは何も言わなかった。しかしそれが答えであった。皇宮に於おいて彼女を助けてくれるものは少ない。殆ほとんどがジルバ皇と皇太子ダカットに阿おもねる中で、彼女はいずれどこかの貴族の下へ嫁とつぐのを待つ存在。誰だれが彼女を助けてくれるだろう。

「まあ大変なのはこれからですが、あまり一人では抱え込まないように。少なくともあなたに出来ないことは、僕が引き受けますから」

「……クロム」

「ユースティナ様が理想を掲げ続ける限り、僕はあなたと一緒にいるわけですからね」

「…………うむ……ありがとう、クロム」

　俯うつむきながら小さく微ほほ笑えむユースティナ。その顔を見て、漸ようやくクロムも安あん堵どの息を吐ついた。

「さて、それでユースティナ様。ガジェルは今どこにいるんですか？」

　改めてそう聞いたクロムに、ユースティナは詳しよう細さいなガジェル・プリアモスの所在についての情報を語っていった。




　ラヴァダ領は皇都シオニアから西へ馬で５日間ほどの距きよ離りにある。貴族であるラヴァダ家によって管理されたその土地は、麦などの農作物を中心とした穀物で生計を立てる、どこにでもある領地である。

　ユースティナ皇女からの情報によると、現在このラヴァダ領の中にある小さな村に、ガジェル・プリアモスを名乗る者が逗とう留りゆうしているのだという。気分屋のガジェルが、皇室からやってきた見ず知らずの使いの出頭要請に答える筈はずもないことは、クロムが一番よくわかっている。なのでクロム自身が、傭よう兵へいガジェルを迎えに行くのが最も効率的であった。

　そうしてクロムを始めフィフニス、リュリュの三人がこの領地にやって来て、宿を取り、目的の人物ガジェル・プリアモスの情報を集めることになった。

　宿で荷物を降ろしたフィフニスが、ユースティナから渡された人相書きを取り出し、それを眺ながめながら眉み間けんに皺しわを寄せた。人相書きの横に補足として書かれた彼の特徴は、『背が高く、精せい悍かんな顔つきをした26歳さいの男性』とある。

「ねえクロム、ガジェルさんってこんな顔なんですか？」

　そう言って似顔絵をクロムに見せてくるのだが、どうにも似ているとは言えない。

「う～ん、グラウスタンディアの人間はどうも芸術に対する造ぞう詣けいが浅い、としか言えないなあ。せめて人相書きくらいはもう少し似せて欲しいものだね」

「………ですよね。まあ、クロムがガジェルさんの顔を知っているのが救いです」

「ああ、そうか。フィフニスはガジェルに会った事は……」

「あったかもしれないんですけど、覚えていません」

「まあ、そうだろうね。ガジェルはあまり人の家に遊びに来るタイプでもなかったし」

「……で、どんな人なんですか、ガジェルさんって？」

「出身は西スタンディア地方だから、色白で筋肉質で背が高い。そういった風体の人間はこの辺りでは目立つから、聞いて回ればすぐに見つかるだろう」

　と楽観的なクロムの言葉を潮しおに、とにかく聞き込みをする事から始めることにした。

　だが、思わぬほど早く彼についての情報を得ることが出来てしまった。それは部屋を出てカウンターに鍵かぎを預けに行った際、宿の女将おかみの世間話からポロリと零こぼれ出たのだ。

「あら、あんたたち、あれ？　有名なガジェル様がいるから、見学に？」

「え、あ、ええっと……」

「昨日から泊まってるお客さんも、ガジェル様を見に来たんだって。剣けんを持ってたから、きっと稽けい古こをつけてもらいに来たんでしょうね」

　詳くわしく聞くと、どうやらガジェル・プリアモスはこの村に既すでに数週間逗とう留りゆうしているらしいのだ。そしてそんなガジェル目当てに、腰こしに剣を差す者がここを訪れるらしい。あまりに強いと噂うわさされるガジェルに、剣を指導してもらおうという者が後を絶たないとの事だ。

　確かに５年前の戦せん役えきに於おいても、ガジェルの奮ふん闘とうぶりは方々まで伝説のようになって知れ渡わたっている。そんなガジェルは現在、この集落の村長の家に客人として招まねかれているそうだ。さっそく手に入った情報に上機嫌のフィフニスと共に、村長の家へと向かう。

　しかしクロムはどうも腑ふに落ちない気持ちになった。ガジェルの人となりを知っているクロムにとって、どうも話に聞くガジェルと、自分たちが捜さがしているガジェルが別人にしか思えないのだ。

　そもそも、彼は自分の武ぶ勲くんを周りに吹ふい聴ちようする種類の人間ではない。更さらに言うと飽きっぽい性格をしている為ため、一つの村に数週間も逗留するという事そのものが怪しいと思えた。

　とはいえ５年もあれば人は変わる。そういう事も含ふくめて確認を取らねばならないだろう。そう思い、クロムはフィフニス、リュリュと共に村長の家へと足を向けることになった。

　村長の家にやってくると、家屋の中から大声で話をしている声が聞こえた。

「いやあ、まったくもってリジア戦役は大変だったぜ。相手の狂信者たちの追撃が次々にやってきては俺おれの率ひきいる軍が……」

　クロムたちが使用人に来意を告つげ、中に入れてもらう。と、そこには酒を飲みながら何やら自慢話をする男の姿があった。

　確かに人相書きには一致する。一致するがそれはクロムの知るガジェルではなかった。

　背が高い、というよりもひょろ長いといった印象。精せい悍かんな顔つき、というよりも弛し緩かんした顔つき。そして何より、過去をひけらかすその姿は、狂戦士ガジェル・プリアモスとは似ても似つかない全くの別人であった。

　そんなニセガジェルに目を細めるクロム。横にいたフィフニスが小声で顔を寄せる。

「ねえ、クロム。本当にあの人がガジェルさんなんですか？」

「違ちがうね、別人だ」

　どうやらガジェルの名を騙かたって、好こう待たい遇ぐうを受けようという腹の詐さ欺ぎ師しか何かなのだろう。せっかくここまでガジェルを求めてやってきたのに、無む駄だ足だったということになる。

　思わずため息を吐ついてしまいたくなる。既すでに国内は緊急の事態に陥おちいっているのに、こんなガセ情報に乗せられた自分たちも情けない。

「仕方ない、とりあえず一度皇都に戻ろう」

「………ですかぁ……ですよねぇ」

　三人が村長に挨あい拶さつをして帰ろうとしたその時である。酒に顔を赤らめたニセガジェルが、そんなクロムたちに気が付き、千ち鳥どり足あしでこちらにやってきた。

「おいおいおい、なんだい？　俺の武勇伝を聞きに来た村人でもなさそうだし、剣をぶら下げてるところを見れば、武人だな。そうか、なら、このガジェル・プリアモスがおまえたちに剣の稽古をつけてやろう！」

　突然ニセガジェルはものすごく面めん倒どうな提案を持もち掛かけてきた。

「ああ、でもタダって訳にはいかねえぜ。稽古料はいただくよ。まあ、あれだな。リジア戦役の英えい雄ゆうに剣の稽古をつけてもらうんだ。金貨３枚くらいはいただくがな」

　それにクロムはあっさりと、

「いえ、結構です」

　と無表情で返し、踵きびすを返す。

　するとどういうわけか、ニセガジェルがなおも食い下がってきた。

「あ、そうか。あんた、アレか。貧乏なのか。わかった、金貨２枚でも……」

「…………」

「いやっ！　１枚でもいいぞ」

「………………」

　無視してクロムたちは出ていこうとするのだが、ニセガジェルは尚なおも諦あきらめず縋すがり付つく。

「わ、わかった。じゃあ銀貨で、８枚！　な、８枚だ！　お手て頃ごろだろ……わ、わかった、５枚………４枚！」

　出ていこうとするクロムに、ニセガジェルはズルズル引きずられながらも尚なおも諦あきらめない。

「おまえ！　強情だな！　わかったよ！　銀貨１枚でいいよ！　今回だけだぞ！」

　ズルズルズルズル。

「な、なんて値切り上手な奴やつだ！　わざわざ俺に会いに来て、そこまで値切ったやつはいなかったぜ、まったく。よーし、わかった銅貨でいい！　銅貨でおまえの好きな枚数おいてけ！　なっ、それならおまえだって………」

　あまりの光景にポカンとしているフィフニス。

　そんな中ニセガジェルに話しかけたのは、接せつ待たいをしていた村長だった。

「あ、あのガジェル様」

「ん、なんだ村長」

「いえ、剣の稽古もよろしいですが、その……実は我々もガジェル様に折り入ってお願いしたいことがございまして」

「なにっ!?　そうなのか？」

「ええ、そうなのでございます。もしお引き受けいただければ、その……金貨の10枚ほどは工面できるのではないかと」

　農村の村長から金貨10枚とは、中々気きつ風ぷのいい話だ。

　これだけの小さな村そん落らくで簡単に用意できるような額がくではない。

　するとニセガジェルはクロムをつかんでいた腕を外し、すっくと立ち上がる。

「そんな話があるってんなら、水臭いじゃないか。早く話せばいいのに」

「いえいえ、いつお話ししようかと思っていまして、ずっと言いそびれておりました」

「なんだ、聞いてやるぞ！」

　ようやく解放されたクロムは一いつ瞬しゆんチラッと村長たちの方に目を向けたが、すぐに、

「さあ、フィフニス、リュリュ。行こう」

　と言って歩き出す。するとクロムの後についてくるフィフニスが小声で、

「ねえクロム。あの方って、人の名を騙かたるニセ者ですよね」

「ああ、いわゆる詐欺師ってやつだ」

「やはりこういう手合いは、騎士の名のもとに断罪すべきじゃないでしょうか？」

「褒ほめられたものじゃないが、一応詐欺師も職業であることには変わりないよ。騎士がわざわざ斬きり捨てなくても、高い危険を背せ負おってああいう事をしているんだ。僕ぼくらが口を出す必要はない。ほうっておいてあげるべきだろうね」

「そ、そうなんですか………」

　と二人はそんなことを周りに聞こえないように話しながら、その場を後にした。

　宿に戻ると、クロムは出立の準備をし始める。リュリュの方は荷物が少ないせいか、荷造りを終えて干しブドウをポンポン口に放ほうり込んでいる。

　クロムは出立前に一度山刀の手入れも必要だろうと、目め釘くぎを外して分解し、刃はを研いでおくことにした。そんな作業をしていると、フィフニスが心配そうにきょろきょろとしている。どうもあの村長たちの様子が気になっているようだ。

「……あの、クロム」

「なんだい？」

「あの村長たち、ニセのガジェルさんに何を頼もうとしてたんでしょう？」

「見ていて気づかなかったかい？」

「え、なんですか？」

「周りの農民、それに村長に至いたるまでみんなやつれてて、そのうえ顔が青白かったろ」

　あの村長の家に集まっていた村民は皆みな覇は気きがなく、疲つかれたような様子をしていた。

　それでも出来る限りそれを表に出さないように気遣っているのも見て取れた。

「そんな人たちが金貨を10枚も用意するなんて事態は、古今東西いつだって盗賊退治に決まってるじゃないか」

「と、盗賊退治!?　え、じゃあ、あのニセガジェルさん、盗賊と戦うってことですか？」

「まあ、そうなるだろうね」

「でも、ニセ物ですよ！」

　焦あせったようにフィフニスはそう言うが、クロムは気にせず山刀を丁てい寧ねいに研とぎながら話をつづけた。

「見なかったかい？　あのニセガジェルの剣ダコ、あれは、ちゃんとそれなりに剣を扱あつかったことのあるやつの証しよう拠こだ。それに身体にも斬られた傷もあった。ズブの素人って訳でもないだろう。まあ、多少は盗賊団にもダメージを与えて、嬲なぶり殺しにされるってところかな」

「ええ!?　まずくないですか、それって」

「それは仕方のないことだよ。人の名前を騙かたって美味しい思いをしようって場合は、それくらいの危険は承知の上だ。さっきも言ったが、それが騙だますという事を仕事にする人間が抱かかえるリスクなんだ」

「だから、さっき放っておけって……」

「そういうこと。それに詐欺師だって百害あって一利なしという訳じゃない。少なからず、路ろ頭とうに迷い絶望した村人に、一時的とはいえ希望を与えている。彼がまっとうな詐欺師であるなら、最後まで騙し通してあげるべきだろうがね」

「で、でも盗賊って……だったらこの所領の貴族たちに打診すれば、貴族は討とう伐ばつする義務があるはずじゃないですか！」

　その言い分にクロムはあえてヘラッと笑って見せた。

「まあ貴族がみんな聖せい人じん君くん子しさまだったら、世の中もうちょっとはよくなってるよ。でもね、そんなにうまく世の中は出来てない。貴族という生き物は、農民から税を吸い上げる。でもって盗賊は自分らで何とかしてね、っていうのがここのやり方なんだろう」

「そんなの許されるわけないですよ！」

　フィフニスは気け色しきばんだようにそう言った。どうやら騎士道精神に火がついてしまったようだ。民が困っているのを放ってなど置けない。そういった昔ながらの燃え上がりやすい性格が、フィフニスの長所でもあり短所でもあることをクロムはよく知っている。

「だがフィフニス。そんなこと言っても、どうするんだいガジェル捜さがしは？」

「そんなの後に決まってます！　だって目の前で困ってる人がいるのに！」

「ああ、そうだ。しかしね、その盗賊はいったいどこにいる？」

「そ、それは……っ」

「いいかい、盗賊のアジトの捜索、敵戦力の把は握あく、それに対する兵力の召集、これらの作業に平均一ヵ月はかかってしまう。都合よくフィフニスが剣を手に取ったところへ、盗賊たちがやって来てくれるなんて都合のいいことは起こらない。そんなことをやってる間に、皇都の海賊船騒ぎが拡大しちゃうよ」

「そ、それは……確かに……そうですが」

　反論の出来ない事実に、フィフニスの口調は弱くなっていく。

「こういった場合、皇都へ帰って上に報告し、この領地を治める貴族のラヴァダ家に討伐要請を出す。これが一番早急かつ的確に盗賊を討伐できる手段だ。皇都からの要請とあれば、ラヴァダ家だってすぐに兵を編成し討伐に向かわなければならない。更にこの村に対する減税だってせざるを得ない。目の前の事に夢中になるあまり、本来の僕らがすべきことを忘れてはいけない」

　理解しているであろうフィフニスは、それでもやるせなさを押おし殺ころすように頷うなずく。

「……そう……ですよね。血気に逸はやったって、盗賊を見つけなければ意味が無いですものね。今すぐここで盗賊が攻せめてくるなんて、そんな都合のいいこと……」

　と、その時である。突とつ如じよ村の半はん鐘しようがけたたましく鳴なり響いたかと思うと、続いて、

「盗賊だぁっ！　盗賊が攻めてきたぞぉっ！」

　という声が村中に響き渡ったのであった。

「…………………」

「…………………」

　クロムとフィフニスは目を合わせながら、しばし無言になった。

　そしてクロムは頭を掻かきながら溜ため息いきを吐ついた。

「あるんだね、そんな都合のいいこと……」

　そんなクロムをしり目に、フィフニスは思い立ったように決然と立ち上がると、ドアから飛び出ていこうとする。

「まてフィフニス。どこへ行くつもりだい？」

「決まっているじゃないですか、盗賊が来たんです！　ジッとなんかしていられません」

　予想通りの回答をクロムが耳にした時にはフィフニスは既すでに部屋から飛び出して行ってしまった。クロムは急ぎバラバラに分解した山刀を組み立てていく。

　すると蒸ふかしたジャガイモに手を伸ばしたリュリュが、状じよう況きようが判わからないという顔をして近づいてきた。

「どうしたのクロム？」

「盗賊らしい。フィフニス一人だと危険だ。僕もちょっと行ってくる」

「ならリュリュも行く」

「……わかった。とにかく危ないことは避けて」

「うん」

　そう言っている間に山刀は組み上がり、クロムとリュリュはフィフニスを追って部屋を飛び出した。そして廊下を駆かけ、階段を降りようとしたその時、ある人物がクロムの目に留とまった。窓の外を走っていく男の影。その人物をクロムはよく知っていた。

　長身で引ひき締しまった表情をしたその男は、村の農道を駆け抜けていく。忘れようはずもない。あの獲え物ものを見つけた獣けもののような顔つきは５年前と全く変わっていない。

　クロムは一瞬、呆ぼう然ぜんとするも、すぐさま我に返り階段を駆け下りた。

「急ぐぞリュリュ、フィフニスが危ない」

　宿を飛び出たクロムは盗賊たちが来る方向を確認する。人々が逃げてくる方向に目をやり、再び走り始める。ちょうど村の南側だった。




　フィフニスは村の南の入り口まで来ると漸ようやく足を止めた。

　どうやら盗賊は、山やま肌はだを直接駆け下り、村の南口の方から侵入しようとしているらしい。

　その証拠にそこには先ほどのニセガジェルと村民たちが集まっていた。

「おおおおお、おい、ほ、本当に、やるの？　俺が？」

「何を言ってるんです！　この為ためにずっとガジェル様をもてなしてきたんじゃないですか！　お願いしますよ！」

「ししし、しかしだな、お、俺の剣は、その……」

　どうやら化けの皮が剥はがれかかっている様子。しかしそんなことはフィフニスにとってはどうでもいいこと。今、村を襲おそわんとする盗賊を撃退する。それが自分のすべきことなのだ、と言い聞かせ帯たい剣けんを引き抜く。

「加か勢せいします！　武器を持たない者は下がっていて下さい！」

「お、おまえ、さっきの!?」

　ニセガジェルはどうやらフィフニスのことを覚えていたようで、パッと顔を明るくした。

　自分なんかが助けに入ったくらいで、そんな嬉しそうな顔をしてほしくない、と思いながらフィフニスは前方の山肌を駆け下りてくる盗賊に目を凝らした。

　ざっと30人くらいだろうか？　剣の修行を大いに積つんだフィフニスとはいえ、一人で押し切るには到とう底てい無理な人数だ。囲まれればひとたまりもない。こういった場合は、前ぜん衛えいを斬り、全力で逃げ、振り返って再び斬るといった方法などがある。

　しかしそれも自分の体力が続くまで。賢かしこい戦法とは言えない。

「ニセガジェルさん、あなたも手伝ってください！」

「な、なんだと！　お、おれはニセ物じゃない！」

「そんなの今はどっちでもいいです！　剣の経験はあるんでしょ！　それなら加勢をお願いします！」

「け、剣の経験はあっても、人なんか斬ったことねえよ……」

　またも情けない発言が聞こえてきてフィフニスはうんざりとする。

　しかし落らく胆たんをしている場合じゃない。

　山肌を降りきった盗賊たちが一気に村の中へと雪崩なだれ込んできた。

「うらあああ！　いけえええええ！」

　最前の盗賊をフィフニスは抜き打ちざまに一いつ閃せん。

　相手が斬られたことに気付くよりも早く、次の手を放つ。

「なっ！」

　その一いち撃げきで盗賊たちはひるんだ。

（今だ！）

　フィフニスは間かん髪ぱつ容いれずに返す刃やいばでその傍かたわらの盗賊を斬りつける。しかし盗賊たちもひるんだのは一瞬。あっという間に削そがれた意気込みを怒いかりに変え、手にした武器を振りかざしてくる。前方から押し寄せる怒ど涛とうの人波にフィフニスは後方へ飛んだ。

（囲まれたら終わり。それさえ避さければ……）

　しかし次々に飛び込んでくる盗賊たちに、フィフニスはどんどん後退をせざるを得なかった。たとえどんな剣けん豪ごうであろうとも、集団には勝てない。それが戦いの必ひつ定じよう。覆くつがえすことの出来ない現実なのだ。

　と、その時、フィフニスの目に、剣を構えながら震ふるえる男の姿が目に入った。

　ニセガジェルである。彼は半泣きになり、ブルブル震え、内うち股またになりながら後あと退ずさりをするのだが、全く後こう退たいできていない。

「逃げてください！　死にますよ！」

「………う、動けない………たしゅけて」

　恐きよう怖ふに囚とらわれてしまったようである。この状態では見殺しにするしかない。

　しかしフィフニスはそれを良しとしなかった。助けを求める者があれば戦う。それこそが騎士であるという信念があった。

　翻ひるがえした剣を構えニセガジェルの前に立つ。そして飛び掛かる盗賊を薙なぎ払い、どうにか一難乗り越える。しかし盗賊たちの猛攻は止とどまることを知らない。怒りのすべてをフィフニスにぶつけるかのように迫せまってきた。しかも今はこのニセガジェルというお荷物がある。これでは完全に分ぶが悪すぎる。と、その時だった。

「おーい、盗賊はどいつらだ？」

　気の抜けたような声が聞こえてきた。クロムではない。

　そこには痩そう身しんで傭よう兵へい風ふうの男が、大剣を携たずさえ立っていたのだった。

「ん～、みんな盗賊ってことでいいのかな？」

　あまりに場違いな雰ふん囲い気きに、盗賊たちが毒どく気けを抜かれたように止まった。

「ま、いっか。村人がいても、盗賊にやられたってことで」

　そう言いながら男は背中に差していた大剣を抜く。通常の兵団で使われる大剣よりも二回りほど大きいそれを抜き放ち、男は悠ゆう々ゆうと試ためし振ぶりをしてから「よし」と言うと、

「はい、じゃあ自分は盗賊って思ってる人は掛かってきてみ」

　と、盗賊たちを指で挑発した。

　そのへらへらとした態度が気に障さわったのか、盗賊たちは怒りの矛ほこ先さきを、闖ちん入にゆうしてきた男に向ける。そして全員で一いつ斉せいに飛び掛かって行った。

「こぉの、ばぁかがあ！」

「てめえみてえな、ヒョロヒョロが俺たちのあいてになるかぁぁ！」

　湾わん曲きよくした山やま刀がたなが、小型の戦せん斧ぷが、大剣の男めがけて振り下ろされる。

　が、その山刀や戦斧は男を捉とらえる事無く、宙ちゆうを舞った。

「「なぁっ!?」」

　そして盗賊たちは数すう瞬しゆんおいて、自分の両腕が無くなっていることに気が付く。

「「あがああああああ！」」

　言葉にならない叫びをあげたのも束つかの間ま。その次の瞬しゆん間かんには盗賊の胴体が真横に一いつ閃せんされ、上下に分かれ崩くずれ落おちる。しかしそれでも盗賊たちの猛攻は止まない。血ち飛沫しぶきが飛とび交かう戦場を好む彼らには、むしろそれこそが火に油だったようだ。一気に大剣の男を取り囲み、怒ど涛とうの勢いで刃やいばを振りかざす。

　そんな光景を固かた唾ずを呑のんで見ていたフィフニスは次に起こった事実に目を疑った。

　それは囲まれているにも拘かかわらず、大剣の男が笑え顔がおを浮うかべたからだった。しかもその表情は先ほどまでの温おん厚こうな顔ではない。返り血を浴びて目覚めた獣けもののような表情。

　そしてそれは表情だけに留とどまることは無かった。大剣の男は、すぐさまその剣を振り回し、目の前の盗賊の腹を裂き、後ろの盗賊の首を３つ同時に刎はね、左手の盗賊を袈け裟さ懸がけに斬り捨て、右手の盗賊を兜かぶと割わりに両断した。

　そこから先はもはや地獄のような光景だった。飛び掛かって来る者、怯ひるむ者、逃げようとする者を男は容よう赦しやなく斬った。しかも盗賊の身体が倒たおれこむ前に、更さらに二ふた太た刀ち、三み太た刀ちと浴びせかけていく。虫の息の者の四し肢しを切断していく。

　それは人を殺すことを楽しんでいるかのような光景だった。見る間に30人はいた盗賊たちが屍しかばねへと変えられていく。最後の一人が泣きながら命だけは助けてくれと懇こん願がんするも、大剣の男は笑いながら首を刎はねた。

　そして男はフィフニスに向かってその視線を投げかける。

「……まぁだ、いた」

　そう言って近づいてくる大剣の男。たとえ30からなる盗賊たちにも臆おくさなかったフィフニスだが、この男を前に本当に恐怖していた。こんなにも圧あつ倒とう的てきな人間がいるということに慄おののいていた。まさか自分が一歩も動けないほどの恐怖を味わう日が来るなど、思いもしていなかった。

　男はフィフニスの目の前まで来ると、大剣を真上に振り上げる。

　フィフニスの瞳どう孔こうが開く。ああ死ぬのだな、とそれだけを思った。

　それ以上は考えられなかった。

　そして大剣がフィフニス目がけて振り下ろされる。

　しかし、大剣はガギィイッ！　と、火花を散らしフィフニスの額ひたいの直前で止まった。

「正気になれ！」

　大剣の男とフィフニスの間には、なんとクロムがいたのだ。クロムは二ふた振ふりの山やま刀がたなをクロスさせ、フィフニスに振り下ろされた大剣を受け止めていたのだ。

「おい、ガジェル！　それくらいにしろ！」

　ガジェル？　今、クロムは間ま違ちがいなく大剣の男をガジェルと呼んだ。

　しかしガジェルと呼ばれた男はそんな言葉など耳に入っていないかのように、大剣を引くと真横のクロム目がけて斬りつける。すぐさまそれを、山刀で受け止めるクロム。

「フィフニス！　その邪魔な人を連れて離はなれるんだ！」

「あ、はい！」

　フィフニスはクロムに言われ、ニセガジェルを引っ張って後方に退たい避ひした。




　クロムはガジェルからの猛攻を二太刀の山刀で受け、激しく斬きり結むすぶ。

「さあ、ガジェル！　正気に戻もどってもらわないと、僕がおまえを斬ることになるんだけど」

「斬れるのか！　おまえに、斬れるってのかっ!?」

「正気を失ってるなあ………」

　剣を交え火花を散らし、クロムが宙を舞う。

　その傍かたわらから厚切りのハムを咥くわえたリュリュが走り込んできた。

「クロム！　援護する！」

　そう言ってリュリュは地面に手を突こうとする。黒い魔ま獣じゆうを呼び出そうとしているのだろう。しかしガジェルの剣を受けながら、クロムはそんなリュリュを声で制す。

「ダメだ！　ガジェルを殺すわけにはいかない！　魔獣は危険だ！」
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「でも！」

「大だい丈じよう夫ぶ！」

　言うと同時にクロムは二本の山刀の片方をガジェル目がけて投げつける。

　それをガジェルはあっさり撥はね除のけてしまう。が、クロムはその開いた手を地面に向かって翳かざした。同時に地面に光の筋が展開され魔ま法ほう陣じんが瞬しゆん時じに形成される。

　そして形成された魔法陣からは、見る間に霧きりが吹きだしガジェルを包つつんでいった。

「フィフニスは霧に巻き込まれないように！　それからそのニセガジェルの目はふさいでおいて！」

「わ、わかりました！」

　フィフニスはクロムに言われた通りに、ニセガジェルをその場に蹴け倒たおし、頭を下に向けた。その間にクロムはガジェルとの間合いに入ると、右手に持った山刀を閃ひらめかせる。ガジェルの大剣の鎬しのぎを削けずりながら、すれ違いざまに彼かれの二にの腕うでを斬り付けた。

「どうだ、ガジェル！　こいつは痛かったか！」

「かははははっ！　痛いものかっ！」

「じゃあ、こいつはどうだ！」

　反かえす刃やいばをガジェル目がけて斬り落とす。

「遅い！　そんな遅い剣で、俺を斬れるかぁっ！」

「そうかい……なら、こんな話はどうだ？」

「はなし？」

「おまえの一番恐おそろしいものの話だ」

「俺の………」

　瞬間、ガジェルの動きが止まった。

（よし、話を聞く状態になったな）

　クロムはガジェルと会話をしようとしていたのだ。先ほどまで聞く耳を持たなかったガジェルの腕を薄く斬り付け、当たらない剣を振る。しかしそれは攻こう撃げきではない。ガジェルに、自分の言葉を聞かせるための、誘導に過ぎなかったのだ。

「そうだ、ガジェル、おまえが本当に恐ろしいと思うものだ」

「俺の……本当に………」

　彼が恐ろしいと感じるものを誘発し、幻げん術じゆつによって幻まぼろしを見せること。

　それがクロムの目的だった。

　嘗かつてリジア戦役の折りに聞いたガジェルの過去。僅わずかな情報ではあったが、クロムには彼の恐怖するモノの正体に当たりがついていた。

　クロムとてガジェルの心の傷を抉えぐるような事は気が咎とがめる。それでもこんな状態になってしまったら手段を選んではいられない。

　クロムはガジェルに向かって大声をあげた。しかもその声は、いつもの自分のそれではない。造られた甲かん高だかい声こわ色いろでガジェルに語りかける。

「『ガジェル、おまえみたいな悪い子が、どうしてそんな平気な顔で生きていられるの！』」

　その言葉ひとつでガジェルの顔からはみるみる血の気が引き、やがて真っ青になっていく。

「や、やめてよ……母さん」

「『こっちへおいで！　その嘘うそを吐つく口をこれで縫ぬい付けてやるから！　それとも焼き切ってやろうかしらっ！』」

「や、やだ……やだよ！」

　薄い霧に包まれたガジェルが突然、天を仰あおぎ悶もだえだした。

　クロムの作り出した幻。それは人が想像したことが具現化したように錯さつ覚かくする幻術。

　ガジェルは想像してしまったのだ。

　言葉に誘発され、脳内に自分が思い浮かべる恐ろしいモノを作ってしまったのだ。

「ごめんなさい、母さん、僕は悪い子じゃないよ、お願いだから許して！　痛いよ！　ああっ、痛いぃぃっ！　もう悪いことはしないから！　痛いぃぃ、ぃぃぎああああ！」

　更にクロムは、声色を中年男性のような太い声に変える。

「『ガジェル………ガジェル、こっちの部屋に来なさい』」

「義父おとうさん、なにそれ、やだよ、なんで……なんで僕がそんなことしなくちゃ……やめてよ！」

　絶叫し、白目を剥むき、のた打ち回るガジェル。あれほどの地獄絵図を作った狂戦士は母と義父の名を交こう互ごに叫びながら、涙なみだを流し喚わめき叫ぶ。

　そしてその叫びは突とつ然ぜん、糸が切れたかのようにピタリと止まった。

　ガジェルはまるで死んでしまったかのように、その場に倒れると空を仰あおいだまま動かなくなった。

「………はあ、やっと静かになったか」

　そう言いながらクロムは額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。

　一部始終を見ていたであろうフィフニスも、すぐさまクロムの下に駆け寄ってきた。

「クロム、この人ってもしかして………」

「ああ、僕たちが捜さがしてたガジェル・プリアモスだよ」

「でも……死んじゃったりしてないですよね？」

「さあ、どうだろう。彼にとっては触ふれられたくない過去に触れたからね」

「……触れられたくない過去？」

　そう問い返しながらも、フィフニスにも少なからず察するものはあったのだろう。

　彼かの女じよはそれ以上の追及はせず、気まずそうに口を噤つぐんだ。

「まあこんな手段でも使わなければ、僕たちが束たばになって掛かって行ってもガジェルは止められない」

　そう言いながらクロムは倒れ込んだガジェルの心臓に手を当てる。するとリュリュがちょこちょこと駆けてきてクロムの隣となりに座すわる。

「うん、止まっちゃいないようだ。まあ、結果的によかったじゃないか、ガジェルも見つかったし盗賊も討伐できたし。どういった偶然か知らないけど…………」

　それからクロムはニセのガジェルに目を向けた。

「ところでニセ物の人」

「へっ、あ、はい！」

「逃にげたほうがいいよ。本物のガジェルって今見たとおり、ちょっと頭のネジがどうにかなっちゃってるから」

「……で、ですよね」

「うん、殺されないうちに、どうぞ」

「そ、そうさせてもらいたいんだが……」

「なに？」

「うごけないれす」

　どうやらガジェルのあの悪鬼のような威い圧あつ感に慄おののいていたのは、このニセ物も同じだったようである。クロムはやれやれと溜ため息いきを吐つきながら、ニセガジェルの背に立ち、バンッと気合を入れるように腰をたたく。

「ひぎぃ！」

　悲鳴を上げたニセガジェルは、幾いく度どか目をぱちくりすると、ひょこひょこと動き出す。

　そして急に溌はつ剌らつとした笑顔を浮かべクロムたちに手をあげた。

「ありがとう！　じゃあ、また！」

「うん、二度と会うこともないだろうけど」

「この借りは必ずどこかで返させてもらうからな」

「いや、忘れてもらっていいから」

「そうそう俺おれの名はグックだ。その筋では『辻つじ斬きりのグック』と呼ばれている。覚えておいてくれ、きっとあんたたちの役に立つに違いない」

「ああ……うん、でも、もう会うことないから」

　ブンブンと手を振って去っていくニセガジェル。リュリュだけがハムを食べながら手を振り返した。ニセガジェル……辻斬りグックが見えなくなると、クロムは嫌そうな顔をしながら、ガジェルを肩かたに担かついだ。

「とりあえず、宿に戻ろうか」

　そう言ったクロムに、フィフニスは小さく頷うなずき返したのだった。




　クロムたちは気を失ったガジェルを宿屋に運び込みベッドに寝かせた。

　別段大きな外傷もなく、健康状態に問題はなさそうだ。

　そんなガジェルが目を覚ましたのは夜中のことである。

「あ………………どこ、ここ？」

　寝ぼけ眼まなこで辺りを見回すガジェルに、クロムは溜ため息いきを吐つきながら立ち上がる。

　フィフニスの方は、あの化け物じみた凶行を繰り広げた男に、おっかなびっくりと距きよ離りを取って遠くから見ている。リュリュの方はあまり興味がないのか、バケットパンを齧かじりながら窓の外の月を眺ながめている。

「気が付いたかい？」

　するとガジェルは急に驚おどろいたように声を上げた。

「クロム!?　クロムって、おまえ！　おお、クロムじゃないか！」

　やたらと嬉しそうな顔をするガジェル。どうやらこちらのことを覚えていたらしい。

　しかし当のクロムの方は苦い顔で椅い子すに腰こしを掛ける。

「久しぶりだね、ガジェル。君が生きていたことが悔くやまれてならない」

「おお、言ってくれるな。おまえと戦うまでは俺は死ねないぞ」

「いや、更さら々さら君みたいな化け物と戦う気なんてないから」

「そう言うな、なんなら今ここで戦やろうか！」

　とガジェルは大剣を抜きかける。

「戦やらない。人の話を聞いてほしい。相変わらず頭の悪い男だな」

　突き放した態度をとってもガジェルはびくともしない。クロムは気を取り直し話を本題に移した。

「さて、いろいろ聞きたいところだが、ガジェル。なんで君はこんな村にいたんだ？」

「え、だってなんか俺のニセ物がいるって話を聞いて、俺の名を騙かたるってことは、もしかしたらそんだけ強い可能性があるだろ。だったら、手合わせしたいと思ってな」

　どうやらニセガジェルに釣つられたのは自分たちだけではなかったようである。

　本物まで釣られていたのだ。

「それでこの村までやってきたのか？」

「ああ、大変だったよ。来る途と中ちゆうで盗賊に襲われたりして、ようやく昨日着いたばかりだ」

「その襲ってきた盗賊は？」

「皆みな殺ごろしにしたけど？」

　ここで漸ようやくクロムにも状況が見えてきた。ガジェルが村にやってきたのは偶然だったにしても、討伐すべき盗賊まで現れるとは都合が良すぎるとは思っていた。いくらなんでも偶然が重なりすぎている。しかしどうやらそれは偶然ではなかったらしい。

　要するにガジェルが返り討ちにした連中の仇かた討きうちに、盗賊たちはやってきたのだ。しかし結果的には又してもガジェルに返り討ちに遭あってしまったわけだが。

「なあなあ、その俺のニセ物って、まだこの村にいるのかな？」

　どうやら先ほどのことは覚えていないらしい。

　ニセガジェル共々、クロムたちを斬り捨てようとしたことは全すべて忘れているようだ。

　覚えていないのならそれはそれ、と思いクロムは話を終わらせる。

「いや、残念ながらもうこの村にはいない。諦あきらめてくれ」

「そうか……」

　心底残念そうな顔をするガジェル。このコロコロと変わる表情を見ていると、とてもあれほどの凶行を行った人間とは思えない。

「でもまあ、クロムが代わりに来てくれたからな！　よし、戦おうぜ！」

「君はさっきまでの会話をもう忘れたのか？」

「ん？　なに？」

　結構な天然ぶりは５年前となんらかわらない。鳥並みの脳のう味み噌そだ。

「とにかくガジェル。君を皇都に連れていくことになっている。同行してくれ」

「なんで？」

「道々話すが、戦乱の兆きざしがある」

「なに!?　マジか!?　よっしゃ！」

　途と端たんに目を輝かがやかせるガジェル。やはり相変わらずの戦せん闘とう狂きようのようである。

「できれば君みたいなのは使いたくないんだが、皇女の命令だから、本当に嫌いやだけど使うことにする」

「なんだ、そうなのか！　いやあ、さすがクロムだぜ！　そうか、戦争か！」

「ああ、できることなら、君を最前線に送り出して、すぐに死んでくれないかと期待している」

「任せろ、俺ならどんな戦せん況きようでも生き抜いて見せるぜ！」

　やはりまったく会話が噛かみあわない、とクロムはゲンナリしたのだが、とりあえずは皇都までの同行の了りよう承しようは得られたのだった。







第四章　紅海の海戦







　ガジェルを連れて皇おう都とシオニアに帰ると、皇都内は異様な空気に包まれていた。

　通りを行く一般人の姿は少なく、代かわりに皇家が抱える兵士たちの姿が散さん見けんされた。一度マカオン家に寄ると、カウフマンが老体を推おして出迎えてくれた。

「おお、久しいなガジェルよ」

「あ、じっちゃん元気そうだね」

「そう見えるか？　ふむ、まあいいだろう。とにかく一度荷物を下ろしなさい」

　そう言われクロムたちは荷物を下ろし一息吐つく。そしてフィフニスが皆を代表するように祖父に皇都内のこの微妙な空気について問うた。

「おじい様、何やらシオニアが以前と違ちがう気がするのですが」

「ふむ、そうなんじゃ。実はの、クロムの話を元にエルコ火山の裾すそ野のの海岸線を捜そう索さくさせた結果、海かい賊ぞくのアジトの目星がついたようなんじゃ」

「え、じゃあ……」

「ああ、斥せつ候こうが今、近海を探索しながら兵力を確かく認にんしているそうじゃ。そういうこともあって、街中を行き来する兵の数が多くなっている。民たみはその雰囲気にとばっちりを食らわんよう、引きこもっておるんじゃろうな」

　何も知らない民からすれば、兵士の動きが活発になることは恐怖に他ほかならない。いったい何い時つどこで戦闘が始まるのかわかったものではないからだ。

　そんな時、民は真っ先に家族の身の安全を図はかる。

　それが先ほどの活気を失った街の正体だった。

「ワシはこの通りの身体じゃから登城できんのでな、詳くわしくはわからん。おまえたちも早く皇おうに謁えつ見けんして詳しよう細さいを聞いておくれ」

　カウフマンからの話を聞き、クロム一行は休む間もなく皇城へと向かった。

　そうして皇おう宮きゆう内に入ると、いつもの応接間に通される。

　そこへ息を切らして皇女ユースティナが現れた。

「おお、クロム。戻ったか!?」

「そんな走って来なくてもいいですよ」

「走ってなどおらぬ。ちょっと急ぎ目に来ただけだ！　……それにガジェル、久ひさしいな」

「……………………………ん？」

「…………ガジェ……ル？　……だな？」

「……………………………あ、ユースティナ皇おう女じよ！」

　おそらくすぐに気づかなかったのだろう。ガジェルはまったく驚きを隠かくそうとしない。

「いやあ、久しぶりだなあ。おっきくなりましたね！」

「ふむ、以前はまだ11であったからな。私ももう大人だ」

「はあ、そうですかあ」

　クロムも大たい概がい失礼な自覚はあるが、このガジェルもやはりかなりの失礼な男と言える。クロムの意識的失礼さに対し、ガジェルの方は悪わる気ぎがない。そういった意味ではクロムよりいくらかましであるかもしれないが。

「さてクロム。カウフマンから聞き知っているかもしれないが……」

「リジア海軍のアジトが見つかったそうですね」

「うむ、そうなのだ」

　そう言ったユースティナの表情はどこか暗い。それを敏びん感かんに察したクロムは言葉を継つぎたす。

「なにか問題でもあったのですか？」

「……それが……リジア海軍の戦力が想像以上に大きいのだ」

「と、言いますと？」

　ユースティナは薄うすく唇くちびるを噛かみ、意を決したように敵船団の兵力の数を口にした。

「20人乗りの小型葉型船が約１６０隻せき、４００人乗りの大型帆はん船せんが２隻せき……つまりリジアの兵力は４０００人だ」

　その数の多さに、隣で聞いていたフィフニスがグッと息を呑のんだのがわかった。

　クロムは敵の数を反はん芻すうしながら顎あごに手を当てる。

「なるほど多いですね。リジア軍は４０００人を以もつて師し団だんとしています。それで考えると司令官は千せん人にん長ちようを四人置いているでしょうね。それに人数が人数ですから、師団長を配している場合も考えられます」

「どうやら……向こうはかなり本気でやり合うつもりらしい」

「そうですね………いや」

「どうしたのだ？」

「もしかしたら……」

　顎あごに手を当てたままクロムは声を落とした。クロムの脳のう裏りに別の可能性が閃ひらめいたのだ。

　直接グラウスタンディア軍とぶつかり合う以外の可能性だ。

「……逆かもしれません」

「逆？　逆とはどういうことだ？」

　クロムは顔を上げ、ユースティナに確認するように問う。

「今回はたまたま敵戦力を知ることが出来ましたが、仮に何も知らない状態でユースティナ様が海かい賊ぞく討とう伐ばつ軍を編成するとしたらどれ位くらいの数を投入しますか？」

　するとユースティナは、う～んと考えるように呻うなる。

「そうだな。戦いくさではなく、あくまで海賊の討伐、という先入観を以もつて当たっていたら、２００から３００くらいの兵で、それを収めようとしていたかもしれない」

　ユースティナの返答に、クロムはコクリと頷うなずく。

「おそらく皇宮の者たちも同じような判断をするでしょうね。これは戦争ではなく海賊を討伐するだけなのだという先入観のもと、その程てい度どの人員で事を収めようとする。しかし実際に行ってみたら、そこにいるのは４０００のリジア海軍です。結果は……」

「………返り討ちに遭あい全滅……か？」

　重くそう言ったユースティナにクロムは再び頷うなずき返した。

「そうです。しかも事はそれだけでは収まらないでしょう。海賊討伐軍が全滅させられれば、グラウスタンディアはすぐさま報復に打って出ます。勿もち論ろん、大量の兵を伴ともなって」

「……そうだな。軍部の者たちであれば、きっと血気に逸はやって相手と同じ数の４０００人……いや倍の８０００人は揃そろえて叩たたきにかかろうとするだろう」

　海賊に負けてしまった等などという事実を、軍は決して放っておくわけはない。

　軍のプライドがその事実を決して許さないからだ。

「しかしここからが重要です。もし血気に逸はやったグラウスタンディア軍が、８０００以上の兵を引き連れ紅こう海かいに打って出た時に、既すでにリジア海軍の殆ほとんどが引き上げていたとしたらどうでしょう？」

「なに……どういうことだ？」

　ユースティナは判わからないとばかりに目を白黒させた。

「例えばグラウスタンディア軍８０００に対し、リジア海軍が１００程てい度どしか残っていなかった場合です」

「数で圧倒的に有利であるのなら、リジア海軍は袋ふくろ叩だたきになるだろう。しかしそれでは……」

　言いながらユースティナは途中であることに気付いたのかハッとする。

「まさか生贄スケープゴートか？」

「はい、そうです。多勢で無抵抗のリジア海軍を叩きのめしたとなれば、容よう易いにリジア宗しゆう旨し国家に開戦の理由を与あたえることになる」

「そんな……それではあちらの思う壺つぼではないか」

「はい、そうでしょう。ユースティナ様、偵察に行った斥せつ候こうからの情報はいつのものですか？」

「一昨日おとといだ。いまその討伐の為ための会議が成されている」

「……そうですか。４０００もの軍です。仮にこちらの斥候に気付かれていたとしても、撤てつ退たいには時間がかかる。まだそこにいると考えていいと思います。何よりあちらはグラウスタンディア軍を一度叩きのめす機会を狙ねらっていますしね。それを含ふくめますと先手の今、ここでグラウスタンディアが中途半端な数で出て行って負けてはならないという事です」

「そうだな……しかし４０００の海軍か……」

　憂ゆう鬱うつそうな色をその瞳に宿すユースティナ。それを横目に、クロムは脳内で今ある事実を並べ立てる。リジア宗旨国家はやはりこれを理由に開戦を迫せまるのは間違いない。対してジルバ皇はこの海かい賊ぞく騒さわぎを理由に、戦争の大たい義ぎを掲かかげリジアに対し宣戦布告をするだろう。

　そんなクロムの思考を察してか、ユースティナは悲しそうに語りかける。

「クロムよ、やはり戦争は避さけられぬか？」

「………はい。まず間違いなく」

「そうなれば、その皺しわ寄せは民の下へと行くのだろうな」

「………そうなりますね」

「……………やはり私の理想は、夢物語なのだろうか。戦わず民を豊かにすることは敵かなわないのだろうか」

　悔くやしそうに言葉を紡ぐユースティナは膝ひざの上で拳こぶしを強く握にぎった。

　クロムはその拳を見つめながら言い放つ。

「遠回りは御お覚かく悟ごの上でしょう、ユースティナ様」

　クロムの言葉にユースティナは顔を上げた。

「え？」

「戦争を避けられないというのならば、やるしかない。ユースティナ様は戦争に於おけるたった一つのルールを知っておりますか？」

「なんだ、戦争に於おけるたった一つのルールとは？」

「戦争は負けてはならない」

「………戦争は……負けてはならない？」

「そう、戦争に負けるという事は、相手の要求を全て受け入れるという事です。男たちが奴ど隷れいにされ、女たちが娼しよう婦ふにされ、子供の未来全てが奪うばわれ、文化は破は壊かいされる。それでも何の文句も言えない。それが敗戦です」

「……………」

　ユースティナもフィフニスも、そしてリュリュもただ口を噤つぐんで、クロムを見つめた。

「だから戦争は絶対に負けてはならない。しかし負けなければ、あなたが描えがいた世界を作る事の出来る可能性はある」

「……負けなければ」

「そうです。だからたとえ開戦をしたとしても、我々は決して負けてはならない」

　皇国の現実を痛いほど理解しているであろうユースティナは、その言葉にごくりと息を呑のんだ。

「しかしリジアの戦力はクロムも知っているだろう。現在では１４０万の兵を率ひきいているという。そんな大国リジアに対し、グラウスタンディアは僅わずか40万。これでは……」

「はい、長期戦になるほど我々グラウスタンディアには不利になります。もしするならば短期決戦を望まねばならない。５年前のリジア戦せん役えきのように10年近く戦えば、またグラウスタンディアは大きな損害を被こうむることになる」

「しかしお父様もお兄様も、５年前の勝利を我わがことのように思っている」

「そうです。実際に第一次リジア戦役はリジアの根こん負まけでした。泥どろ沼ぬまのようにいつまでも戦い続けるなら、いっそのこと和平協定を持ちかけ、フルクロ地区をグラウスタンディアに譲じよう渡とし、一時休戦の形をとる。その間に本格的にグラウスタンディアを落とすための準備をする。肉を切らせて骨を断つ、とは正にこのことですね。フルクロ地区を譲じよう渡とするのはたとえ大国リジア宗旨国家であったとしても、かなり揉もめた筈はずです。それでも、その決断をした彼かの国には優秀な頭脳がいると考えていい。それに踊らされて、ほいほいとリジアに攻め込めば……」

「グラウスタンディアは……負ける」

「――はい」

　ユースティナは口に手を当て、その衝しよう撃げきを露あらわにした。

「どうしたらいい……クロム……私はどうしたらよいのだ？」

　クロムは歯は噛がみするユースティナに冷静にこう言った。

「やれるだけのことはやってみます。どちらにしても、既すでに出遅れたグラウスタンディアを少しでも優位にするようにします」

　その言葉にユースティナは力強く頷うなずき返かえすと、すぐさま応接間を飛び出していった。




　会議室には既に軍の幹部が着席しており、クロムたち五人は最も下しも座ざに腰を下ろす。

　いつも通り緊張感のないクロムに対し、フィフニスの方は緊張気味の様子。本来であればこのような場に出席できる立場ではないからだろう。背筋を正して口を一いち文もん字じに結むすんでいる。そして先日、ジルバ皇を前に気分を悪くしたリュリュは、フィフニスとクロムに隠れるように小さくなって周りの様子を窺うかがっていた。

　クロムは会議室内の様子を見まわし、それから一つ溜息を吐ついた。会議室内の雰ふん囲い気きがどんよりと重かったからだ。目もつ下かの事案に皆みなどうすべきか思案している様子である。

　とはいえ、まだジルバ皇の姿はないせいか、幹部たちは小声で何か話をしている。しばしジルバ皇が現れるのを待つことになる。その間、することもなかったクロムは、隣に腰かけるガジェルに質問をした。

「ガジェル、君はこの５年間何をしていたんだい？」

　するとガジェルは別段どうという事もないように返答する。

「ん？　まあ、傭よう兵へいとか、雇やとわれて盗賊退治とか」

　要するにこの前のような感じで、渡り歩いていたという事だろう。

「それ以外は？」

「それ以外？」

　クロムの質問にガジェルは不思議そうな顔をする。しかしすぐにこちらの含ふくんだ言い回しの意味に気が付いたのか、ヘラヘラッと相そう好ごうを崩くずす。

「……ああ、そういうこと。別にクロムが心配しているような事はしてないよ」

「…………だといいんだけどね」

　含ふくんだ言い方をしたクロムは、そのまま沈ちん黙もくし視線を会議の場に移す。

　するとそんな二人の会話を聞いていたフィフニスが首を突っ込んできた。

「あの、お二人は仲が悪いんですか？」

「大嫌いだね」「仲いいよ」

　クロムとガジェルでしっかり意見が割れてしまった。

　勿もち論ろん、前者がクロムで、後者がガジェルである。

「なんだ、クロム？　まだあの時のこと怒おこってんの？」

「………………」

　ムスッとしたまま答えないクロム。当然フィフニスは何があったのか気になっているのだろう。更さらにガジェルに質問を重ねようとする。

「あの時の事って何ですか？」

　するとガジェルが気楽な口調で受け答えをする。

「ああ、５年前のリジア戦役の時にね、食べ物のことでケンカになってね」

「食べ物のこと？」

　フィフニスは肩かた透すかしを食くらったような顔になった。

「いったい何の食べ物でケンカしたら、そんなに仲悪くなるんですか？」

「え、それは……」

　と、ガジェルが答えかけた時だった。

「ジルバ皇の御お成なりである！　静せい粛しゆくに！」

　側そつ近きんの声に場が静まり返り、続いてジルバ皇が現れ上座に着席する。

　そしてジルバ皇が徐おもむろに口を開いた。

「さて、先の海かい賊ぞく船せんの騒さわぎだが、クロムが推察した通り、エルコ火山の裾すそ野のの海岸線にて、海賊船団の隠れ家が発見されたことは皆の知っての通りだ。そして先ほど偵察に行っていた斥せつ候こうからの報告があった」

　全員の注目がジルバ皇に注がれる。

「海賊船団の戦力、20人乗りの小型船が１６０艘そう。４００人乗りの大型帆船２艘………つまる所、敵の数は４０００だ」

　その言葉に幹部連から一いつ斉せいに溜息が漏もれた。想像以上の数だったからだろう。しかも相手が海賊であるならまだしも、その正体はリジア海軍。海賊の皮を被かぶった軍人たちである。

　戦うことになれば戦争の様よう相そうを呈ていすることになる。

　しかもグラウスタンディア皇国には海軍と呼べるほどの専門機関は存在しない。

　軍備拡張に国力の多くを注ぐリジアに対し、資本力の少ないグラウスタンディアは終戦を迎むかえて尚なお、立ち遅れたまま海軍構想は遅ち々ちとして進んでいないのだ。

　もしリジア海軍４０００との戦いともなれば、グラウスタンディアは倍以上の兵と、それを指揮する騎き士し団だんを編成しなければならない。軍資金、人、時間、その全てを使い、たとえ討伐をしたとしても甚じん大だいな損害を被こうむることは、火を見るより明らかだった。

　その事実に軍部一同が無言になる。そんな官かん僚りようたちを睥へい睨げいしたジルバ皇は更に続ける。

「そういったわけだ。我々がこの海賊団を倒さんことには紅海の国交が儘ままならない」

　するとそこへ、何者かが入室してくる。

「失礼いたします」

　それは先日クロムたちが助けた、ラトルグ国の遣けん使しコウソンであった。

「この様な国家機密を話す場にお引き立ていただき恐縮です。ラトルグ国遣使コウソンと申します。この度たびの海かい賊ぞく船せん騒さわぎ、ただ事ではないのは皆さまも重々承知のことと思われます。内海に於おけるグラウスタンディアの紅海は、貿易の要所。これをこのまま封鎖されていては、我が国どころかネイレシア大陸全てに損害をもたらす大事。我々も同盟国として、如い何か様ようにもこの海賊退治に一いつ臂ぴの力を添そえられればと考えておりましたが、なにぶん北方騎き馬ば民族の侵しん略りやくに頭を痛める事態。どうか大グラウスタンディア皇国のお力を以もつてこの騒動をお納め下されば、これより心強いことは御ご座ざいません」

　遜へりくだったその言い分に、クロムは露ろ骨こつに嫌な顔をした。なにしろリジア宗旨国家以上とも言われる大国ラトルグ国から、早く海賊を討伐しろ、とわざわざ遣使まで使って言ってきたという事実。これはもうただの脅おどしでしかない。現在グラウスタンディアとラトルグ国は同盟関係にあるものの、実際にはそんな友好的な関係ではない。ラトルグ国はこの国交関係を『冊さく封ほう』と呼んでいる。要するに、ラトルグと仲良くしている国であるのだから一流国であるぞ、と上から目線での外交をしてくるのだ。

　この政策は１００年ほど前の第７代グラウスタンディア皇帝がラトルグ国と結んだ同盟だ。しかし蓋ふたを開けてみれば、こちらに有利なことはあまりに少ない。とはいえ、同盟を破棄すれば、地続きのラトルグ国を敵に回すことになる。それを避けるために、今もこうしてグラウスタンディアは何も言えずにただ相手の言いなりとなるしかないのである。

　そんなコウソンの高圧的な態度に、肘ひじをついたクロムはボソッと返した。

「……要するにうちは手助けしないけど、そっちで片づけてねってことですよね？」

　会議の場に集まった武官文官たちの顔が一斉に真っ青になった。こんなところで遣けん使しの機嫌を損ねたら大事である。この場に於おいて、誰だれが発言しようと、他国から来たコウソンにとっては国家意思として受け取られる。失礼な態度を取れば、即すなわちそれがグラウスタンディアの国家意思なのだと取られても言い訳は出来ない。しかし本来であれば止める筈はずのジルバ皇は何も発言しようとしない。僅わずかに口の端はしを上げ笑ったかのような仕草をしたまま、静せい観かんしているだけだった。

　そしてコウソンの方は、クロムの不ふ遜そんな態度にも一向に動どう揺ようもせず、

「……あなたは？」

　と笑え顔がおを向けてくる。

（………こいつ）

　思わずクロムはコウソンの面つらの皮の厚さに苦笑いを漏もらした。先日恭うやうやしく海賊船での礼を述のべていたかと思えば、今度は「あなたは？」とすっとぼけて見せる。どうやらこの男は、クロムを煽あおっているようだ。それが判っているなら、あえて食いついてやるのも手だが、このコウソンという男は相当頭が切れるだろう。迂う闊かつに相手のペースに入り込むのは、かなり危険が多い。ここは受け流して相手の出方を見るべきだろう。

「別に役職はないですよ。姫ひめ様さまの雑用係です。ラトルグ国の遣使殿に名前を憶おぼえていただくほどの価値もございません。路ろ傍ぼうの石くらいに思ってください」

　そんなクロムに、コウソンは泰たい然ぜんとした構えを崩そうとはしない。ただその顔には明らかに嘲あざけりに満ちた表情が浮うかぶ。

「ほうこの国の石は、異国の者に雑ぞう言ごんを投げかけるのですか？」

「ええその通り。石は言葉あらずとも流りゆう麗れいに意思を示すものですよ。寡か黙もくな石は城じよう壁へきを打ちこわし、技術ある医師は傷しよう病びようを癒いやし、そしてしゃべる意志はその所しよ存ぞんを語ります」

「韻文詩を聞きに来たわけではありませんが？」

「おやコウソン殿、察しが悪い。要するに我々の意思は、まどろっこしい事を言ってないで腹割って話せよバカヤロー、ってことです」

　あまりにも赤裸々なクロムの言葉に、その場にいた者たちの顔が引き攣つった。

　するとコウソンは眉み間けんに皺しわを寄せ、険けんのある視線をクロムに投げる。

「なるほど、いいでしょう………ええ、あなたのおっしゃる通り、この国の国境線で起こった問題です。さっさと解決をして貰もらわねば交易を兼かねる我々ラトルグも大いに困る。だから早くどうにかしろバカヤロー、という事です」

　その言葉に対しクロムはにやりと笑った。

「ようやく本性を現しましたね」

　そんなクロムを一いち瞥べつした後、コウソンはゆったりと歩きながら朗ろう々ろうと語りだした。

「たとえ４０００からなる海賊だったとして、あなた方グラウスタンディア皇国兵団が恐れるような数なのですか？　騎き士しの国グラウスタンディア。嘗かつては高名な騎士を幾いく人にんも輩出したこの国です。出来ないことはないと思いますがね。……………ああ、でも、もしどうしても無理だ、助けてください、というのなら、勿もち論ろん我々ラトルグも喜んで海軍をお貸しいたします。まあ、その時には我々ラトルグ兵たちにも、騎士の称しよう号ごうを頂いただいてもよろしいですよね、ジルバ皇？」

　明らかにこちらを挑発する言い方だった。

　騎士という名誉ある職に対する侮ぶ辱じよく以外の何物でもないその言い方。

　皇に対する馴なれ馴れしい態度。その全てが場にいた者たちの逆げき鱗りんに触れた。

　勢いよく立ち上がったグラウスタンディア軍の古参の武官たちが口々に声を荒らげる。

「貴き殿でんはグラウスタンディア軍を愚ぐ弄ろうするつもりかっ！」

「御おん国こくの力なんぞ借りずとも、たかが４０００、我々の手で沈めてくれるっ！」

「さっさと国に帰り、報告してくださればいい。海賊はグラウスタンディアの騎士たちが討伐するとっ！」

　数々の怒ど声せいが木こ魂だまする中、クロムは思わず頭を抱かかえて小声でぼやいた。

「……本当に軍人という生き物は……借りればいいのに兵隊くらい」

　とは言うものの、外交上の理由から相手国に舐なめられてはならないのは確かである。あんな風にバカにされたままでは国の威い信しんに関かかわる。相手国に舐められると、そこに付け込まれ、外交の押おしがどんどん利きかなくなる。最終的に無む茶ちやな条約を突き付けられ、脅おどしと変わらないような勢いで煮にえ湯ゆを飲まされるか、はたまた戦争に発展するか。どちらにしても、他国から舐められては、百害あって一利もないのである。
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　遣使コウソンは、軍部の返事を聞き鷹おう揚ように微ほほ笑えむと、

「左さ様ようですか。それではご健闘を期待申し上げておきます」

　と言ってその場を去ろうとする。が、それを止める者があった。

「ちょっと待ってもらえますか、遣使さま」

　他でもない、クロムである。

「雑用の方がまだなにか？」

　棘とげのある言い方をしたコウソンは振ふり向こうともしない。

「まあ、ラトルグ国が持もち掛かけてきた話はよーくわかりました。しかし我々グラウスタンディアにも４０００もの海賊を討伐するとなると、準備にだいぶ時間がかかる。すぐさま海賊を討伐するのは不可能と言ってもいい」

　隣となりにいたユースティナが思わずクロムの腕うでを掴つかもうとした。

　驚くのも無理はない。早急に対処しなければならない、と先ほどクロムが言ったばかりなのだ。その舌の根も乾かわかぬうちに真逆のことを言いだしたのである。

　すると隣に座すわっていたダカット皇子がそんなユースティナを手で制した。そして黙だまって見ているんだ、とでも言うように目を眇すがめる。

　どうやらこの場は自分に任せるという事だろうか。

　ユースティナは口を噤つぐみ、再びクロムに視線を戻した。

　コウソンは目を細め、つまらなそうな口調でクロムに問いかける。

「………ほう、どれほど時間がかかるのですか？」

　食いついてきた、とクロムはコウソンの反応の中に何かを感じ取った。

　もう少し探りを入れるべきだと思ったクロムは、少し焦らすような態度を取る。

「さて、どうでしょうね。かなりの数ですし、海上戦をグラウスタンディアは得意としない。………準備に半年、下手をすれば１年はかかってしまうでしょうか」

　その時コウソンの肩が僅わずかに揺ゆれたのをクロムは見み逃のがさなかった。

「……それは困りますね。さっさと片付けていただきたい」

「ほう、お急ぎのようですね」

「っ…………」

　一いつ瞬しゆんであったがコウソンの背中に、それまでには見られなかった素すの焦あせりが浮かんだ。

　やはり相手はこちらに海賊を討伐させることを急いでいる。それがはっきりとわかった。何な故ぜに急せかすのか、その理由までは流石にわからないが、それでも鎌かまをかけた甲か斐いがあったと言える。少なからず、こちらがつけ込む隙すきが生じたのだから。

　ならば、とばかりにクロムはそれを交こう渉しよう材料に、一歩踏ふみ込んでいく。

「それでどうしますか？　早急にという事であれば、我々もそのように準備し全勢力を持って事に当たります。しかしそれはラトルグ国の都合でするのだという事をお忘れなく」

「………歯に物が挟はさまったような言い方をしますね。いったい何が目的なんです？」

　相手の意思がこちらに向いたことをクロムは肌はだで感じ取った。

「早急に海賊を討伐した暁あかつきには、ラトルグの皆さんは、いったい何をしてくれるのでしょうか、という事ですよ」

「……ほう、交換条件ですか？」

「当たり前でしょう。もちろんこの国で起きている問題ではあります。しかし、急がせるのはあなたたちの国だ。急ぐのであれば金も人も大いに使うことになる。だったら、それなりの見返りを求めたい」

「……………」

　緊張に包まれた沈黙が流れる。そこで漸ようやくコウソンは再び踵きびすを返してクロムに目を向けた。

「わかりました。あまりにあなたが無茶を言わない限り、条件を飲みましょう」

　相手が話を聞く態勢になった事を確認すると、クロムは彼かれの前へ一歩出る。

「こっちの条件はただ一つ。数ヵ月後にグラウスタンディアの船舶をラトルグの国に停てい泊はくさせる約束をいただきたい」

「船舶の数は？」

「さあ、まだわかりません。ただ入港時の食しよく糧りようや水などの必需品の提供までは望んでいません。ちゃんとそちらの国の商人と話し合ったうえで売買をするつもりです。そちらに停泊する港を空けておいてくれればそれで結構」

　コウソンはしばし無表情でクロムの目の奥おくを覗のぞき込む。そして、

「……いいでしょう。グラウスタンディア皇国の船舶の入港、及および停泊を許可します。しかし国内にて騒ぎや犯罪を犯した場合には、こちらの法で裁さばかせてもらいますので、努ゆめ々ゆめお気を付けください」

「ご厚こう意い、感謝します」

　コウソンは話が終わったとばかりにそのまま踵きびすを返し、クロムに背を向ける。そしてジルバ皇に対し畏かしこまって跪ひざまずいた。

「ジルバ皇、殿でん下かは素晴らしい家臣をお持ちのようだ。先せん見けんの明めいがある。この先、どうか敵にならないことを祈るばかりです」

「ああ、余よもそう願いたい。ラトルグのような大国とやりあうのは御ご免めん被こうむりたいのでな」

　コウソンは慇いん懃ぎんにラトルグ式の礼をすると、そのまま退室していった。

　会議室には緊張感だけが残り、誰も発言など出来るような雰囲気ではなかった。

　何しろ、いまラトルグ国の遣使コウソンと結んだ約やく定じようは、あまりに多くの問題を内ない包ほうさせていたからである。

　早急に４０００に上るリジア海軍と決戦をするために、どれ程ほどの金と人が必要になるか、考えるだけでも頭が痛くなるような事実であった。

　しかしそんな沈黙を破る者がいた。古こ参さん幹部であるシド・レオナントスである。

「ジルバ皇よ、私の隊を先駆けにして下され」

　がたいのいい筋肉達磨だるまのような風ふう体ていに精せい悍かんな顔つき。中央スタンディア地方出身者特有の背の低さがあるシド。老いてなおその威い厳げんのある姿は武人のそれである。

「此こ度たびの戦いくさ、４０００ものリジア海軍と戦うは、グラウスタンディアにとって大きく不利になる事と思われます。予かねてより海軍を有し、長く鍛たん錬れんされてきたリジア宗旨国家に対し、我がグラウスタンディアには海軍すら存在しません。故ゆえに大だい分ぶんの苦戦を強しいられ、多大なる被ひ害がいがあることは必ひつ須すです」

　シドの言い分に、周りの古参幹部が怒いかりにも似た声を上げる。

「シド殿、貴き殿でんのような歴戦の勇士の言葉とは思えませんな！」

「そんな敗北主義的考え方では、勝てる戦も勝てませんぞ！」

　そんな幹部連の言葉をシドは一いつ喝かつした。

「黙れ！　易やす々やすとラトルグの遣けん使しの言葉に乗ったのはどこのどいつだ！　クロム殿がいなければ、我々はラトルグ国の言いなりになり、ただ働きをしていたのだぞ！　あんな簡単な挑発に乗って、国庫を圧迫するなど言語道断！　見れば先のリジア戦せん役えきで大した成果も上げておらん連中が吠ほえているだけではないか！　そうやっておまえらは、今回も危険な場所から逃げ、そして言いたいことを言うだけなのだろう！」

　その勢いに、異論を唱えられるものなどおらず、場が静まり返った。シドは再び顔を引ひき締しめジルバ皇に向き直る。

「この度たびの危険な戦いに多くの人員を動員すれば、グラウスタンディアにとって大きな痛いた手でとなりましょう。このようなことで兵を失えばジルバ皇が抱いだく大たい望ぼうの枷かせとなる」

「……ふむ」

「であるなら、そのような不ふ毛もうな戦いくさに勝つ必要はございませぬ。我が隊５００を以もつて挑いどみまする。さすれば、ラトルグ国に対しても義ぎ理りを果はたしたと面めん目もくが立ちましょう」

　決意の言葉を口にするシドに、ジルバ皇は真しん剣けんな表情を向けた。どうやらシドは、ジルバ皇がこの度の海賊船騒ぎをきっかけに、リジアに宣戦布告をすることを解わかっているようである。わかっているが故ゆえに、勝つ必要はない、と言っているのだ。グラウスタンディア軍に於おけるリジア戦役の英えい傑けつの一人であるシド・レオナントスが、リジア海軍の手によって討ち取られたとあれば、兵士たちの士気が高こう揚ようする。それ故ゆえにシドは自らを人ひと柱ばしらとしようと考えているのであろう。

「シド、主は死ぬ気か？」

「……左さ様よう。このような戦いで、我が国の国力を減げん退たいさせてはなりませぬ。ジルバ皇が行く覇は道どうに泥どろを塗ぬる事お許し下され。ただその泥は、でき得るならば小さきが善よし。死地に赴おもむく役目ならば老兵が行くべきにございます」

　シドの嘆たん願がんの言葉にジルバ皇はただ顔を曇くもらせる。

「心意気はありがたい。だが、余よはこの海賊騒ぎを敗走で終わらせたくはないのだ」

「し、しかし皇よ！　もしあのリジア海軍と一戦を交まじえ、勝とうと言うのなら、倍以上の人員は必要になります！」

　確かに定じよう石せきならその通りなのだ。しかしそれは海賊退治の名目で動かす兵の数ではない。

　その時、ダカット皇子が席を立ち発言をした。

「ジルバ皇、よろしいでしょうか？」

「ダカットか……なんだ？」

　するとダカットは鷹おう揚ような笑えみを湛たたえ、チラリとクロムを一いち瞥べつする。

「先ほどの話を聞いていればお分かりでしょうが、どうやらそこに控ひかえるクロムには、何か策がある様子」

　話の矛ほこ先さきがこちらにむくと、会議室の空気が大きく動いた。

「クロム・ジャレットは先のリジア戦役に於おいても、軍師カウフマンの手足となり従じゆう軍ぐんした経験を持っております。彼から策を聞くのも一興であるかと」

　するとそんなダカットをいなすように、武官たちが声を上げる。

「し、しかしダカット皇子。その者はまだ策を弄ろうするには若すぎる」

「そうです。たとえカウフマン殿から師事されたとはいえ、正せい規きの兵でもない」

　しかしそんな言葉をダカットは鼻で笑う。

「ほう、であるなら経験豊富なおまえたちには、此こ度たびの戦いくさで有意義に勝つ方策を持ち合わせるというのか？」

「そ、それは……」

　ダカットの父譲ゆずりの威い圧あつ的てきな視線に、古こ参さんの武官たちは気まずそうに目を逸そらす。

　するとジルバ皇は玉座に肘ひじを突つき、僅わずかに頷うなずいた。

「相あいわかった、発言を許す。クロムよ、そなたはダカットの言う通り、何かよい方策を持ち合わせておるのか？」

　会議室中の視線は話を振られたクロムへと一斉に集まる。急に自分に視線が集まったものだからクロムは「へぇ？」と間の抜ぬけた返事をした。

　するとダカットがクロムの隣に立ち、声を潜そばめる。

「おい、へぇ、ではないぞ。おまえだってケンカを買った人間の一人だからな。それなりの意見を出してもらう」

「いや、あれはもうこの人たちがケンカ買った後ですから。だからどうせ買ったケンカなら、なにがしか見返りを求めておこうってだけで……」

　と言いかけたものの、クロムの視界には心配そうにこちらを見つめるユースティナの姿が映ってしまった。

「……はぁ」

　クロムはぼんやりとした表情で一度頭を掻かくと、再びユースティナに向かい小さく頷うなずく。

　そんなクロムに、ユースティナは一瞬顔をパッと明るくし、しかしすぐに顔を引き締め頷うなずき返した。それを確かく認にんしクロムはジルバ皇に向き直る。

「………では話しますよ」

　その言葉を切っ掛けにクロムは人が変わったかのように、流りゆう暢ちような口調に切きり替かえる。

「いいですか、さっきシド将軍が言ってくれた通り、この海かい賊ぞく退治に多くの人員を割さけば、兵と国庫を圧迫しかねない。しかし海戦に於おいてリジア海軍を倒そうというのなら人海戦術を以もつてしか倒すことは儘ままならない。その為ために必要な人員の数は敵の倍、８０００人以上。だが海賊相手に８０００以上もの兵を出したら、他国からいい笑いものです。それは外交上たいへんよろしくない。外交上よろしくない上に、我々の騎士団、兵団は甚じん大だいな被害を受ける。一個も美味しいところがない戦いです。そこで、シド将軍は自分の命と引き換えに面めん目もくを保つという。だがジルバ皇はどうしても勝ちたいという。では、どうするか？」

　クロムはそう問いかけ、官僚たちに目を走らせる。

「答えは簡単。少ない人数で、相手を倒すということ」

　その言葉に、その場にいる者たちがポカンとする。

　それは尤もつともなことだったからだ。しかし彼の言う、少ない人数で相手を倒すという事が儘ままならない。全員がクロムのもったいぶった態度に焦じれたように拳こぶしを握った。クロムはその様子を見て薄うつすらと笑う。

「ではシド将軍に聞きます。リジア海軍と海上で渡り合うなら、どれくらいの戦力が必要ですか？」

「何度も言わせるでない。８０００以上は必要だ」

「なるほど。ではリジア海軍と陸の上で渡り合うなら？」

「………なに？」

「さあ、どうなんです？　シド将軍」

「陸の上なら２０００……いや、１０００でも大だい丈じよう夫ぶだ。あいつらは軍部が海軍、陸軍に分かれておるから、船上での兵へい法ほうしか学んでおらん。装備も全すべて海戦用の物しか持っておらん。陸戦だったら、たとえあちらの人数が多かろうと、少数でワシらが圧勝できる」

「はい、なるほど。そういう事みたいです。つまり今回の作戦、敵を陸上に引ひっ張ぱり上げれば、僕ぼくらの勝ちなんですよ」

　その理論に全員が口をパカンと開けて絶句した。シドだけが目を丸くしながら、

「言われてみれば……その通りだ」

　と言った。グラウスタンディアは陸戦が得意なのだから、自分たちの土俵に上げてしまえばそれでいい。しかし海の者をどうやって陸に上げるのか誰も思いつかない。思いつかないからこそ、この単純な発想も浮かばなかったのだろう。

「はいはい、じゃあみなさん、海賊４０００人を陸に上げる方法をこれから説明するんで、しっかり聞いてくださいね」

　クロムはその場に拡大された紅こう海かいの地図を広げると、その作戦を事細かに説明し始めた。




　そして迎むかえた作戦当日の朝、フィフニスは眉み間けんに皺しわを寄せ海を見つめていた。

　砂浜を歩きながら、やりきれない気持ちを足先に込めて砂を蹴けった。

「……なんで」

　独ひとり言ごとのつもりだった。が、そこには陣じんを張り終えたクロムが立っており、図はからずも目が合ってしまった。

　聞かれてしまっただろうか、と思ったフィフニスは思わず目を逸そらしてしまう。

　するとクロムはフィフニスの顔色を見てすべて察したかのように、

「不服かい？　今回の配置は」

　と問いかけてきた。隠かくしきれないと思ったフィフニスは、正直にその胸の裡うちを口にする。

「不服です。私もシド将軍と共に戦いたかった。どうしてこんな役目を……」

「重要な役目だ。フィフニスがあの人たちを率ひきいてくれねば、この作戦は罷まかりならない」

　それはフィフニスにもわかっていた。自分に与あたえられた役目はこの作戦の重要な根こん幹かんを占しめているものの一つであることを自覚している。それでもフィフニスは一いつ介かいの騎士として剣けんを振り、戦いたいと思っていた。それが騎士の家に育った自分の矜きよう持じであるように。

　すると潮しお騒さいに耳を傾かたむけるように海に目を移したクロムが穏やかに言った。

「これから先、フィフニスにはいくらでも働いてもらわねばならなくなる。だからこそなんだ。この作戦……いやこれからの戦争は、騎士や兵という概がい念ねんだけに囚とらわれていたら、いずれダメになる。この国は負けることになる。人も資源もないこの国はね」

「でも……私は騎士として戦い、騎士として勝ちたい」

　力強く拳こぶしを握りしめるフィフニスに、クロムは呟つぶやくように返した。

「負けなければいい」

「え？」

　それはいつだったかクロムから聞いた言葉だった。

「勝つ必要なんてない。戦争でもなんでも。負けなければそれでいいんだ」

「でも勝てなかったらそれは負けと一いつ緒しよです……」

「この世界は勝ちと負けしかないわけではない。中間が存在する。その中間には段階も定義も言葉も存在しない。だが中間は存在している。勝ちでもない、負けでもない、そういうものが。だから僕は勝つための戦いはしない。負けない戦いをするんだ。フィフニスにはそれを解っておいてほしい」

　フィフニスには、まだクロムが言う事の意味の本質までは掴つかみ切れてはいなかった。

　それでもフィフニスは、彼に向かいただ頷うなずいた。それはクロムという人間に対する信しん頼らいから来るものであることを今のフィフニスは自覚していた。たとえクロムの言う事の意味の本質を掴つかめなかったとしても、それでも『負けない戦い』という存在を疑ってはいなかったのだ。

　もし、彼とこの先、幾いくつもの戦線を渡り歩くことが出来たのなら、その正体が掴つかめるのだろうか。

　勝ちでもない、負けでもない、中間の何かを。

　そう思うフィフニスの視線の向こうに、大型商用船がフルクロ方面へ向けて出港していくのが目に映った。




　リジア海軍千せん人にん長ちようとして従じゆう軍ぐんし続けたダグラス・バイオンは、暗い夜の海を見つめながら黙もくとうした。リジェル教の作法に則のつとり、兄イジャ・バイオンの死体を白い布で巻き、経きよう典てんの一文を読み上げる。

「汝なんじは苦く難なんの星の下に生を受け、苦難の大地を踏みしめ、苦難の海を渡った。神の試練に耐たえることを厭いとわず、その心を天に捧ささげ、その身を大地と海に捧げた。どうかこの従じゆう順じゆんなる僕しもべに安らかな眠ねむりを与え給たまえ」

　祈りの言葉が終わると、イジャの死体は暗い海へと放ほうり込まれた。すべての生は大地と海へ帰っていく。肉体を捨て神のいる世界へと旅立つのだと信じられている。

　イジャ・バイオンはあのクロム・ジャレットの怪しげな術に掛かり、手足を失った後、幾日も苦しんだ挙あげ句く、傷口から入った雑菌で熱をだし、そして昨さく日じつ死亡した。今こん作戦を引き受け、責任感に燃えていた兄のあっけない死に、弟であるダグラス・バイオンはただ只管ひたすらに悔くやしさを奥おく歯ばで噛かみ潰つぶした。

　アジトへと戻もどったダグラスはそれまでの平静な表情から一変し、憤ふん怒ぬを顔中に漲みなぎらせ手近にあった陶とう器きの壺つぼを壁かべに思いきり投げつけた。大きな音を立てて粉々になった破片が四散する。

　そうして荒あれるダグラスを、部下たちは腫はれ物ものを扱あつかうように避さけて通る。そんな中、一人の女性指揮官がダグラスの下へとやってきた。

「荒れているな、ダグラス」

　まったく気にするそぶりも見せない彼かの女じよの涼しげな態度に、ダグラスは眉まゆを顰しかめる。

　しかしそれ以上子供じみた態度を取ることも出来ず頭こうべを垂たれた。

「ナターシア様、いらっしゃったのですか。お見苦しいところを……」

「気にするな。その気持ちも解らないではない」

　そうは言ったナターシアだが、一いつ切さい同情するような素振りもない。

　ナターシア・リブレリアはまだ年ねん齢れいこそ二十歳さい前後だが、その身には大人顔負けの威い厳げんを纏まとっていた。それというのも彼女が指し揮き官かん将しようという作戦司令部に身を置く立場という事が一つある。しかしそれだけではない。彼女はリジア十二貴族と呼ばれる高位貴族の一つ、リブレリア家の嫡てき子しなのである。リジア宗しゆう旨し国家の黎れい明めいの時代より法王を守り続けてきた十二貴族。彼女もまた幼いころより英才教育を施ほどこされ、この若さにして師し団だん長ちようの位と共に、中央の作戦司令部に発言権を持つほどの権力を有していた。

　そんなナターシアに対しダグラスはあまり良い印象を持っていない。どこかで『この小こ娘むすめが……』と思っている節ふしがある。叩き上げで一いつ兵ぺい卒そつから兄と共ともに歩み続け、今の千人長の地位まで上り詰つめたダグラスにとっては、ナターシアは家名であの地位を得えたようにしか見えなかったのだ。勿もち論ろんナターシアが幼い日より重ねてきた苦労など、ダグラスは知る由よしもない。ただ出しゆつ自じの違いは、思わぬところでダグラスとナターシアに齟そ齬ごの影を落としていた。

　そんなナターシアは出立の礼服に身を包つつんでいた。

「私は一足先に中央に戻らねばならない。私が発たった後の指揮は、ダグラス千人長に一任する」

「はっ！　畏かしこまりました！」

「それとグラウスタンディアには気を付けるのだ。先の大戦に於おいても、あの国は小国とは思えぬ動きを見せた。稀まれにあの国には優秀な軍師が着ちやく任にんすることがあるからな。兄の死は慚ざん愧きに堪たえぬであろうが、どうか冷静に対処してほしい」

「はい、心得ております」

「何より敵国の斥せつ候こうがこの辺を偵察に来ていたらしい。となればこちらの戦力は既すでにあちらに知られている可能性がある。もし倍の人員を擁ようして我々を叩こうというのなら、こちらは作戦を繰くり上げる必要がある」

「………と、申しますと？」

「撤てつ退たいだ」

　ナターシアの口にした作戦に、ダグラスは抑おさえていた怒りが再び沸わきあがった。

「何をおっしゃいます！　どうしてこの段階で撤退なのですか？」

「わからぬか？　こちらの兵力が知られている、という事はグラウスタンディアは倍の兵力を現在準備していると考えられる。総力戦でこちらに来るというのなら、我々は生いけ贄にえとなる１００人隊を残せば、本作戦通りに事が運ぶだろう」

「た、たしかに………」

「８０００もの人員を用立てるなら、グラウスタンディアは少なくとも一週間以上は掛かって当然。ならばその間に撤退をするのが利口というもの」

　確かにナターシアの言うとおりである。ダグラスには反論の余よ地ちもなかった。

「撤退の準備を早急に終わらせ、この海域を離脱するよう」

「………畏かしこまりました」

　そう言うとナターシアは、小型船に乗りアジトを離れていった。それを見送ったダグラスは一度舌打ちをする。

　計画は順調に行っていた。もう少しすれば痺しびれを切らしたグラウスタンディア皇国が、海かい賊ぞく討とう伐ばつに乗り出してくる筈はずだった。しかし海賊だと思って少数で掛かった先が、鍛たん錬れんされたリジア海兵４０００の数の返り討ちに遭あい、引き上げていく。グラウスタンディアは海賊にやられた軍、という汚名を着ることになる。

　そうすれば汚名返上とばかりに、更さらに増員をして船団を組み、戦いを挑んでくるだろう。しかしその時には既すでに海賊団のアジトはもぬけの殻から。代わりにリジア海軍の中のお荷物の連隊をひとつ残しておき、グラウスタンディア軍はこれを攻こう撃げきする。

　そうすればグラウスタンディアは大船団をもって、無抵抗のリジア海軍にケンカを吹ふっ掛かけたことになる。

　これが本来のリジア海軍に出された上からの作戦であった。

　しかしナターシアが現状から読み取った情報で、作戦の段階を繰り上げたのだ。彼女の言う通り、それでこの作戦はうまく運ぶだろう、とダグラスは思った。

　これをダシに使えば、リジア宗旨国家は戦争の大たい義ぎを手に入れることが出来る。穏おん健けん派はたちの反対を押し切り、奪うばわれたフルクロ地区を奪だつ回かいし、そして新天地グラウスタンディアの土地を手に入れることが出来る。

　彼かの国は決して豊かな土地とは言えない。他国はみな口をそろえてグラウスタンディアの事を、広大なる小国と嘲あざけるように言う。それはほとんどが山で、平地は海岸線沿い周辺しかなく、鉄の産出量も大したことは無いのが理由だった。

　しかしグラウスタンディアを手に入れれば、西のラトルグ国へ陸路と海路の両面から攻め入ることが出来る。金属の産出量が多く、農耕も盛んなラトルグ国の土地が手に入ることは、リジア宗旨国家にとってどれ程ほどの利益を齎もたらすことか。

　飢うえと渇かわきに晒さらされ、軍人になるしか食べていく道の無かったダグラスにとって、母国の繁はん栄えいは夢にまで見た悲ひ願がんであった。

　その国家の夢の為ための先兵としてダグラスは海賊などという汚名を着てまで、任務を遂すい行こうしてきたのだ。だからこそ、兄と共に成功を分かち合いたいと思っていた。

　それでも気に掛かっている事は幾いくつかある。

　例えばグラウスタンディアからの斥せつ候こうの存在だ。

　何な故ぜあちらの斥せつ候こうは我々のアジトの場所を知っていたのだろう。

　そんな事を考えていると、ダグラスの脳のう裏りに一人の男の名が浮かんだ。

（………クロム・ジャレット……いや、まさか！）

　あの男が噛かんでいるのなら、そういったことも考えられる。５年前と同じく、また自分たちは、あのガキに煮にえ湯ゆを飲まされるのかと思うと腹が立った。

　そんなやりきれない思いを抱かかえながら、ダグラスはナターシアの命令通り撤退の準備を早急に進めていた。そんな日の夜も更ふけた頃ころの事だった。

「ダグラス様、海を越こえようとする商用船を発見しました！」

「どっちからだ？」

「シオニアからフルクロ港に向けて進んでいます！」

　海流を逆行する流れだ。という事は手て漕こぎで進んでいるのだろうが、その速度はかなり遅おそくなる。内海の反時計回りの海流に逆らって船を動かす場合は、帆はん船せんで風を受けて進むか、手て漕こぎで進むかしかない。とはいえどちらの方法を以もつてしても海流に逆らって航行すればスピードは出せないだろう。捨て置いてもいいと思った。

　だが撤てつ退たいの準備をしながらの状じよう況きよう。どんな船せん舶ぱくが往おう来らいしているか詳くわしく知る必要はある。

「船の規模は？」

「甲かん板ぱん型の大型帆船です。遠とお目め役やくの話では敵国皇おう家けの紋章が船室のドアにあったとか」

　遠目役は遠方まで目が利きく者のことだ。陸海軍問わず、目め役やく、耳みみ役やくと呼ばれる者が必ず従じゆう軍ぐんしている。常人以上の視力、聴力を有する者をつけておくことで、遠くで起こっている事を察知するのである。

「帆ほには皇家の紋章はなかったのか？」

「はい、どちらかと言えば皇家の船としては地味な部類かと」

　考えられる可能性は二通り。一つ目は大々的に皇家であることを示さずに行動する隠おん密みつ行動型の密使。大たい概がいの場合、そういった様よう相そうの船はそれである。

　しかし今は状況が違ちがう。度重なる海賊事件を前提にした航海。

　であるならもう一つの可能性が浮上してくる。

（………罠わなか？）

　それは十分考えられる。このタイミングで皇家の船が現れるというのがいかにも怪しい。その上、大型甲かん板ぱん帆はん船せんともなれば、船の中にはどれ程ほどの兵士が待ち構えているかわかったものではない。

（いや、だが早すぎる！）

　そう、ナターシアが言っていた通り、こちらの戦力をあちらが把は握あくして勝とうとするなら８０００からなる兵力が必要になる。そうなれば準備にどんなに急いでも一週間はかかるはずなのだ。こんな短期間で兵を出せるはずがない。

「おい、その帆はん船せんの後方はどうだ？」

　ダグラスが聞かんとしたのは後方にグラウスタンディア軍が控ひかえているか否かである。距きよ離りを開け、後ろから追撃してくるパターン。囮おとりの船にリジア海軍が飛びついているところへ、後から来た船団が取り囲む。常じよう套とう手しゆ段だんだ。

「いえ、後方には一切それらしい船は見当たりません」

「なに？　………じゃあフルクロ港からか？」

　反対側のフルクロ港からなら、海流に乗って櫂かいを使えばかなりの速度を出すことが出来る。

「いえ、フルクロ港からそれらしい船団の動きは入ってきていません」

　やはりこの短期間でそんな戦力を準備できるはずもない。当たり前のことだ。

　ではどういうことだろうか。本当にただの皇家の密使なのか？　いや、このタイミングでそれはやはりおかし過すぎる。大型甲板帆船一いつ隻せきで、我々に勝てるような秘密兵器でも積つんでいるのだろうか？

　恐おそろしいことにこちらのアジトはバレている。完全に撤退の準備が整うまで、数日は絶対に必要だ。もしそんな所へ、その大型甲板船が攻せめてきたとしたら。地ちの利りを使った特とく殊しゆ攻こう撃げきでもされたら………。

　クロムという小こ僧ぞうひとりを意識したが為ために、これ程ほどまでに余計な想像をさせられるとは思ってもみなかった。

　そう考えると、今自分たちにできることは、一つしか残されていないだろう。

　総員でその大型船がアジトに来る前に叩き潰つぶす……それしかない。

　考えあぐねた挙あげ句く、ダグラスは漸ようやく指示を飛ばす。

「よし、第一船団から第八船団までを前ぜん衛えい隊たいとして出せ」

「はっ！」

「その後から残りの船団すべてに召集をかけ、幾いく重えにも囲いをかける」

　罠の可能性が捨てきれない以上、中途半端な数で掛かることは憚はばかられる。むしろもしグラウスタンディア軍が出てきたというのなら、全力で叩きにかからねばならない。

（罠ならそれでも構わん。食いついてやる。そしてリジア海軍の力を以もつて全てを捻ねじ伏ふせて見せる）

　こうして前衛と後衛に分かれての進軍が始まった。

　その大型甲板帆船が見える位置までダグラスが到とう着ちやくしたのは、真夜中の事である。月には霞かすみがかかり、視界はひどく悪い。それでもダグラスたちにとっては戦せん闘とうが不可能な状態ではなかった。

　前衛の船団から一いつ斉せいに大型船に向かって火矢が放たれる。ドスドスと音を立てて大型船の側面に火矢が刺さった。

　しかしこの火矢は船に引火させることを目的とした物ではない。あくまで相手への脅おどしと、目印を兼かねたものだ。

　その証しよう拠こに炎は先せん端たんではなく、矢の中心に巻かれた油布で燃え盛っている。

　この時代に於おける常識として、殲せん滅めつ戦せんという考え方はあまり実行されることはなかった。戦闘に於おける常識は略りやく奪だつ戦せんというのが当たり前の考え方である。なので、何も取らずに船を沈めてしまうなど、ダグラスは考えもしなかったのだ。

　それは兵を多く抱える軍にとっての悩みの種である人件費に原因がある。こと兵士は下へ行くほど、食うには困らないが豊かには暮らせない、というのが常つねだった。それ故ゆえ、国家は戦争で接せつ収しゆうした土地の人、金、物を兵士たちが略りやく奪だつする行こう為いに目を瞑つむってきた。

　軍が大きくなれば大きくなるほど、その統とう制せいは利きかなくなる。結果、略奪させるための猶ゆう予よを兵たちに与えねば、ままならないという事態となる。

　現に今がそうである。本来であれば、罠の可能性を孕はらんだあの商用船を、さっさと沈しずめる事が最優先事項である。にも拘かかわらず、まず兵たちに略奪させる機会を与えねばならなかったのだ。

　ダグラスの指示の下、戦闘が開始される。同時に前衛の船団は大型船の脇わきにつけると縄を放ち、次々に上っていく。

　慌あわてたのか、大型船はすぐさま舵かじを切り反転する。脇につけられた船を振り払おうというわけだろう。船は大きく揺れながら方向を変える。

　しかし機動力に長けたリジアの小型船にそんな小細工は通用しない。船に乗り合わせた者たちが器用に波を割って、再び大型船の脇へつける。そして鉤爪のついた縄を掛けると、次々に兵士たちが大型船の甲板へ向かって上っていった。

　そうして刻一刻と時間が経過していく。しかし一向にグラウスタンディアの部隊が、商用船の周りに増ぞう援えんとして現れる様子はない。

（罠というのは考えすぎだったか？）

　ダグラスは内心そう思いながらも、警戒は怠おこたらない。

　遠目役、耳役たちに指示し、常に援軍の気配を探らせる。

　しかしそれよりも不可解な事態が起こっていたことにダグラスは気が付く。

　大型船を攻せめはじめて、かれこれ一いつ刻こく（２時間）は経過したのにもかかわらず、一向に陥かん落らくの一報が入らないのだ。

　取り囲んだ最後方から様子を見ているが、未いまだにちょろちょろと上っていく兵士たちがいる。前ぜん衛えい８艘そう分、１６０人は既すでに甲板の上で略奪戦をしているはずだ。

（………おかしい）

　もうそろそろ略奪した物を抱かかえた兵士が、幾人か帰き還かんしだしてもいいはずなのだが。

　その時、前方船団から報告がリレー方式で入ってくる。

「ダグラス様、報告します！　船上の兵から、かなりの苦戦を強しいられているとのこと。増員を要請しています」

　ダグラスは耳を疑った。揺れる船の上での戦闘ならリジアは決して負けるつもりはない。殊ことに揺れる船上での戦法は皆みな、正せい鵠こくに叩き込まれている。それがいったいどんな苦戦を強いられるというのか。しかしこのまま黙ってみているわけにもいかない。

「わかった、増員を許可する！　次列八隊、前進！」

　増員八隊１６０名が船上へと次々に上っていく。その様子を見ながら、ダグラスは内心の苛いら立だちを感じていた。甲板上でいったい何が起こっているのか。それが気がかりでならなかった。既すでに上った１６０人を相手にしているのは、どれほどの数の兵なのだろう。どれほどの戦闘能力を持っているのだろう。もしかしたら海戦用に考案された新兵器があるのか。想像通りに行かぬ海上戦に、ダグラスの心の裡うちに僅わずかな焦あせりの火が灯る。

「俺おれも行く、船を出せ」

　痺しびれを切らしたダグラスは、その正体を見み極きわめることにしたのだった。

　そうして船上に上がったダグラスの目に飛び込んできたのは、真っ赤に染そまった甲かん板ぱんだった。しかもよく見ると甲板後部の床ゆかからは鋭えい利りに尖とがった鉄の棒が幾いく重えにも突き出ている。

（やはり罠か！）

　次々に下から上って来る兵に押おし出され、後部甲板に降りた者はそのまま串くし刺ざしにされ屍しかばねと化していた。

　ダグラスが上った時には既すでにその鋭利な刃やいばの犠牲者が多分に出た後。なのでダグラスはそれら死者の屍しかばねを踏み台に前部甲板へと移った。

　そして、そこには更さらに地獄のような光景が待っていた。

　なんと甲板上には夥おびただしい数の、人であったモノの残ざん骸がいが散らかっていたのだ。血ち飛沫しぶきが飛び散り真っ赤に染まった甲板は、この世の光景とは思えない程ほどであった。

（な、なんだ、一体何が起こっている……!?）

　ダグラスは急いで走り込みながら甲板の上に目を走らせる。その先には一匹の獣けものとしか言い様ようのない者が、巨きよ大だいな剣を振ふりかざしていた。

「うわははははははははははっ！」

　狂気じみた奇き声せいをあげ、その男は数多あまたの兵を、たった一ひと振ふりの剣で肉の塊かたまりへと一いつ瞬しゆんで変えてしまう。ダグラスはその姿を見て、この男がいったい何者であるか察さつしがついた。

　５年前のリジア戦せん役えきにおいて、グラウスタンディアで最強の名を恣ほしいままにした男――ガジェル・プリアモス。

　ダグラス本人はガジェルと対面したことはなかった。しかし眼がん前ぜんの光景はリジア宗旨国家で語られる狂戦士の姿と間ま違ちがいなく一致した。むしろそれ以外に、これほどの戦いを見せる戦士など聞いたことがない。

　まさかとは思ったが、先に上がっていったリジア海軍の兵士を、この男ひとりが相あい対たいしたというのだろうか。いやそれはもはや疑いようがない。目の前で大剣を振るい、リジア兵をなぎ倒すその姿を見れば、それ以外考えられようもない。

　そして更さらに驚おどろいたのは、その狂気じみた戦いとは裏腹に、ガジェルの戦い方はよく洗練されていることだった。

　勢い任せに突っ込んで行こうとはしない。必ず船の壁に背を預け、取り囲まれないように配はい慮りよしているのだ。囲まれれば確実に前後左右斜ななめ八方向からの攻撃を受けねばならない。しかし壁に張り付いていれば八方向のうち、三方からの攻撃はなくなる。

　それでも残り五方向からの追撃がある事には変わりはない。しかしガジェルはそれを的確かつ大胆に、しかも圧あつ倒とう的てきな力で以もつて捻じ伏せる。

　猛たけり狂くるったようなその叫び声を目の前で上げられれば、どんな者であろうと竦すくみあがる。

　その全てが計算されているのか、それとも本能で行っているのかダグラスには判断が付かなかった。それでも自分が指揮官である以上、せねばならないことがある。

「貴様ら怯おびえるなっ！　貴様らは誇ほこり高く最強と謳うたわれるリジア海軍であろう！　死に際ぎわこそリジア戦士の華はなであろう！　そのような怯おびえた顔で、貴き様さまらは死して神リジェルに顔向けできるのか！」

　その言葉一つで、リジア兵の怯えを宿やどした表情が、一瞬にして引き締まり、再び戦士の顔へと変へん貌ぼうする。唯一神リジェルが見守る聖なる戦いに、怯えた顔をすることなど決して許されない。敬けい虔けんな信徒であるリジア人にとって、その一言で全てが変わるのだ。

　それを確認したダグラスは畳たたみ掛かけるように更に言い放つ。

「敵をよく見ろっ！　相手は怪物ではない！　長時間の戦いに疲ひ弊へいし、息が上がっているだろう！　己おのれの作るまやかしに囚とらわれるな！　敵をよく見るんだ！」

　そう、伝説のように語られる狂戦士ガジェルとはいえ、これ程ほどの数を相手に、いつまでも同じ状態で戦える筈はずがない。一個師団に相当すると誇こち張よう気味に揶や揄ゆされるガジェルの戦力であっても、たった一人でこの数を相手にし続けられるはずはないのだ。

　兵士たちにそれが伝わるや否いなや、一斉に自軍の勢いが増す。

　一方、返り血で全身を赤く染める狂戦士は肩かたで荒く息を繰くり返かえす。そしてギラギラと光る眼光でリジア兵たちを睨にらみ付つけてきた。

　ここまで息が上がっても尚なお、これほどの威圧感を発するガジェルという戦士に、ダグラスは苦虫を噛かみ潰つぶしたように顔を顰しかめる。腹の奥底で一瞬、怖おぞ気けが湧わいたからだ。

　それでも引くわけにはいかない。それがリジア兵なのだ。

　ダグラスがそう思った瞬しゆん間かん、ガジェルの脇を光る何かが閃ひらめいた。船室へ続く扉とびらの隙すき間まから、何かがこちらに向けて放たれたのだ。それは真まっ直すぐにダグラスの真上を駆かけ抜ける。

　いったい何事かとダグラスは、その光る物の正体を目で追った。

　それは火矢であった。火矢はリジア兵たちの頭の上を飛び、そのまま船の帆ほに突き刺さったのだ。突き刺さった火矢は見る間に帆に燃え移る。

　ダグラスは瞬しゆん時じにその理由を考えた。

　混乱した敵軍の兵が火矢を放ったのか、それともこれは敵の作戦であるのか？

　歴戦の千人長ダグラスはすぐさま答えに辿たどり着ついた。結論はいたってシンプルだ。

　グラウスタンディア兵は、どうやらこの船ごと沈める気なのだろう。しかしただ沈めるわけではない。我々リジア兵を巻き添ぞえにするのが目的なのだ。

　おそらくこの船は敵国の決死隊なのだろう。死して自国の士気を高揚させる尖せん兵ぺいと成ろうということか。だから船の帆に火を点けた。如い何かにも海軍を持たない国が考えそうなことだった。

　マストに火を放てば船もろとも炎えん上じようして沈むとでも思っているのだろうか。無む論ろん、そんなわけはない。特にこの構造の船はその辺がよくできている。マストが燃え、帆柱に燃え移ったとしても最後はただへし折れて終わりだ。この船を沈ませる程ほどの事はない。

　そういった海の上での常識を持たない者は、時折こういった蛮ばん行こうに打って出る。しかしリジア海軍にとってはこんなものはなんでもない。降り注そそぐ火の粉など、払いのけて当たり前なのだ。むしろこのおかげで一気に視界が良くなった。

　頭上で燃える船の帆から明かりが降り注ぎ、その場の光景を明めい瞭りように映し出す。

　そしてそこに立っていたのは、全身を返り血で染め、肩で息をする疲つかれ切った一人の傭よう兵へいの姿だった。彼かれは船ふな帆ほに燃えついた炎を見上げていた。

「……あー……火ぃ、ついた」

　あまりに無防備に炎を見上げているガジェル。

　ダグラスは心の裡うちで確信した。

　どんなに相手が強いと言っても限界は来る。これほどまでに狂気に駆られ、殺さつ戮りくの限りを尽つくしたとしても、それでも限界はやってくるのだ。

「いけええぇぇ！　一いつ斉せいにかかれぇえ！　相手は虫の息だっ！」

　ダグラスの命令が木霊こだますると、リジア兵たちは一斉にガジェル目がけて剣を突きだした。

　しかしその剣をガジェルは一振りで全て弾はじき返かえす。

「おっしゃぁぁぁ……んじゃ、そろそろ本気で行っていいかなぁ!?」

「なあぁにいぃ!?」

　疲れ切っていた筈はずのガジェルの目に再び生気が満ちていく。炎の光を反射してギラギラと獣のように光る眼球が獲物を捉とらえていく。

　そしてそれまで自みずからを守るように、ずっと背にしていた壁を蹴って跳ちよう躍やく。

　飛びあがったガジェルはリジア海兵たちの真ん中へ突っ込むように飛び降りた。そして飛び降りた瞬間には、その周りにいた兵の首が、胴体が、腕うでが、足が切り離され血飛沫が船上に舞まい上がる。

「うははははははっ！　うしゃああああああああっ！」

　その剣舞たるや流りゆう麗れいにして大だい胆たん。形かた無なし、されど様よう式しき美び。

　怖おぞ気ける兵はガジェルにその恐きよ怖うふを探知されたかのように、見る間に肉の塊かたまりへと変へん貌ぼうしていく。勇気を振り絞り、剣を向ける兵は、剣も腕も同時に斬きりおとされる。それはまさに鬼神のごとき戦。これが人間一人に出来る所しよ業ぎようであるのかと目を疑わざるを得ない光景。

　あまりの勢いに司令塔であるダグラスは、息もせずにその地獄絵図を見ていた。

　いや、もしかしたらダグラスは、この光景に見み惚とれていたのかもしれない。これほどまでに人じん知ちを超こえた存在を目まの当あたりにすることは、軍人としてイレギュラーな事態。そして、おそらくはもう二度と目にすることは出来ないに違いないという確信。その確信は、自分の死を確信したという事と同義であった。

（されどこれで果はつるは武人の誉ほまれ！　これほどの戦をする者と逢あえることは二度とあるまい！）

　瞬時に覚かく悟ごが決まったのは他でもない、ダグラス自身が戦いを天職として生きてきたからである。人の死に関かかわり続ければ、己の死に場所を探すようになる。無念と言えば兄の仇かたきを討うつことが出来なかったことだけ。それだけが心残りではあるが、それもまた運命。
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　ダグラスはその手にした剣をガジェルの背を目がけ全力で突つきだす。が、しかし、まるで背に目が付いているかの如ごとくガジェルはその身を翻ひるがえし、ダグラスの剣をかわす。

（この男、本当に獣けもののような勘かんをしている。しかし……）

　ダグラスの存在に気が付いたガジェルが、大きく振りかぶり大剣を斬り落とす。

（その剣、まだ若い！）

　それはダグラスの陽よう動どうであった。ガジェルの集中をこちらに向ける為ための陽動。

　その背後から、リジア兵たちの剣が次々にガジェルを襲う。必死でガジェルはそれを振り払うも、その間かん隙げきを狙ねらって、今度はダグラス自身の剣がガジェルを襲う。このダグラスを中心とした陽動に、ガジェルのペースが乱れていく。

（これが集団戦闘だ。たった一人が強くとも、決してそれでは勝てん。これが戦だ！）

　次し第だい次し第だいにガジェルは追いつめられていく。それでもこの長時間、よくたった一人でここまで耐たえられたものだとダグラスは感心していた。

　だがそれもここまでだ――そんな言葉が頭を掠かすめた時、どこからか音楽が聞こえて来た。

　遠く海の彼方かなたから聞こえてくる音楽。

　それを聞いて、ダグラスは一気に血の気が引いて行った。

　自分が本当の意味で罠に嵌はめられたことに気が付いたのだ。目の前の事に集中するあまり見えていなかった。この船の周りを、グラウスタンディアの船が取り囲もうとしている事に気が付いたのだ。

「くそっ、引け！　引くんだ！　これは罠だ！」

　ダグラスの命令で一斉に、リジア兵たちは商用船から縄を伝って下の船へと降りていく。一瞬、追撃をかけてこないガジェルを不審に思いながらも、どうにか自船に辿たどり着ついたダグラスは、遠目役に状況を聞く。

「敵の船はどこにいる？」

「すみません、この暗くら闇やみで解わかりません。しかも上で燃えている船ふな帆ほがいけません。あの光のせいで、何も見えないんです」

　思わずダグラスは舌打ちをした。強い光を見た後では、暗い海の彼方は、どんなに目が良くても眩くらんでしまう。この為ための火矢であったかと思った。しかしまだ諦あきらめるのは早い。ダグラスは今度は耳役に状況を聞く。

「耳、どうだ？」

「へい、敵船は北、東、南の三方を囲んできています」

「………数は？」

「すみません、それが音楽のやつが邪魔をしていて、解わからねえんです。音楽が櫂かいの音も、船が水を切る音も消しちまっている。これじゃ船の数はおろか、大きさすら判わからない。ただ、音楽を鳴らしている奴やつらはかなりの数がいます」

　ダグラスは爪つめを噛かんだ。

　三方を囲まれ、もし本当に大多数の船団を率ひきいてなどいたりすれば、こちらが勝つことは出来ない。しかも音楽に掻かき消されて船の大きさが判らない。小型船であったとしても、こちらの数を上回っているのであれば勝ち目はない。戦の利は、数の利である。どんなに訓練されているとはいっても、数の暴力の前には勝ち目はない。これが中型船、大型船であったのなら尚なお更さらである。

　ダグラスはすぐさま命令系統に指示を出した。

「方位を北西に向け、この海域を離脱する！　総員、最大戦せん速そく！」

　その命令はすぐさま銅ど鑼らの音で海上を伝播し、そして方向の転換が行われた。

　が、その瞬間、並へい走そうしていた二隻せきのリジア大型帆船が、何かに乗り上げたかのように軋きしむ音を立てながら船体を崩くずした。

「なにが起こった！」

　ダグラスが怒ど声せいを飛ばすも、答えられる者は誰だれもいない。いったいどうして大型帆船があのような状態になっているのか。

　が、その理由は、白々と明けていく夜の向こう側がわにあった。

　夜明けの薄うす明あかりが北西の方角に大地の稜りよう線せんを映し出したのだ。

　そこで漸ようやくダグラスは今起こっている状況を把は握あくし、絶望的な気持ちになった。

　自分たちが商用船と戦っている間に、船は海流に流されていたのだ。

　東から西へ流れる海流によって、時間と共ともに西のグラウスタンディアの領地へと向かって流されていく。今目の前にあるのはグラウスタンディア領土の稜りよう線せん。

　つまり大型帆船は、遠とお浅あさの海面の下にある浜はまに打ち上げられたのだ。

　どうしてこうなるまで気づかなかったのだ、とダグラスは舌打ちをし歯を食いしばる。

　だがそれもあちらの罠だという事が、今になればわかる。

　あの船の帆に焚たき付けた炎だ。

　夜明けを前にして、陸に近づいていることを遠目役などに気づかせぬ為ために、船の帆に火を放った。全員があの商用船を落とす為ために集中し、そちらに目を向けていたのだ。そうなれば当然燃える船帆の光に目が眩くらみ、普ふ通つうであれば目役でなくとも気付くであろう陸の姿が、見えなくなってしまう。

　そして今、三方の海を囲まれ、更さらに海流に流され続けるリジア船団の小型船は、グラウスタンディア軍が待ち構える浜に向かい流され続けている。

　退たい路ろは断たれ、逃げ場はなくなった。遠浅の砂浜が次し第だいに近づいてくる。

　ダグラスを筆ひつ頭とうとするリジア海軍は嵌はめられていたのだ。最初から最後まで。

　そして砂浜に陣を敷いたグラウスタンディア軍の先頭から、紅くれないのマントを羽は織おった若い男の声が高らかと響く。

「我わがグラウスタンディア皇国の覇は道どうは、この一戦を以もつて切り開かれる！　この場に居合わせた全すべての兵よ！　しかとその目に焼き付けよ！　これがグラウスタンディア皇国の全ての始まりなり！　豊ほう穣じようの楽土を神より下か賜しされんが為ための戦いくさなり！　さあ我について来い！　このネイレシアの全土、外海の果てまでも、おまえたちには全てを見せてやろう！」

「「「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」」」」」

　空気が震ふるえるような鬨ときの声であった。

　陣じん頭とうに立つその若き男はグラウスタンディア皇国第一皇子ダカット・クセルクセス。

　人心を掌しよう握あくし、その場にいる兵たちの士気を高こう揚ようさせる程ほどの胆たん力りよくを有ゆうした皇の器うつわを持つ者。

　呆ぼう然ぜんとするリジア海軍。陸上に陣を張ったグラウスタンディア陣営の方々に火が灯ともる。その火は幾いく重えにも分かれていく。それが何か、その場にいるリジア兵、全員が理解した。

　火矢である。

　グラウスタンディアの兵たちは、火矢をこちらに向けると一いつ斉せいに弓を放った。

　放ほう物ぶつ線せんを描えがき、空から炎の雨が降り注そそいだ。

　火矢はリジア海軍の小型船を次々に焼き、船から海へと兵たちは投げ出されていく。そして兵たちは、遠浅の海の上に立ち、もう陸の方角へ走るしかないことを悟る。

　こうしてやけくそともいえる、リジア海軍が得意としない陸戦が繰くり広ひろげられた。




　クロムは丘の上から衝しよう突とつするリジア海軍とグラウスタンディア陸軍の様子を見守る。

　この段階に於おいて、クロムに出来ることはもう何もない。

　隣となりに佇たたずむリュリュは、眼がん下かに広がるその光景をただジッと見ていた。

「クロム……船の人たちがどんどんやられてく」

「ああ」

「ねえクロム。これが戦争なの？」

　純粋に不思議そうな顔をするリュリュに、クロムは頷うなずくことも首を横に振ることもしなかった。

「これが全てじゃない……しかし目の前で行われているのは、間違いなく戦争だ」

　いつしかリュリュの瞳ひとみは、干かん戈かが交まじわる戦場の上方を見上げる。

「………命の灯ひがみんな空へ帰っていく」

　リュリュの目にだけ見える世界。この世界を統べる者と同位の目を持つ彼かの女じよだけが見ている光景。彼女はただ戦火の中に立ち昇る何かから目を離さなかった。

「何な故ぜ……生物は戦うの？」

「そこに目的があるからだ。そしてその目的を達するために用いられるのが、この最もつとも原始的な手段だ。自分たちの命を対価にすることで信しん仰こうにも等ひとしい観念を生みだし、理性や倫りん理りがどんなに抑よく止ししても、刷すり込こまれた本能に逆らうことができないもの。それが今目の前にある、人と人がぶつかり合う戦争だ」

　人が息をするように、人が眠ねむりに就つくように、人がものを食すように……人は何かと戦う。戦争に限った事ではない。ただその相手が人であるほど、その本能ははっきりと目覚める。そして命のやり取りという極大限界の中に、明確で疑いようのない生物の本質を突きつけられることになる。

「ワタシはこの世界を視みて……なにをすればいいの？」

　その根源的なリュリュの問いに、クロムは答えることが出来なかった。

　いや、答えてはならないと思った。

　クロムはただ黙もくし、この戦いを最後まで目に焼き付けるように見つめていた。

　――結果として陸戦に持ち込まれたリジア海軍は、隊列を組むことも、まっとうな反はん撃げきをすることもなくグラウスタンディア軍１０００の猛攻を食くらい、正午を迎むかえるまでには投とう降こうを申し出た。

　グラウスタンディア軍の完全な勝利であった。

　リジア軍の生存者の数は怪け我が人にんを含ふくめ８２０人あまり。４０００人いた一個師団がほぼ壊滅的にやられたという事である。その全員が捕ほ虜りよとなり、皇都へ連れ帰られることになる。

　当初将軍であるシドは敵国の兵を皆みな殺ごろしにすることを提案したが、それは本作戦の指揮を執とったクロムによって止められた。

「この人たちは交こう渉しよう材料ですから、殺さないでおいてください。あと、ちゃんと怪け我が人にんは介かい抱ほうする事。ぞんざいに扱あつかわない事。いいですか？」

「し、しかしだな、戦場の習ならわし上、捕ほ虜りよは兵士の恥だ。こやつらリジア兵に引導を渡わたしてやることこそ情けというものでは」

　確かに専せん業ぎようの騎き士しにとっては、捕虜の汚名は死よりも辛つらい。戦場で果はてることこそが本ほん懐かいであり、生き恥はじを晒さらすことは何よりもの辱はずかしめに他ほかならない。だがクロムは敢あえてシドの言葉を否定した。

「そんな昔の考え方は捨ててください。そもそも捕虜の兵士のほとんどは騎士道精神なんて持ってません。農民の家の次男坊や三男坊が食うに困って兵士になってるのが実情です。捕虜を恥に思ってるのは幹部の連中だけ。それにこれはリジアとの交渉の材料なんです。海軍士官を無む駄だに失いたくないリジアに、解放を条件にいろいろ交渉できるんですから」

「な、なるほどの……」

　第一功こう労ろう者しやであるクロムの言に、さしものシドも口を挟はさまず頷うなずくだけだった。

　そうこうするうちに囮おとりを引き受けた大型帆船からは、血だらけになり疲ひ弊へいしきったガジェルを始め、その下の船室で航海の段取りと船の操そう縦じゆうを行っていた船員たちが無事帰還する。

　さすがのガジェルもあの数の兵を相手に、相当な疲労の色をその顔に滲にじませている。

「クロムはどうしても俺を殺したいんだな、あっはっはっ！」

　それでもそんなセリフをあっけらかんと笑いながら言うガジェルに、クロムはぼんやりとした表情で頷うなずき返した。

「まあ世の中の為ためを考えると、ガジェル、君は死なないまでも牢屋の中で人に迷惑を掛けずに生きるべきなんだ。しかし悲しいかな、今回の作戦はガジェルなしでは成功しなかった。だから僕ぼくはすごく複雑な気持ちだよ」

　そして囮おとりの商用船の後には、今度は無む数すうの小こ舟ぶねが浜へと帰ってくる。

　それはフィフニスが指揮する楽団であった。皇都の中で楽器を扱あつかえる者を募集したところ、音楽を推すい奨しようしていたこともあって、貧民層などから多数の演奏者が集まった。そして国が推すい奨しようする曲を延々と演奏し続けたのである。

　その様子を見たリジア海軍兵たちは一様に悔しがっていた。自分たちが恐れた大船団の正体は、兵士でもなんでもないただの一般市民の音楽隊。しかも乗っていた船は全て、漁業などで使われる小型の船ばかりだったのだから。




　上陸したフィフニスは、クロムの下へと駆かけていく。そのままクロムの前に立つと意を決したように口を開いた。

「クロム、私の果はたした事はちゃんと役に立ちましたか？」

「ああ、見事な演奏だったよ」

「はい！　………でも」

「？」

　不思議そうな顔をするクロムに、フィフニスは正直な自分の気持ちを語った。

「……本当はまだクロムの言ってることが、しっかりわかってないんです。この戦いは勝利ではないんですか？」

　するとクロムは首を横に振る。

「この戦いだけなら勝利だろう。しかしこの勝利をきっかけに新たな戦いが起こり、そしてそれに負けてしまったとしたら、この勝利こそが敗因と言えるだろう」

「そ、そうですが……」

「全ての戦いが終わった時、その時に負けていなければいい。勝たなくたっていいんだ」

「負けなければいい、そんな戦い方って……やっぱりまだ私にはわからないんです」

「別にすぐにわかる事じゃない。でも剣けんを振るう事だけが戦争じゃない、ということくらいは解ってもらえたかな？」

「それは……少し」

　それはフィフニスにとっても実感として残ったものだった。真っ向から海上でぶつかり合う戦闘では、この戦いは決して勝利できなかった。音楽によって船の波を切る音を掻かき消けし、そのことによって、相手にこちらの船の大きさと数を悟さとらせないという事。勘かんのいい耳役であれば、フィフニスが率ひきいた船が、漁船として使われる小さなものであることはすぐにわかっていただろう。

　クロムが言う通り、これは兵士たちだけの力ではなし得なかったと言えるのだ。

　騎士である自分には、兵士ではない者を導入した戦闘など絶対に思いつく筈はずがない。彼が見ている世界は、いったいどうなっているのだろうか。そんな思いがフィフニスの中に生まれた。その変化はフィフニスの心に大きな波は紋もんを広げる。クロムという一人の人間の見え方がまったく別の形を成したのだ。

　フィフニスがそんな思いに駆かられていた時、連れて行かれる捕虜の一人が突とつ然ぜん倒たおれ、行進が止まった。それに兵士の一人が「早く立て」と活かつを入れながら近づいて行った時、事態が一変した。

　なんとその捕虜は、近づいた兵の腰こしにある剣を抜ぬくと、そのまま首元目めがけて斬り付けたのである。奪うばった剣を構えた捕虜の腕には縄がない。そして周りの兵たちが武器を構えるよりも早く捕虜の男は身を翻ひるがえす。同時に、ほんの少し離れた場所にいたリュリュを捕とらえた。首に腕を回し剣先を突き付けられたリュリュは、食べかけのオレンジをその場に落とした。

「動くなっ！」

　そう叫んだ顔にフィフニスは覚えがあった。

　ダグラス・バイオン。船団を率ひきいていたイジャ・バイオンの弟だ。

　周りにいたグラウスタンディア兵たちは一斉に剣を、槍を、弓を構え、ダグラスに向けける。

「クロォォォォムッ！　出てこおおいっ！」

　場が緊きん張ちように包まれた。静まり返り誰も微び動どうだにできなかった。

　そんな緊張の只ただ中なか、クロムはダグラスの前に歩み出た。

「なんのご用でしょうか？」

　緊張感に呑のまれることもなく、クロムは飄ひよう々ひようとした体ていでダグラスに向かい合う。

「そうだ、貴様だ！　いいか、俺のいう事を聞け、さもなくば……」

「その娘こを殺す、でしょ。はい、わかってますよ。それであなたの要求はなんですか？」

　限りなく冷静な対応。相手の先を読んで要求を聞き出す。妹を盾たてに取られているにも拘かかわらず、クロムは一いつ切さい焦あせる様子も見せず対たい峙じしている。

「兄貴の仇かた討きうちだ」

　ダグラスはそう言って殺意をクロムに向けていた。

　あの時、ダグラスはクロムと切り結んでいた。それ故ゆえ、クロムが兄のイジャにあの化け物を嗾けしかけたように見えていたのかもしれない。実際には彼が人ひと質じちに取っているリュリュが操あやつっていたあの謎の化け物が原因だ。しかし彼はその事に気づかず、クロムにのみ憎にくしみに満ちた視線を向けている。

「……なるほど。わかりました。その要求を呑みましょう」

「えっ！」

　聞いていたフィフニスは思わず声を上げた。仇討ちされることを了りよう承しようするとはいったいどういうことなのだろう。まさかクロムはあちらの言いなりになるつもりなのだろうか。

　しかしそうではなかった。

「ですがこちらからも条件があります」

　クロムはすぐに提案を持ち出したのだった。

「ただ一方的に殺されるのは気が進みません。なので一騎打ちを提案します」

「………一騎打ちだと？」

　やはり策があったのだ。これまであらゆることを切り抜けてきたように、彼は提案を申し出たのだ。一騎打ちであるなら一方的な要求にはならない。しかし相手がそれに乗って来るか……それが問題だ。

「どうですか、一騎打ち？」

「ふん、そんな話が信じられるか。どうせ一騎打ちの提案に乗ってこの人質を離した瞬間に、全員で取り押さえようって腹なんだろう？」

「バレましたか？」

「ふざけるなっ!!」

　まったく悪びれる様子もなくクロムはやれやれと溜ため息いきを吐つく。

「ではこうしましょう。僕とあなたの周りには、縄を解といたリジア兵に取り囲んでもらいましょう。一時的ですが武器も持たせます。もし僕が卑ひ怯きようなことをしたら、その瞬間に一いつ斉せいに僕に刃やいばを向ければいい」

　訝いぶかしむ視線を投げかけてくるダグラスに、クロムは言葉を重ねる。

「どうせなら正々堂々と兄の敵を討ちたいでしょう？」

　その提案にもダグラスは無言で微び動どうだにしなかった。

「その代わり、これは僕とあなたの正式な決闘です。たとえリジア兵であろうとグラウスタンディア兵であろうと、一いつ切さいの手出しはしない」

「………それをどうやって証明する？」

「我がグラウスタンディアの精霊神シオンに誓ちかいましょう。だからあなた方も誓いなさい。あなたたちの神リジェルに誓って、正当なる決闘をすると」

　そうか、とフィフニスは思った。神の御み名なに於おいて誓いを立てれば、決してそれを破ることは出来ない。もし神の御み名なに誓いを立て破ろうものなら、それは国に背を向ける行こう為い。味方を全て敵に回すのと同じことなのである。

「……いいだろう。誓おうじゃないか。神リジェルの御み名なに於おいて、正当なる一騎打ちをすることを」

「よろしい。僕も誓いましょう、精霊神シオンの御名に於て、正当なる一騎打ちをすることを」

　二人の宣言により、これは神の御前に於ける聖なる決闘へと変わった。それは自らが口にした言葉を破れば、神に泥どろを塗った背信者の汚名を着、そして仲間たちから嬲なぶり殺されることを意味する。

　ダグラスは宣言すると同時に、腕の中にあったリュリュを解放した。

「すまなかったな、嬢じようちゃん」

「ん、気にしてない」

　そう言ってリュリュはフィフニスたちの下へと走ってくる。フィフニスはそんなリュリュを抱だき留とめ、クロムに視線を戻した。

　するとクロムはダグラスに気を遣つかうように、

「武器はその剣でいいのですか？　もし必要であるのなら、あなたの武器を用意しますが」

　と言ったがダグラスは首を横に振る。

「結構。俺にはこれで充分」

　そう言いながら兵士から奪った剣をクロムに向ける。

　クロムもまた腰に差した山刀を抜き放つと両手に構える。

　それを眺ながめるフィフニスは緊張を禁きんじ得えなかった。

「……だ、だいじょうぶかな」

　するとフィフニスの横に来て腕を組んだガジェルが、ニヤニヤとこの状じよう況きようを静せい観かんしている。そんなガジェルにフィフニスは思わずチクリと釘を刺す。

「よくそんな余よ裕ゆうたっぷりですね」

「え、なにが？」

　しかしガジェルは何を咎とがめられたのか判らないような顔をする。

「あれ、リジアの士官ですよ。下手したらクロム死んじゃいますよ」

「あ～、だいじょぶ、だいじょぶ」

「え？」

　余裕の姿勢を崩さないガジェルに、驚きの声を漏もらすフィフニス。

「クロムってさ、ああ見えて結構、強いから」

「そ、そうなんですか？」

「うん、だって俺、一回クロムに殺されかかってるし」

　フィフニスはその言葉が指し示す意味に思わず目を見開く。

「え、え？　ガジェルさんが、クロムに？」

「うん。ほら、この前話した食べ物の事でケンカした時に」

「本当に何の食べ物でケンカしたんですか？」

「えっとね…………あ、はじまるよ！」

　そう言われフィフニスは視線をクロムへ送る。

　立会人であるシドが始まりの合図を送ると同時、ダグラスは足のバネを使ってクロムに全力の突きを放つ。力、スピード共に途と轍てつもない勢い。

　しかしクロムは瞬時に身体を一歩後ろへ引く。そして半身ずらしてギリギリの位置でそれを避よける。が、ダグラスはさらなる追撃として剣を一いつ閃せんした。

　クロムは二本の山刀をクロスさせ剣けん戟げきを受け止める。しかしダグラスの剣圧たるや凄すさまじく、クロムの身体が宙ちゆうを舞った。だが即そく座ざに彼は空中で回転を加えながら体勢を立て直し、ダグラスから距きよ離りを取って着地する。

　見事なものだった。まるで曲芸でも見ているかのような動きである。

　するとそれを見ていたガジェルがポツリと言った。

「あれは皇国七聖の俳優イリヤ・オースターの演えん舞ぶ捌さばき」

「え？」

　ガジェルが言ったことに思わずフィフニスは顔を上げた。

「クロムの本当の強さは吸収力なんだよ。他人の得意なものをどんどん吸収する。ほらあの動きは鍛か冶じ屋やウル・マッカランの強きよう撃げきだ」

　それを聞き、再びフィフニスは戦いに目を移す。

　クロムは腰を深く落とし体の重心を下にして、二本の山刀を同時にダグラスに打ち込む。

　巨体を誇ほこるダグラスが、体格で劣おとるクロムの一いち撃げきで、後ろへ後ずさった。

「ほら、今度は俺おれの動きだ」

　高々と飛んだクロムは一見ハチャメチャにも見える剣の軌き道どうを描えがく。しかしそれらは騎士たちの剣技と違ちがう戦士ガジェル・プリアモスの動きを模も倣ほうしていたのだ。

　二刀は激しくダグラス目がけ振り下ろされる。それはまさに剣けん舞ぶのような流りゆう麗れいな動きと速度。予測のつかない軌道。その勢いにダグラスが次第に押おされていく。

「あいつは皇国七聖に数えられながら、特とく殊しゆな能力なんて一つも持っていなかった。だけど、従じゆう軍ぐんした間に軍師カウフマン・マカオンの戦略を、学者ロブ・フォッグからは地質学を、鍛冶屋ウル・マッカランの技巧を、俳優イリヤ・オースターの声と身体表現を、スリ師ファウラの早はや業わざを……周りにいる人間の技術をクロムは全部模も倣ほうして見せた。いや、もしかしたら模倣した相手を超えていたかもしれない」

　だからガジェルは先ほどクロムは負けないと言ったのだと、フィフニスは漸ようやく理解した。圧倒的な戦闘力を有するガジェルを少なからず一回は負かした、というだけではない。あらゆる人間の技術を、その裡うちに秘ひめたクロム・ジャレットが負けるはずなどない、という事だったのだ。

　クロムの短い山刀がダグラスの長剣の鍔つばを捕らえると同時に、真上に向かって跳はね上あげられる。即そく座ざに体勢を立て直し、間合いに入ってきたクロム目がけ、ダグラスは剣を振ふり降ろそうとする。しかしクロムは目にも留とまらぬ速さでダグラスの脇わきを滑すべりぬけた。次の瞬間、ダグラスの腕は血ち飛沫しぶきを上げ長剣が地に落ちた。

「そこまで！　勝負あり！」

　シドの声が高らかに響き渡る。ダグラスの身体が小こ刻きざみに震えていた。信じられないというように、肩を上下させる。

「………すまない……兄さん……」

　擦すり切きれたようなその声は、ダグラスの敗北を明確に示し、神の名を冠かんした決闘はこれで決したかに見えた。

　しかし次にダグラスが起こした行動に全員が息を呑み、身を強こわ張ばらせた。

　なんと彼は落とした剣に飛びついたのだ。

　すぐさまそれに気が付いたシドの怒声が響き渡る。

「ダグラァァスッ！　自みずからの神を冒ぼう涜とくするかっ！」

　しかしダグラスが手に取った剣は、卑怯な不意打ちの為ための刃やいばではなかった。

　何な故ぜならダグラスは、手に取った剣の刃やいばを自みずからの首にあてたからだ。その行こう為いで全員が、ダグラスの自決の意思を理解した。

　捕虜の生き恥、神の御み名なの前での敗北、討うてなかった兄の仇、その全てがダグラスを自決へと導いた事を察した。

　ダグラスは首にあてた刃を真っ直ぐに引こうと、その手に力を込める。

　が、それより一いつ瞬しゆん早く、

　ギィィィィンッ！

　真っ直ぐに振り下ろされた山刀がダグラスの剣の鎬しのぎを打ち、

「なっ!?」

　――剣は二つに両断された。斬り離された剣の刃は、宙を舞い地に落ちると金属音を辺あたりに響かせる。

「リジェル教って、自殺を禁止してませんでしたっけ？」
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　目にも留まらぬほどの豪ごう速そくでダグラスの剣を両断したクロムは、息一つ切らすこともなく静かに彼に語りかけた。

　ダグラスの首は、僅わずかに血が滲にじんだだけだった。しかしその小さな傷は、ダグラスの中にあった全てのものを打ち壊す程ほどに深い傷だったのかもしれない。

　彼はその手から、柄つかだけになった剣を落とし呆ぼう然ぜんとした後、親を亡くした子供のようにただ――慟どう哭こくした。







終章　大戦の熾こり火







　西の大陸、ラトルグ国の中ちゆう原げんの都みやこ。港から早馬で街道を走らせれば、10日ほどの距離。この地に帰ったコウソンはその足で宮きゆう廷ていを目指す。中原の都は幾いく重えにも張はり巡めぐらされた城じよう壁へきの中に田畑と街並みが同居する城じよう郭かく都市である。その中心街を抜け、宮廷の午ご門もんを抜け太たい和わ門もんを抜け、華か楼ろう閣かくへと入っていく。そこはこの国の政治の中心部。本来であれば女帝が玉ぎよく座ざに座すわるべき場所。しかし今はそこに座る者はいない。政治の代行をする摂せつ政しようたちがその場に控ひかえていた。

「コウソン、ご苦労であった」

　摂政の長おさシュウバイが、帰ったコウソンを睥へい睨げいする。

「して、どうであった？　グラウスタンディアの様子は？」

「はい、予定通りです。グラウスタンディアとリジアは間もなく開戦となるでしょう。リジアの抱かかえる人員とグラウスタンディアが衝しよう突とつすれば、尋じん常じようならざる被ひ害がいを両国に齎もたらします。たとえ侵しん略りやくという形をとったとしても、最終的にどちらも疲ひ弊へいすることは間違いありません」

「……フフ、そうか。下がってよいぞ」

　どれ程ほどの功こう績せきを持って帰ろうと、摂政たちにとってはどうでもいいこと。戦争の矛ほこ先さきがこの国にさえ向かなければそれでいいのだ。自分たちの立場を脅おびやかす存在が現れない事。それのみを信じ、そしてその為ために下の者を使う。そこで殉じゆん死しをしようと疲ひ弊へいしようと知った事ではない。結果さえよければそれでいい。彼かれらの思考回路とはそのようにできていた。

　だからコウソンはそれ以上何も言わず、その場を辞じした。その足でコウソンは別の場所へと向かう。そこは東とう華か門もんの脇わきを抜け堀ほり沿ぞいに進んだ場所にある。

　広大で豪ごう奢しやな宮廷の端はしに、あまり似つかわしくない質素な建物があった。

　平民のそれと比べれば十二分に立派な建物ではある。だが、他の宮廷の絢けん爛らん豪ごう華かな極ごく彩さい色しきの世界に、その建物はあまりに地味に映るのだ。

　コウソンは扉とびらの前に跪ひざまずくと頭こうべを垂たれた。

「レイリン様。コウソン、只ただ今いま帰き還かんいたしました」

　すると部屋の中でガタッという音がした後、

「し、しばし待ってください！」

　と慌あわてながらも尚なお涼すずやかな声が響き、しばしバタバタした様子だけが伝わってくる。

「ねえ、リャンナ、ふ、服は、おかしくないですか？」

「はい、とてもよくお似合いです」

「左さ様ようですか」

　どうやらお付きの女じよ官かんのリャンナも一いつ緒しよのようである。急ぐ必要はない、という意思を伝えようとしたが、それよりも早くコウソンの主たる少女レイリンが勢いよく扉を開け放った。

「よく帰りました、コウソン！　さあ、中へお入りください」

「はっ」

　言葉少なにコウソンは室内に入る。そして上かみ座ざに腰を下ろした少女――レイリンから一定の距離を取りながら背筋をピンとさせて立った。

「コウソン、そう畏かしこまらないでください。さあ、もっと近くへ」

　その言葉に反応してレイリンのお付きの女官リャンナが鋭するどい視線を向ける。あまり姫ひめに近づくなということだろう。どうすればいいのだ、と思いながら半歩だけ前に出る。するとリャンナが牽けん制せいの視線を飛ばしていることに気付いたレイリンが頬ほおを膨ふくらませる。

「リャンナ、あなたという人はどうしてコウソンを毛嫌いするのです」

「毛嫌いなどしておりません。ただ、レイリン姫はこの国のお世よ継つぎの候こう補ほ。あまり世せ俗ぞくの者との関かかわりすぎは……」

「言いたいことはわかります。でもコウソンは違います」

「……左様で」

　そう言ってリャンナは遠慮したように一歩引く。

　するとレイリンは軽く頷うなずいてからその視線をコウソンに向けた。

「してどうでしたか？」

「……はっ、すべては滞とどこおりなく」

　コウソンがそう言うと、レイリンはその顔を僅わずかに曇くもらせた。

「……そうですか、たくさん……たくさん人が死ぬのでしょうね」

　しかし彼女が顔を曇らせたのも一瞬のことだった。

　すぐさま引き締められたその顔には人の上に立つものが持ち合わせる覇は気きを纏まとっている。

「諸しよ外がい国こくの侵略、保身に走る宮廷内の為い政せい者しや、北方騎き馬ば民族、国を覆おおう貧困と飢き餓が。余よの周りは敵しかおりません。しかしこの国を豊かにするという事は、この敵たちを討うち倒たおすことに他ならぬことなのでしょうね」

　その言葉にコウソンは只ただ静かに頷いた。

「多くの血が流れることになりますね」

　悲しみに満みちたレイリンの瞳からコウソンは目を逸そらさず、再び静かに頷うなずく。

「はい。自国の血、異国の血……それらを流さずには、民の安あん寧ねいは得えられません」

「そうですね。それを為なさんとする余は、きっと天国には行けぬのでしょう」

　凛りんとして放たれる彼女の言葉の端はしには、僅わずかに孤こ独どくを伴ともなった寂しさが漂ただよっていた。

「しかし構いません。神が余にどのような罰を与えようと。天下万ばん民みんを救済し、すべてが終わったらどのような神罰をも受ける所存です」

「姫が神罰を受けるというのなら、私も共に受けましょう」

　纏まつろわぬコウソンの言葉に、レイリンは目を細める。

「ええ、余もコウソンと共になら、どのような罰も笑って受けることが出来ましょう」

　この少女に救われた命と魂だ、とコウソンは己おのれを述じゆつ懐かいする。

　国を恨うらみ、人を恨み、異民族を恨んだ己おのれを救ったのは、この少女なのだ。だとすれば自分に出来ることは、この少女が抱いだく理想の為ためにいかようなことでもするという事。返り血に染まろうと、同どう胞ほうの命を奪おうと構わない。穢きたなく汚けがれた呪いの言葉を紡つむぎだすことも厭いとわない。自分が生きる理由はただ一点、レイリン姫の為ためだけである。その選せん択たくに迷いはない。その為ために目下の敵、グラウスタンディア皇国とリジア宗しゆう旨し国家には疲ひ弊へい戦せんを強しいる必要がある。長引けば長引いただけ、こちらには準備の時間が訪れる。

　準備の時間。

　それは他でもない、ラトルグ国の世よ継つぎ問題である。前女帝が没ぼつし、幼い子供たちのみが残され、神無き国家となったラトルグ国の政治は現在摂せつ政しようたちが務つとめている。

　しかし代行政治とは名ばかりの権力闘争と、欲にまみれた悪政が宮中を、そしてこの国を食い尽つくさんばかりに蔓延はびこっている。

　早く次の女帝を擁ようさねば、この国は遠からず終しゆう焉えんを迎えることになるのだ。

　だからこそ、コウソンはこの第五姫レイリンにこそ女帝の座についてほしいと願った。この広大なラトルグの国を治めるのは、レイリンを措おいて他にない。しかし選ばれるのは７人の姫の中からただ一人。

（しかし本当にこの国を守護せんと神が思おぼし召めすのなら………）

　そんな思いに駆られているコウソンは、レイリンの涼やかな声で現実に引き戻された。

「ところでコウソン、他に何かありましたか？」

「他に……と申しますと？」

「それは、ほら、いろいろ土産みやげ話もあるでしょう。話してください。余はコウソンの話が好きなのです」

　そう言われてしばし考えるコウソンの脳のう裏りに、ある人間の顔が浮うかんだ。

「そういえば、グラウスタンディア皇国に少々気になる人物がおりました」

　その答えにレイリンは驚おどろいたようにヒャンッと飛び上がった。

「えっ？　気になる？　そそ、それは、あれですか？　………女性ですか!?」

　すると横に控えていたリャンナの目がギラリと光る。

「姫、はしたない」

「……うっ、わかっております、はい」

　シュンとするレイリンは少し控ひかえめにしながら、

「して、なんなのですか？　その気になる女性というのは？」

　どうやら話が少しずれているようである。

「いえ、女ではございません。男でございます」

「お、お、男!?　コウソン、あなたは、お、男の方ほうなのですか!?」

「姫、はしたない」

「……は、はい」

　どうも噛かみ合っていないような気がしてならない。

　そこでコウソンは少しばかり詳くわしく説明することにした。

「グラウスタンディアに雑用係だと称しようする青年がおりました。ですが、彼は豊富な知識を有し柔軟性に長たけており、十分に切れる頭を持っております。もしグラウスタンディアと一戦を交えることになった時、あの男の存在は危険である、と感じました」

　それを聞いたレイリンは息を呑のむとその場で真しん剣けんな顔になる。

「その男の名は？」

　静せい寂じやくの中に水を打つように、コウソンは口を開いた。

「クロム・ジャレットにございます」

　告つげられたその名に、レイリンはゆっくり頷うなずく。いつか見まみえるかもしれない相手に、コウソンはそれ以上言葉もなくジッとレイリンの顔を見つめた。




　海かい賊ぞく討とう伐ばつの祝勝会はささやかに行われた。

　リジア海軍４０００と戦い勝ったともなれば、途と轍てつもない功こう績せきである。これを大々的に誇ほこらずにどうするのだ、と軍ぐん議ぎでは発言がされた。

　しかし表向きの名目は『海賊討伐』だ。海賊がリジア海軍であった事は、まだ国民たちに明めい言げんされてはいない。慎しん重ちような対応が求められる状況であった為ため、大々的なことは避さけ、功労者たちを慰い労ろうするための祝勝会が催もよおされたのである。

　その一角で今回の最大の功労者クロム・ジャレットはリュリュと共に食事をしていた。

　先日のジルバ皇との一件もあってか、クロムとリュリュに向けられる視線は奇異の色が濃こい。ジルバ皇がリュリュに対し放った『その生き物はなんだ』という言葉は思いの外ほか、周まわりへ波紋を呼んでいた。それ故ゆえか否いなか、クロムに話しかけて来ようとする者の数は極きよく端たんに少なかった。

　しかしリュリュは勿もち論ろん、クロムもまた周りのそんな評価はどうでもよかった為ため、祝勝会の食事に舌した鼓つづみを打つことに集中していた。

「クロム、クロム、これは栄養価が高い。とても気に入った」

「いや、ゼリーはそこまで栄養価は高くはないよ」

　リュリュは特大の赤いゼリーを掬すくっては皿に盛り、モッモッと食べる。

「そうかぁ、栄養価は低いのか……」

「そういう時は、素す直なおにおいしいと言えばいいのに」

「うん、ならばこれからはそうする」

　そんな発言をするリュリュに、クロムは目を細めた。

　僅わずかな期間ではあるが、人間の社会に触ふれたリュリュに、人らしい感情が芽生えつつある。その事に少なからず感動を覚えていたのだ。

　桜おう桃とう花かの森で出会った少女。出会った頃ころの事を思い出せば、随ずい分ぶんと成長したようにも感じる。カラッポだったあの少女が、今こうして感情らしさを手に入れつつあるという事。知識だけでは補おぎないきれない、経験が彼かの女じよを少しずつ変えていってくれるだろう。

　ただ彼女がこの世界に遣つかわされた理由に思いを馳はせると、クロムの胸はやはり痛みを感じずにはいられなかった。




　フィフニス・マカオンは、祝勝会の会場の端はしへ端へと追いやられてしまった者のひとりであった。何しろ祝勝会などというものに出たことが初めてであったし、やたらと豪ごう快かいに酒を掻かつ食くらう皆みなの姿に気後れしてしまったというのもある。食事をしながら、少し葡ぶ萄どう酒しゆに口を付けたりしながら、やり過ごしていた。

　そんなフィフニスの目に、クロムとリュリュがゼリーを突つついて会話をしている姿が目に入ってくる。

　クロムの背を見つめながら、フィフニスはこの僅わずかな日々を述じゆつ懐かいした。

　それは５年もの歳さい月げつを経へて、彼と再会してからの僅かな日々だ。こんなにも短い期間の中で、フィフニスがクロムに対して抱く印象はめまぐるしく変わっていった。最初の頃にあった彼に対する強い憧あこがれも、その後に訪おとずれた彼への落らく胆たんも、今のフィフニスの中には存在しない。あるのは、クロム・ジャレットという一いつ己この人間の姿だけだった。

（もっとクロムと話したい。クロムと一緒に居たい）

　そう思うのに、どうしたことかフィフニスはクロムと何を話していいのか、まったく思いつかなかった。心の中では話をしたくて、一緒に居たくて、今にも弾はじけてしまいそうな衝しよう動どうに駆られるのに、踏ふみ出そうとする足先は小さく震ふるえるのだ。

　そんな意い気く地じのない自分に、フィフニスは驚きを隠せない。

　それでもフィフニスは勇気を振り絞る。震える足先に力を入れ、凛りんとさせ、クロムの下へと踏み出した。踏み出した足は、ややぎこちなく彼の下へ向かって行く。

　そして彼の背の真後ろに立つと、フィフニスは漸ようやく声を絞しぼり出す。

「………あ、あのですねクロム」

「ん、フィフニスか。どうしたんだい？」

　フィフニスは言葉を探しながらモジモジとする。彼を目の前にすると、やはりうまく言葉が出てこない。正確に言葉を伝えようとすればするほど、どういっていいのか判わからなくなっていく。そんなフィフニスに、クロムがキョトンとするので、焦あせりが加わりいよいよ言葉の迷宮は深度を増していく。

「え、えっとですね、私、その、クロムのことを少し勘かん違ちがいしていたといいますか……」

「勘違い？」

「そ、その、私はクロムを勝手にすごい人間だと思ったり、勝手にダメな人間だと思ったりしていて……だからその、正しく見れていなかったといいますか………」

「正しく？」

　もどかしさを感じながらも、どうにか言葉を振り絞ろうとする。

「………なんていうか、元々私が勝手に妄もう想そうを膨ふくらましてしまったせいで、クロムはすごい人なんだと思ってしまって……本当はエッチな本読んだり、妹と片時も離はなれたくないとかおかしなこと言い出したり、突とつ然ぜんユースティナ様にケンカ売ったり、ほんと何考えているのか判らないことをしだしたり、むっつりスケベだったり………」

（違う違う違う！）

　ただクロムという一人の人間とこれからも向き合っていきたいのだ、という事を伝えたいだけ。ところが出てくる言葉は何な故ぜかとんでもない雑ぞう言ごんへと変容して口から発せられてしまうのだ。慌てて訂正しようとするフィフニスだが、クロムは何やら「う～ん」と眉み間けんに皺しわをよせ、

「……まさかフィフニスに、そんな風に思われているとは考えもしなかったよ」

　と頭を抱えてしまった。隣となりで見ていたリュリュも一瞬、そんなクロムに目を移す。が、気にする程ほどの事ではなかったのか、再びゼリーをモッモッと食べだす。

　フィフニスは慌てて自分の暴言を訂てい正せいしようと手をぶんぶん振った。

「あ、いや、そうじゃないんです！　私はそういうことを言いたかったわけではなくて、だから、その………」

　とにかく冷静にならなければ、とフィフニスが気持ちを切り替えようとしていたその時である。思わぬ方向から掛かけられた声に、三人が同時に振り向く。

「クロム、此こ度たびはご苦労であったな」

　ユースティナ皇女であった。

「………………クロム、少しよいか？」

「え、ああ、まあ」

　フィフニスとユースティナを交こう互ごに見るクロム。さすがに皇女の呼び出しに、無理です、と言えなかったのだろう。彼はフィフニスに詫わびるように手を上げた。

「ごめんフィフニス。皇女のお呼びだ。あと、フィフニスにここまで嫌われているとは思わなかったので、今後の自分の行動を少し自重することにする」

「え、あ、いや、そうじゃなくってですね……私が言いたかったのは……っ！」

　言いかけるもフィフニスの言葉はクロムに届かない。届かないどころかとんでもない勘違いを彼に与えたまま終了してしまい、思わず涙目になる。

　と、そんなフィフニスの背をリュリュがポンッと軽くたたく。

「食べる？」

「…………リュリュちゃん」

　差し出されたゼリーを頬ほお張ばりながら、フィフニスは鼻を啜すすった。




　ユースティナ・クセルクセスはクロムを呼び出すとパーティ会場の喧けん騒そうを避け、バルコニーの方へと足を向ける。

　天幕には星々が瞬またたき、月明かりがバルコニーを明るく照らしていた。春の風は夜になると少し肌寒い。だが、会場内の熱気の中から出てきたユースティナには、これくらいが丁度いいと感じた。

　ユースティナはドレスの裾すそをふわりとさせ、クロムに向き直る。

「ふん、悪いことをしたな」

「なんです？」

　平然とクロムが聞き返してくる。ユースティナは思わず少し目線を外した。

「クロムがその………フィフニスと、なにやら愛を語らっている最中に」

　口元を結んだユースティナは、少しいじけたように足元を見た。

　先ほど思わず声をかけたユースティナではあったが、声をかけてから「まずい」と気付いたのだった。

　何やらモジモジとするフィフニスのあの様子に、同性であるがゆえに少なからず察するものがあった。察するものはあったのだが、何か面白くない。そう感じている自分もいた。反はん駁ばくする気持ちに落としどころを見つけられず、見ていなかったフリしかできなかった自分の経験値の低さを呪った。

（ああいう場合、どうしたらいいのだ………）

　と思いながら、それでも胸中のモヤモヤは消えないのである。

「そ、その、あれならフィフニスの下に戻もどってもいいぞ。だから、その……続きをするといい。悪いことをしたな、クロム」

　と、こう言うのが今のユースティナの精せい一いつ杯ぱいであった。

　ところがクロムは遺い憾かんそうな顔つきで首を横に振る。

「ええ、そういった展開を少なからず期待している僕ぼくがいましたが、その夢は悉ことごとく打ち砕かれました。本当に残念です」

　そんなクロムの発言にユースティナは目を瞬またたかせる。

「なっ……!?　ク、クロムもやはりそういうことを、期待したりするものなのか？」

「ええ、だって僕、男ですから。モテたら嬉しいですよ、やっぱり」

　さも当たり前の如ごとく言うクロムに、ユースティナは口先を尖とがらせた。

「むぅ……そう………なのか？」

「まあそういう事を期待して、いつも期待通りの展開が訪おとずれないというのが男の悲しい運さ命がなんです。なので、期待したり妄想したりすることくらいは許してやってください。期待、妄想は男の最後の聖せい域いきなので」

「別に私はおまえの頭の中まで規き制せいするつもりなんてないぞ！」

「えー………うそぉ」

　目を細めて疑わしげな顔をするクロム。

「な、なにが嘘うそだ！　私がいつおまえの頭の中を規制したというのだ」

「秘密にされるのは嫌なのだ、って涙目で言ってたじゃないですか」

「な、涙目になんてなってない！　そ、それにだな、秘密くらいあってもいいが、でも………だから、私に解わからないように、いや、そうじゃなくて………うぅ、バカ！」

　なんと言っていいのか解らなくなりそっぽを向く。

　するとクロムが子供でもあやすかのように笑った。

「はいはい、わかってます、わかってます。ユースティナ様に秘密にすることは、後にも先にもリュリュの事だけです。それも来るべき時が来たらお話ししますので」

「………ほんとうに？」

「はい」

　クロムの返答に疑わしげな視線を這わせながら、その言葉を信じようとしている自分に気が付く。いや、むしろそれは昔と変わらないユースティナの姿勢だった。

　クロムが初めて教育係としてユースティナの下にやってきたあの日。彼が語るこの世界の話に魅み了りようされたあの日から、ユースティナはずっとクロムの言葉を信しん頼らいしてきた。

　軽けい薄はくですぐに人を子ども扱あつかいする癖くせに、彼の口から出る言葉はいつも特別だった。

　皇女であるユースティナに、誰だれもが遠慮して教えてくれない世界を、彼だけが包つつみ隠さず教えてくれた。そして自分も彼も知らぬ世界の事は、共に考え、共に想像し語り合った。

　クロムとの学問の日々は、ユースティナにとってあまりに新鮮で刺し激げき的で、心躍るような毎日だった。

　クロムの知っている事は自分も知っていたい。

　クロムの考えることを自分も考えていたい。

　クロムの事は全すべて知っていたい。

　そう思ってしまったからこそ、クロムの秘密が許せなかった。自分の心が狭せまい、とも思う。それでも５年間これほどまでに勉学に励はげみ努力を重ねたのは、すべてはクロムと対等に話したいと思ったからだ。

　歳としの差も、身分の差も越こえて、この国の行ゆく末すえを彼と共に考えてゆけるのなら……無意識にそんな風に思い、そんな日が来ることを待ち焦こがれていた。

　だからこうして、彼とこの国の行く末を語れる事は、ユースティナにとって夢にまで見たことに違いない。とはいえ、その議題の内容はひどく難題であることは確かだった。

　ユースティナはコホンと咳せきをしていつもの顔に戻る。

「して、クロムよ」

「はい」

「やはり、このままではリジア宗旨国家との関係は………」

「まだ解りません。運よく千せん人にん長ちようであるダグラス・バイオンを捕ほ虜りよにすることは出来ました。しかしどうやら、師し団だん長ちようが少し前までいたそうです」

「やはり師団長格の者がいたのか……」

「はい、そのようですね。尋じん問もんでわかった事ですが、リジア十二貴族の一人だそうです。ですが既すでに、あのアジトを離れていたのだとか。もしその師団長を捕虜にできていたら、結構こちらとしては有効な交こう渉しようが出来たんですけどね」

　確かにリジア十二貴族の一人を捕とらえていたのなら、ずいぶんと話は変わってくる。しかし欲を言えば際限がない。少なからず現状の切り札となるダグラスをどのように扱うかを考えねばならないだろう。

「……そうか。しかしそのダグラスだけでは、交渉には向かぬのか？」

「いえ、リジア宗旨国家に伝でん令れいは出しました。これで交こう渉しように出向いてくれるなら、まだ可能性はあります。まあその交渉の場に、僕を出してくれるならやりようはあるのですが……」

「例えばお兄様だったりすれば……」

　ユースティナの憂慮に、クロムは難しい顔をする。

「開戦の可能性は限りなく高くなります。しかもリジア海軍の前で、あんなに高らかと、覇は道どうを極きわめるぜ、的なことを言ってましたからね」

「………そうか」

　悲しげに呟つぶやくユースティナの横顔をクロムは一いち瞥べつし、それから外に目を向ける。

「しかしこう考えてみるのもいいかもしれません」

「………なんだ？」

　ユースティナはそんなクロムの横顔をジッと見つめる。

「現在のリジア宗旨国家の状じよう況きようをユースティナ様はよくお分かりになられているでしょう？」

「うむ、民たみは疲ひ弊へいし、難民は後を絶たたぬ。民の声である暴動が起ころうと、武力で鎮ちん圧あつされ、国政は変わらぬまま強きよう兵へい政せい策さくを崩くずそうとしない」

「そのリジア国民も、あなたの掲かかげる理想の中に入れることは出来ませんか？」

「なに？」

　僅わずかに間を置きながらユースティナは目を瞬またたかせた。

　が、すぐにクロムの言う事の意味を理解した。

「ユースティナ様が仰おつしやる通り、現在のリジアからの難民を受け入れ続ければ、グラウスタンディアはいずれ破は堤ていし、国政がままならなくなる」

「うむ、だからと言って難民の受け入れを拒きよ否ひし放ほう逐ちくすることもできない」

　二に律りつ背はい反はんの問題。増え続ける難民と、いずれ抱えきることが出来なくなるであろう未来。

　ふとダカットの言葉がユースティナの脳のう裏りを掠かすめる。

――その甘あまさは最悪の事態すら招くことになる。それをもっと自覚すべきだ。

　この為ための帝てい王おう学がくなのだ。

　大を取り、小を切り捨てるという事。悩んでいる時間だけ、民は飢うえ、状況は悪化する。

　もし何一つ切り捨てず解決する方法が、瞬しゆん時じに浮かぶのなら。ユースティナの脳のう裏りにそんな思いが過よぎる。そしてそれを察したかのようにクロムの口が動いた。

「ならば、リジアそのものを取りにかかるのです」

　一瞬、クロムが何を口にしたのか解らなかった。

「…………それは、どういう意味だ？」

「言葉の通りですよ。我々がリジアに勝利すれば、国民を奴ど隷れいにするのも皆みな殺ごろしにするのも我々の自由」

「私はリジアの民にそんな事を負わせるつもりは……っ！」

「ええ、つまり国民に豊かな暮らしを与あたえるのも我々の自由になるわけです」

「そ、そんなこと……」

　考えもしなかったユースティナは大いに戸と惑まどった。

　仮にである。大国リジア宗旨国家に勝ったとして、クロムの言うような『豊かな暮らしを与える』ことなどでき得うるのだろうか。

　宗教も生活習慣も考え方も違う国。それに対して今まで行われてきたことは、徹底的な文化の破は壊かいと国家に対するアイデンティティの駆く逐ちく。そうして国民の中に残る祖国を破壊しつくした上での、新たな文化の上うわ塗ぬり。それこそが戦争というものの、もう一つの側面――精神の侵略であった。

　だから今のユースティナには、たとえ勝ったとして、その後に豊かな暮らしを彼らに与えられることなど想像もつかなかったのだ。

　しかしそんなユースティナの心の裡うちをすべてお見通しかのようにクロムが付け加えた。

「ユースティナ様は、フルクロ地区をご存知でしょう」

　クロムの言葉にユースティナはハッと息を呑のんだ。

「そうか！」

　グラウスタンディア領、フルクロ地区。宗教の自由を認め、統とう治ちも元々そこに住まう者に行わせた特別地区。

　勿もち論ろん監視官などを配はいし、反乱の兆きざしなどには目を光らせていた。しかし現在に至いたるまで反乱の兆しはない。実質的にそれまでと変わらぬ暮らしを保証しながら、グラウスタンディア皇国の所領として今日まで維い持じしてきた地域だ。

「フルクロ地区の統治はその為ためだったのか？」

「そうです。５年前のリジア戦せん役えきに於おいて接収したフルクロ地域。あそこは宗教の改宗をせず、奴隷制を廃止した上でグラウスタンディア国民として反発が出ないかを実験した都市なんです」

「……いや、あれはカウフマンが打ち出した政策であった筈はずだが……まさかクロム、おまえも一枚噛かんでいるのか？」

「まあ、ところどころ」

　ユースティナは驚きを隠せなかった。グラウスタンディアの頭脳と呼ばれたカウフマンが考案した、と言うのなら話は分かる。だがあの当時、まだ15、６の青年がそこまでの事を考えていたのだ。

「なにしろ宗教は文化です。それを剥はく奪だつし、グラウスタンディアの色に染めることはむしろ反発を招くと思いました。そこで僕の師カウフマンと協議し、自治の中ちゆう枢すうをリジア人に任せた上で、グラウスタンディア皇国と共和することはでき得るかどうか。それが専もつぱらのカウフマンさんとの論点でした」

「………そうか、フルクロ地区をモデルにすれば、リジア宗旨国家のあの内政を変革し、国民が飢えぬ国にすることも……」

　彼の掲かかげる像を頭に浮かべたユースティナは、あらゆる可能性が頭の中に浮かび、心が浮き足立った。するとクロムは釘を刺すように、

「あ、とりあえず、これは取らぬ狸たぬきの皮かわ算ざん用ようなので」

　と言うので、ユースティナも気を取り直し冷静な顔をする。

　しかし、もしフルクロ地区のように相手国の文化を壊さず、統治することが出来ればグラウスタンディアにとっても、リジアにとってもそれは有ゆう益えきなことなのだ。

　だがそれを成すには、途と轍てつもなく莫ばく大だいな困難があることをユースティナは意識した。

　それは自分だけの困難ではない。

　皇が、家臣たちが、兵たちが、国民が背せ負おう困難であることも覚かく悟ごしなければならなかった。

　そんな思いに駆られるユースティナに、クロムは正対し静かに語り掛けた。

「先日、僕はユースティナ様に言いましたね。たとえ遠回りをしても、その理想を捨てぬ御ご覚かく悟ごはおありかと」

　ユースティナはクロムの言葉に、ゆっくりと頷うなずき返す。

「多くの兵が死ぬこととなります。それは自国の兵だけではなく、相手国の兵も同じ。その兵たちには親があり兄弟があり家族があるのです」

「……………ああ、その通りだ。本当に……その通りだ」

　覚悟していた事であった。誰も傷つかないで皆が幸せになる、などという都合のいいことは決して起こらない。

「その犠ぎ牲せいを払って、もし貴女あなたがその掲かかげた理想の旗はたを降ろしたら、きっと僕ではなく、死んでいった者たちが貴女あなたを許してはくれないでしょう」

　その言葉の重みを受け止め、それを飲み込むようにユースティナは再び頷うなずく。

「うむ。しかしそれこそが皇族の役目。我わが命をかけて成じよう就じゆさせねばならぬことなのだ」

　そんな硬かたい表情をするユースティナに、クロムは笑いかける。

「ですから、あなたは一人じゃないと言っているでしょう。僕もいるんですから、ユースティナ様はもう少し気楽に構えながら、ふんばってその旗はたを支えててください」

「む、矛盾しているぞ。どっちなんだ!?」

「どっちもです。貴女あなたの掲げる旗の、こちら側は僕に任せておけばいい」

　ユースティナは一いつ瞬しゆんポカンとする。その後でクロムの言葉が少しずつ、水がしみ込むように胸の中に広がっていく。すると何な故ぜかユースティナの顔が柔やわらかく綻ほころんでしまう。

　そんな自分に気が付いたユースティナは、急に我に返りに慌てた。

「な、な、そ、それは、その、つまり、そのだな……クロムはずっと私と……」

「はい、ずっと一緒にいますよ」

　臆おく面めんもなく即答するクロムに、ユースティナは口を開け、

「あ……」

「あ？」

「あわわわ………」

　真っ赤になって小さくなる。

「どうして、そこでそうなるんですか？」

「う、うるさい」

　と言ってユースティナはプイッとそっぽを向く。

「……………クロムはそういうところがずるいのだ」

「なんです？」

「口先から生まれてきたような男だと言っておるのだ、ばか、クロムのバカ！」

　堪たまらずフンッとばかりにクロムから顔を逸そらし、ユースティナは口をへの字にした。

　と、ちょうどその時、祝勝会の会場の中心がざわめきたった。

　皇ジルバ・クセルクセスが姿を現したのだ。

　シドを始めとした騎き士しや兵たちがジルバの登場に、目を輝かがやかせる。

「此こ度たびのリジア海軍の討とう伐ばつ、圧あつ倒とう的てき少数でありながらの大勝、見事であった。率ひきいたシド・レオナントス、戦場に赴おもむいたダカット、よくやってくれた。此こ度たびの戦は、この世界を一つにする大陸統一への第一歩である。古いにしえより希き求きゆうされし悲願である。だが、余よが見る先はそこではない。神々が閉ざしたこの世界の向こう、ネイレシア大陸の外へと向かうための戦いである。新たな世界、新たな土地を手に入れ、貧困も飢餓もない楽土を手にいれること。皆、その為ために余よに力を貸してくれ！」
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　ジルバ皇の宣言に呼応するように、兵たちが歓かん喜きの声をあげた。

　バルコニーにまで伝わってくる熱を帯びた空気。ユースティナはその熱気にあてられたような感覚に陥おちいった。ジルバ皇が掲かかげた言葉の先にある、幾いくつもの困難と数多あまたの犠牲。

　対する自らが掲げたものの大きさ。

　それをまざまざと心と身体が実感したような思いに駆かられたのだった。

　それは16歳の少女の心と身体が受け止めるには、あまりに強大な運命。

　ユースティナは、グラリと視界が歪ゆがむような錯さつ覚かくに囚とらわれる。

　そんなユースティナの手をクロムが取った。

　無言のままユースティナはしばしクロムの顔を見つめ、そして彼かれの手を強く握にぎり返したのだった。







　皇歴２１６年４月。

　グラウスタンディア皇国、第13代国皇ジルバ・クセルクセスが世界を制せい覇はすることを言明したこの歴史的宣言。この宣言を境に、広大なる小国と世界中から揶や揄ゆされ続けたグラウスタンディア皇国の破竹の快進撃が始まることになる。

　その中心にはいつも、皇女ユースティナ・クセルクセスと、この国の軍師として奔ほん走そうしたクロム・ジャレットの姿があった。

　この二人が世界を駆け巡めぐった記録をこうして記すのは、私が宮きゆう廷てい書記官であるからではない。これはグラウスタンディア皇国正史に記されることのなかった多くの事実を、二人を知る者として残さねばならないと私自身が願ったからだ。だから遠い未来の歴史家よ、この書に歴史的価値を見み出いだす必要はない。これは私の私し書しよ録ろくである。波乱の海へと乗り出し、手を携たずさえあい乗り切っていった二人の姿を見ていた私の私書録なのだ。

　これは彼らが……ユースティナ・クセルクセスとクロム・ジャレットがこの国を背せ負おい、グラウスタンディア皇国に幾いくつもの勝利を齎もたらせた……いや、負けない為ために戦い続けた記録なのである。







あとがき







　このたびは拙せつ著ちよを手にお取りいただき、まことにありがとうございます！

　初めまして、またはお久しぶりでございます。

　内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。




　今回のお話『グラウスタンディア皇国物語』は戦記モノとなってございます。

　権けん謀ぼう術じゆつ数すうが渦巻き、相手を出し抜く策が入り乱れ、兵士の干かん戈かが火花を散らせる国盗り物語でございます。

この企画は昨年、担当さんから、

「内堀さん、戦記モノってどうですか？」

　というお話があり、わたくし迷うことなく即答しておりました。

「書きたいです！　ちょー書きたいです！　オッサンたちの血ち湧わき肉にく躍おどる戦記モノ、書きたいです!!」

「オッサンもいいですが、ちゃんと可愛かわいい女の子も出してくださいね（笑）」

「……え？（戦記モノに女の子？）」

「え……？（必要でしょう）」

「……え？（いります？）」

「えっ？（いるでしょう）」

「えっ!?（マジっすか）」

　という形で暴走するわたくしの手た綱づなを担当さんに引っ張っていただき、本書が出来上がった次第でございます。もし担当さんが僕の暴走を止めてくれなかったら今頃どうなっていた事か……。鵜う飼かいさんの描く美び麗れいな女の子も存在せず、むさ苦しい加か齢れい臭しゆうの香りの漂ただようライトノベルになっていた事でしょう。

　考えるだけでも恐ろしいですね。本当に一人では本は書けないのだな、と実感する昨今でございます。




　さてこのグラウスタンディア皇国物語ですが、実は歴史上に実際に存在したいくつかの国をモデルにしてございます。

　歴史的に起きた様々な事象を参考に、混ぜたり、取っ払ったり、近づけたり、遠ざけてみたりしながら構成してまいりました。強いて言うなら、もし歴史上のあの国と、あの国が戦ったらどうなっていただろうか……というのが、初期の構想イメージでございます。とはいえ、あくまでモデルはモデル。

　書き進めるうちに、参考にいたしました国々は、様々に形を変え文化を変え民俗性を変え、原型とはまったくの別物になっておりました。それが物語のままならないところであり、また面白いところでもあるのだな、と改めて思う次第です。

　なので別段比較する必要もないほど、別の物語になっております。そう言ったわけで、あえてその歴史上の国々の名を、この場に引き出す必要もございませんでしょう。

　もともと史学と民俗学が好きで、個人の趣味として楽しんでおりましたが、良い形でこの物語に反映させることが出来ていたのなら何よりでございます。




　さてここからは謝しや辞じをば。

　今回、企画から本稿まで、好き放題書いてくるわたくしの原稿にもめげず的確な修正、示し唆さを下さり度重なる改稿に辛しん抱ぼう強づよくお付き合い頂きました担当の中川様。

　そして素す敵てきすぎる挿絵を描いて下さった鵜う飼かい沙さ樹き様。キャラクターデザインが上がってきた時などは、小こ躍おどりするほどに大喜びでございました。しかもかなりハードなスケジュールの中でのクオリティの高さに、プロの画家の仕事を見た気がします。

　さらには編集部のみなさま、出版流通に関わるすべてのみなさまに、心より御礼申し上げます。




　そして何より、数あるライトノベルの中から、この本を手に取ってくださったみなさまに最大の感謝を。

　ほんとうにありがとうございます！

　今回も例にもれず、かなりの大風呂敷を広げてしまったこの物語。どうにかしかるべき終着点まで行ければと思いながら執筆いたしておりました。

　そんなグラウスタンディア皇国の行く末と、クロムたちの活躍をどうか応援していただけたのなら何よりでございます。




　それでは、またみなさまにお会いできることを心より願って！





二〇一三年九月吉日　内堀優一









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


内堀優一先生／鵜飼沙樹先生









[image: ]




item/image/cover.jpg
7 ﬁxﬂ /

G 1211 Standear @mpmxz ﬁtum »






item/image/p033.jpg





item/image/p279.jpg





item/image/hj_logo.jpg





item/image/p193.jpg





item/image/p223.jpg





item/image/p145.jpg





item/image/p109.jpg





item/image/p307.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序　章　戦の終わりと、始まりの誓い



		第一章　皇国の騎士



		第二章　皇都シオニアへの帰還



		第三章　狂戦士ガジェル・プリアモス



		第四章　紅海の海戦



		終　章　大戦の熾こり火



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p063.jpg





item/image/k002.jpg
T47 e
eV 7% %
b A ltzljsrﬁlce.ss

b}
E %5
E)DEFTLDY,
1o 2 5308
DRERNRE, 77 21
ZiEOT02,






item/image/k001.jpg
ANANNOK TR K VR VO SROMIKQ IV D &0

KPR B ¥ R R0 HRLE 0 < v ZRES LU MBI 4°
400 BB ad A By 12 < BF 1340 D IRER 0 48 7 PR -HF v R O N°
Wi DY < v 38 Ve U DO PR S A4

D& IN AN QKB I8 KA ERHE " HXr01) T Q45RO Wi 48°

AN AN QK BN OV ER A0 R S LN < v BIRES L QWA
WR MR QNE K QN TANN QK TN MHEE 640 R N Q4
MO ¥l 10 S NE Y ORE 2o R M R L VEE S 4 S 4 480
v B IR U< ¥ PIRD MR 1 fInQ 52 46D °

P ANNRIER R 2O < QIR IR LRE Y Qe°

B ORI T | QRO 0

A4 R RWBLHOE VTS KR WED K Hy < v NP

W SR RO B0 S A4 80

< v RO FEIRE = 380 3O N QI8°

SRRAQ TR M D EKNE 6 = O FEEER






item/image/p257.jpg





item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/ok.jpg
—PROFILE
Nﬂﬁ_ SBIENBSVE

1981458584 F . BREZHLETDIDICERULIEND IV AZHTRT
HcH. BFLUEICHBZEULLED TOOHN D,
FHAENM<. CHVTRRPL > THHERENG SHNT. BURBKODY Y

2AZESBH. [FoUTCIOBWDIFAICRONTIFESH. EDICBLENSHE

EEH.

BEITE) Y E—BSHDER - BIE - BREEHLTVD,

Eﬁi&ﬁ IhNEE

[T5vo - TUyh] (BEXE) . [RNEVREZEDMR] (HAHAXE) .
[BIEOKEE] EREHR—N—FvyaXE) . [ (BRRE) | (7=

!

BYE) . [ROARSAT] (E—O—XE) th%H.

p-

Vaing,,

&
T

- HUXE

HH— M
HIS=A T A b —— Wi

FATHE T RA
AT SR E =V v 28>

& ©2013 Yuichi Uchibori

TIOARY T4 T REPIEE 1

201341 TH WIREAT

#T—— AFTERGLOW

T151-0053 HHHRBEA XA 4 A2-15-8

)






item/image/p091.jpg





item/image/p003.jpg
WSy 36

woomoo®m ®m B
= H H A L H
K fLoxE B OB W
oW W 2
D D i D% D #&
B om oz 2 B b
¢ B Y 7 £
9 V.4 8 >‘<
1 A
y & b

x D

A Z

v

281 205 162 094 015 005






item/image/p002.jpg
O - DN K -~ BERQE





item/image/p001.jpg
N

-

A g 2 —

HUXE

N

\





item/image/p004.jpg
TIIRY T4 TEE

VY TREER

SMVIE

EBHPREA N YN T

AZNFE T EEE

75717 B UV T REER






